
アッパレ！ 100歳いつまでもお元気で

！
秘書広報係 ☎63-1043

すくすく1歳 平成25年9月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
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郷土の植物 （293）

第101回
阿孫  久見

ツクシコウモリソウ（キク科）

文化会館に舞う『希望のホタル』
竹田商工会議所青年部が復興に向けてイルミネーションを設置

↑阿蔵自治会の子どもたちが竹灯籠に点灯

↑猛暑のなかで設置した商工会議所青年部会員のみなさん

「昨年、市内外から支援をいただいた多くのボランティア
の方々に感謝を込めて、復興のシンボル的な存在となった
文化会館から発信したかった」という

竹田市集中豪雨災害から１年を迎えた７月12日、竹田商工会議所青年部（得丸高志青年部長・
25名）は竹田市文化会館の玄関ロビー及び建物周辺に「竹ホタル」や「竹灯籠」等を設置しました。
水害の犠牲になり亡くなった方々への追悼の意を表すとともに、１日も早い災害復興への祈り
を捧げました。（イルミネーションは７月15日に終了しました）

　
山
地
の
半
陰
地
に
な
っ
た
林
縁

や
林
内
に
生
育
す
る
高
さ
40
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
茎
は
節
々
で

屈
曲
し
て
い
ま
す
。
生
育
条
件
が

良
い
と
小
群
落
を
つ
く
り
ま
す
。

　
互
生
の
葉
は
腎
形
で
浅
く
５
裂

し
ま
す
。
葉
の
大
き
い
も
の
で
は

長
さ
７
㌢
、
幅
が
10
㌢
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
ま
た
小
さ
い
も
の
で
は
長

さ
４
㌢
、
幅
が
６
㌢
ほ
ど
で
大
小

の
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
夏
か
ら
初
秋
の
頃
、
茎
の
先
端

部
に
数
個
、
白
い
径
１
・
５
㌢
ほ

ど
の
漏
斗
状
（
ラ
ッ
パ
形
）
の
形

を
し
た
長
い
柄
の
あ
る
頭
花
（
複

数
の
花
が
集
ま
っ
て
、
ま
る
で
一

つ
の
花
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
）

を
咲
か
せ
ま
す
。

　
九
州
特
産
種
で
葉
の
様
子
が
幅

広
い
三
角
状
で
コ
ウ
モ
リ
に
似
て

い
る
の
で
筑
紫
蝙
蝠
草
（
ツ
ク
シ

コ
ウ
モ
リ
ソ
ウ
）
の
名
が
あ
り
ま

す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
・
祖

母
山
系
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
個
体
は
少
な
く
、
そ
っ
と
見
守

り
た
い
植
物
で
す
。
花
期
は
８
月

か
ら
９
月
で
す
。

誕生おめでとう❻月生まれ
（親・自治会）

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年８月生まれ

り
ん
え
ん

く
っ
き
ょ
く

し
ょ
う
ぐ
ん
ら
く

ご
せ
い

じ
ん
け
い

れ
つ

ろ
う
と
じ
ょ
う

く
き

え

と
う
か
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住民基本台帳登録人数
（平成25年6月30日現在）
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○今月のイントロダクション　ぼくたち・私
　たちの学び舎（荻保育所）／岡城遺産㉔
　／図書館のお知らせ／プクサン 24
○竹田市安心住まい改修支援事業 26
○３代目観光キャンペーンレディ決定！ 27
○郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！　
100歳／誕生おめでとう 28

　
竹
田
市
を
襲
っ
た
未
曽
有
の
災

害
か
ら
、
１
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
の
「
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災

害
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
に

努
め
る
た
め
に
、
竹
田
市
は
【
７
月

12
日
】
を
『
竹
田
市
防
災
の
日
』
と

定
め
、「
竹
田
市
豪
雨
災
害
特
別
講

演
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
大
水
害
を
忘
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ

し
て
、
我
々
は
防
災
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
、
日
々
考
え
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
災
害

に
強
く
、
た
く
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
は
こ
の
「
防
災
の
日
」
を

機
に
、
今
後
も
防
災
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復
興
に
向

け
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
濁
流
の
痕
跡
が
残
る
壁
。
無
残
に

壊
れ
た
ま
ま
の
客
席…

。
今
も
竹
田

市
文
化
会
館
は
、
あ
の
日
以
来『
時
』

が
止
ま
っ
た
ま
ま
。

　
ち
ょ
う
ど
１
年
を
迎
え
た
７
月

12
日
、
テ
レ
ビ
番
組
の
企
画
で
文
化

会
館
ロ
ビ
ー
か
ら
「
ブ
ル
ー
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」
の
演
奏
の
生
中
継
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
仕
事
を
休
ん
で
現
場

に
は
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

全
員
が
揃
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
音
楽

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
が
館
内

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
小
出
六
十
志
代

表
・
20
名
）
は
、
竹
田
市
文
化
会
館

を
拠
点
に
活
動
。
同
バ
ン
ド
は
毎
週

２
回
、
大
会
議
室
で
練
習
し
、
年
末

に
は
約
１
０
０
０
人
収
容
の
大
ホ
ー

ル
で
毎
年
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
練
習

場
所
、
財
産
で
あ
る
楽
器
の
殆
ど
を

失
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
３
度
目
。
現

在
、
市
内
の
交
流
施
設
「
あ
祖
母
学

舎
」
で
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
活
動
自
体
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
他
の
バ
ン
ド
や
他
県
か
ら
の
寄

付
も
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
の
思
い
を

込
め
て
、
６
月
29
日
、
竹
田
温
泉

「
花
水
月
」
で
２
年
ぶ
り
の
ラ
イ
ブ

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
出
代
表
は
「
た
く
さ
ん
の
支
援

を
い
た
だ
い
た
。
バ
ン
ド
は
今
年
40

年
目
。
こ
の
歴
史
が
救
っ
て
く
れ
た

の
だ
と
思
う
。
文
化
会
館
は
、
竹
田

の
文
化
活
動
を
す
る
み
ん
な
の
聖

地
。
１
日
も
早
い
再
開
を
み
ん
な

待
っ
て
い
る
。
僕
ら
も
変
わ
ら
ず
練

習
を
し
て
、
音
楽
で
元
気
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
結
成
40
年
目
を
迎
え
た
「
ブ
ル
ー

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」。
災
害
を
乗
り
越
え
て
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
不
死
鳥
の
ご
と
く

再
び
甦
り
ま
す
。

　「瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール」（通称：たきれん）の出
身者有志による『コンツァートKÔJÔ（こうじょう）』は、昨年７月の九州
北部豪雨で、コンクールの会場である「竹田市文化会館」が被災したこと
を受け、「音楽の力で竹田の復興に役立ちたい」というたきれん東京在住
者によって、今年３月、第１回公演（東京・北とぴあつつじホール）が実
現しました。
　そしてついに、第２回公演が７月14日に竹田商工会議所２階ホールで
開催されました。瀧廉太郎の名曲やオペラ曲など全22曲を披露。すばら
しい歌声は、会場に訪れた約200人の市民を魅了しました。

↑開催に先立ち、黙とうを捧げる参加者。昨年の災害で亡くなられたお二人の市民と、「３・11東日
本大震災」で亡くなられた方々のご冥福を祈りました

『たきれん』出身者がついに
竹田に凱旋！
聖地・文化会館の再建を願い
チャリティー公演開催

災
害
に
強
く
、

た
く
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

７
月
12
日
を「
竹
田
市
防
災
の
日
」に
制
定

熱唱するたきれん出身者のみなさん→
〔写真左から〕首藤玲奈さん、吉川友理さん、山
口優里菜さん、紀野洋孝さん、土崎譲さん、田中
俊太郎さん、新見準平さん（伴奏：三好真亜砂）

◎佐藤町長から９つの伝えたいこと
①首長のリーダーシップ　②防災から減
災へ　③防災訓練の重要性　④全国か
らの支援の交通整理　⑤ライフライン断
絶に対する備え　⑥情報、連絡手段の確
保　⑦遠くの自治体との災害応援協定
⑧女性目線に立つ　⑨行政機能の想定

←講演する佐藤仁宮
城県南三陸町長

　
特
別
講
演
会
は
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

域
住
民
や
関
係
者
ほ
か
、
２
５
０
人
が

参
加
。
今
年
の
講
師
と
し
て
お
招
き
し

た
の
は
、
あ
の
「
３
・
11
東
日
本
大
震

災
」
か
ら
の
復
興
に
向
け
陣
頭
指
揮
を

執
っ
て
い
る
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
佐

藤
仁
町
長
で
す
。

　
講
演
テ
ー
マ
は
『
宮
城
県
南
三
陸
町

の
被
災
実
態
と
復
興
へ
の
挑
戦
』。

　
震
災
当
時
の
状
況
を
ビ
デ
オ
や
写

真
を
交
え
て
解
説
し
な
が
ら
、
津
波
や

地
震
被
害
の
凄
ま
じ
さ
を
あ
ら
た
め
て

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
復
興
に
向
け
た
町
の
動
き
」

や
復
興
に
際
し
、
顕
在
化
し
た
問
題
等

も
示
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
防
災
対

策
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
講
演
で
し
た
。

↑７月12日、文化会館で１曲限りの演奏。
　館内に響き渡るジャズのリズムが、時を巻き戻した

ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス・ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

文
化
活
動
の
拠
点
、再
開
を
願
う

光輝く故郷を取り戻す日まで！
宮城県南三陸町の佐藤仁町長が特別講演

↑「竹田市防災の日」制定を宣言する首藤市長

〔JR豊後竹田駅〕
○全線復旧記念列車出発式 7：00～
○九州横断特急１号歓迎セレモニー 9：00～
○復旧記念式典 9：30～
○九州横断特急２号歓迎セレモニー
　10：20～
○ステージイベント・お楽しみ抽選会
　10：30～14：00

〔JR豊後荻駅〕
○全線復旧記念列車歓迎セレモニー・朝市
（荻めっけもん市）・アトラクション 7：30
～／駅舎リニューアル記念式典 7：40～／
九州横断特急１号歓迎セレモニー 9：20～
／九州横断特急２号歓迎セレモニー 10：10
～（JR豊後荻駅・荻ふれあい会館）

●お問い合せ
　竹田市企画情報課　☎63-4801

    豊肥本線
待望の全線復旧！

８４㈰

○７・12「竹田市防災の日」 2
○緊急特別対談
　磯崎新（建築家）×首藤勝次（竹田市長） 4
○作詩、エッセイ募集／深田光霊記念「詩
聲館」いよいよ着工 7

○市内各地域でTOP懇談会開催 8
○高額療養費の申請をお忘れなく 10
○ケーブルネットワークを強じん化へ／
　実践型まちづくり研修事業助成金 11
○今こそ、人間・阿南惟幾の「信念」を考え
る／まるごと博物館94 12
○TAKETAN FACE　今月のひと（都野
　地区戦争体験を語り継ぐ会） 13
○市長コラム「有由有縁」 14
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会
館
は
、
あ
の
日
以
来『
時
』

が
止
ま
っ
た
ま
ま
。

　
ち
ょ
う
ど
１
年
を
迎
え
た
７
月

12
日
、
テ
レ
ビ
番
組
の
企
画
で
文
化

会
館
ロ
ビ
ー
か
ら
「
ブ
ル
ー
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」
の
演
奏
の
生
中
継
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
仕
事
を
休
ん
で
現
場

に
は
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

全
員
が
揃
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
音
楽

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
が
館
内

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
小
出
六
十
志
代

表
・
20
名
）
は
、
竹
田
市
文
化
会
館

を
拠
点
に
活
動
。
同
バ
ン
ド
は
毎
週

２
回
、
大
会
議
室
で
練
習
し
、
年
末

に
は
約
１
０
０
０
人
収
容
の
大
ホ
ー

ル
で
毎
年
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
練
習

場
所
、
財
産
で
あ
る
楽
器
の
殆
ど
を

失
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
３
度
目
。
現

在
、
市
内
の
交
流
施
設
「
あ
祖
母
学

舎
」
で
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
活
動
自
体
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
他
の
バ
ン
ド
や
他
県
か
ら
の
寄

付
も
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
の
思
い
を

込
め
て
、
６
月
29
日
、
竹
田
温
泉

「
花
水
月
」
で
２
年
ぶ
り
の
ラ
イ
ブ

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
出
代
表
は
「
た
く
さ
ん
の
支
援

を
い
た
だ
い
た
。
バ
ン
ド
は
今
年
40

年
目
。
こ
の
歴
史
が
救
っ
て
く
れ
た

の
だ
と
思
う
。
文
化
会
館
は
、
竹
田

の
文
化
活
動
を
す
る
み
ん
な
の
聖

地
。
１
日
も
早
い
再
開
を
み
ん
な

待
っ
て
い
る
。
僕
ら
も
変
わ
ら
ず
練

習
を
し
て
、
音
楽
で
元
気
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
結
成
40
年
目
を
迎
え
た
「
ブ
ル
ー

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」。
災
害
を
乗
り
越
え
て
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
不
死
鳥
の
ご
と
く

再
び
甦
り
ま
す
。

　「瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール」（通称：たきれん）の出
身者有志による『コンツァートKÔJÔ（こうじょう）』は、昨年７月の九州
北部豪雨で、コンクールの会場である「竹田市文化会館」が被災したこと
を受け、「音楽の力で竹田の復興に役立ちたい」というたきれん東京在住
者によって、今年３月、第１回公演（東京・北とぴあつつじホール）が実
現しました。
　そしてついに、第２回公演が７月14日に竹田商工会議所２階ホールで
開催されました。瀧廉太郎の名曲やオペラ曲など全22曲を披露。すばら
しい歌声は、会場に訪れた約200人の市民を魅了しました。

↑開催に先立ち、黙とうを捧げる参加者。昨年の災害で亡くなられたお二人の市民と、「３・11東日
本大震災」で亡くなられた方々のご冥福を祈りました

『たきれん』出身者がついに
竹田に凱旋！
聖地・文化会館の再建を願い
チャリティー公演開催

災
害
に
強
く
、

た
く
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

７
月
12
日
を「
竹
田
市
防
災
の
日
」に
制
定

熱唱するたきれん出身者のみなさん→
〔写真左から〕首藤玲奈さん、吉川友理さん、山
口優里菜さん、紀野洋孝さん、土崎譲さん、田中
俊太郎さん、新見準平さん（伴奏：三好真亜砂）

◎佐藤町長から９つの伝えたいこと
①首長のリーダーシップ　②防災から減
災へ　③防災訓練の重要性　④全国か
らの支援の交通整理　⑤ライフライン断
絶に対する備え　⑥情報、連絡手段の確
保　⑦遠くの自治体との災害応援協定
⑧女性目線に立つ　⑨行政機能の想定

←講演する佐藤仁宮
城県南三陸町長

　
特
別
講
演
会
は
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

域
住
民
や
関
係
者
ほ
か
、
２
５
０
人
が

参
加
。
今
年
の
講
師
と
し
て
お
招
き
し

た
の
は
、
あ
の
「
３
・
11
東
日
本
大
震

災
」
か
ら
の
復
興
に
向
け
陣
頭
指
揮
を

執
っ
て
い
る
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
佐

藤
仁
町
長
で
す
。

　
講
演
テ
ー
マ
は
『
宮
城
県
南
三
陸
町

の
被
災
実
態
と
復
興
へ
の
挑
戦
』。

　
震
災
当
時
の
状
況
を
ビ
デ
オ
や
写

真
を
交
え
て
解
説
し
な
が
ら
、
津
波
や

地
震
被
害
の
凄
ま
じ
さ
を
あ
ら
た
め
て

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
復
興
に
向
け
た
町
の
動
き
」

や
復
興
に
際
し
、
顕
在
化
し
た
問
題
等

も
示
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
防
災
対

策
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
講
演
で
し
た
。

↑７月12日、文化会館で１曲限りの演奏。
　館内に響き渡るジャズのリズムが、時を巻き戻した

ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス・ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

文
化
活
動
の
拠
点
、再
開
を
願
う

光輝く故郷を取り戻す日まで！
宮城県南三陸町の佐藤仁町長が特別講演

↑「竹田市防災の日」制定を宣言する首藤市長

〔JR豊後竹田駅〕
○全線復旧記念列車出発式 7：00～
○九州横断特急１号歓迎セレモニー 9：00～
○復旧記念式典 9：30～
○九州横断特急２号歓迎セレモニー
　10：20～
○ステージイベント・お楽しみ抽選会
　10：30～14：00

〔JR豊後荻駅〕
○全線復旧記念列車歓迎セレモニー・朝市
（荻めっけもん市）・アトラクション 7：30
～／駅舎リニューアル記念式典 7：40～／
九州横断特急１号歓迎セレモニー 9：20～
／九州横断特急２号歓迎セレモニー 10：10
～（JR豊後荻駅・荻ふれあい会館）

●お問い合せ
　竹田市企画情報課　☎63-4801

    豊肥本線
待望の全線復旧！

８４㈰

○７・12「竹田市防災の日」 2
○緊急特別対談
　磯崎新（建築家）×首藤勝次（竹田市長） 4
○作詩、エッセイ募集／深田光霊記念「詩
聲館」いよいよ着工 7

○市内各地域でTOP懇談会開催 8
○高額療養費の申請をお忘れなく 10
○ケーブルネットワークを強じん化へ／
　実践型まちづくり研修事業助成金 11
○今こそ、人間・阿南惟幾の「信念」を考え
る／まるごと博物館94 12
○TAKETAN FACE　今月のひと（都野
　地区戦争体験を語り継ぐ会） 13
○市長コラム「有由有縁」 14

2013年8月発行3



緊急特別対談　磯崎新（建築家）×首藤勝次（竹田市長）

首
藤
勝
次
竹
田
市
長
（
以
下
市
長
）　
先
日
は
旧
竹
田

荘
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

磯
崎
新
氏
（
以
下
磯
崎
）　
俳
人
で
あ
っ
た
父
が
旧
竹

田
荘
を
詩
に
詠
ん
で
お
り
、
ま
た
、
個
人
的
に
も
文
人

文
化
と
い
う
も
の
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
田
能
村
竹
田
の
作
品
に
つ
い
て
も
目
に
出

来
る
機
会
が
あ
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

市
長
　
竹
田
市
は
豊
後
南
画
の
中
核
を
な
す
場
所
で
す

し
、
田
能
村
竹
田
を
基
軸
と
し
て
多
く
の
文
人
が
誕
生

し
、
親
交
を
深
め
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

磯
崎
　
た
だ
、
い
つ
も
思
う
の
は
、
現
在
、
大
分
県
、

大
分
市
と
も
に
田
能
村
竹
田
の
作
品
を
所
有
し
て
い
ま

す
が
、
見
る
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
バ
ラ
バ

ラ
に
所
有
し
て
い
る
よ
り
も
１
か
所
に
集
め
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
先
日
、
旧
竹
田
荘
を
訪
れ
て
み
て
改
め
て
気
付
か
さ

れ
た
の
は
、
竹
田
市
も
含
め
、
大
分
県
内
で
も
３
か
所

に
作
品
が
分
散
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
紙
や
絹
に
描
か
れ
た
作
品
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
、

ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
の
か
？
　
現
代
美
術
と
同
じ
よ

う
に
展
示
し
て
い
て
も
本
当
の
意
味
で
の
作
品
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
各
施
設
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
プ
ト
は
様
々
で
し
ょ
う

し
、
南
画
や
日
本
画
に
特
化
し
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

市
長
　
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
年
間
１
５
０
万
人

の
来
場
者
を
数
え
る
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
あ
る
石
川

県
は
、
県
と
市
と
の
間
で
し
っ
か
り
と
住
み
分
け
が
出

来
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
立
美
術
館
で
は
伝
統
工
芸
品
や
郷
土
出
身
の

作
家
の
作
品
を
中
心
に
、
そ
し
て
、
金
沢
市
の
21
世
紀

美
術
館
で
は
現
代
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
松
林
図
」
で
有
名
な
「
長
谷
川
等
伯
」

の
作
品
に
つ
い
て
は
、
出
身
地
の
七
尾
市
に
あ
る
県
立

の
分
館
で
等
伯
の
作
品
に
特
化
し
た
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

磯
崎
　
21
世
紀
美
術
館
を
手
掛
け
た
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
の
二

人
の
こ
と
は
彼
ら
が
学
生
の
頃
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
が
、
現
代
美
術
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
21
世
紀
美
術

館
に
長
谷
川
等
伯
を
置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
け
で

あ
っ
て
、
あ
の
手
法
は
非
常
に
筋
が
通
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
は
じ
め
世
界
中
で
分
館

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
膨

大
な
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
出
来
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
か
ら
で
す
。
常
時
１
割
ほ
ど
し
か
展
示
が
適
わ

ず
、
ほ
と
ん
ど
倉
庫
に
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
ラ
ン
ス
分
館
も
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ａ
の
お
二
人
が
手
掛
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
美
術
館
の
設
置
に
伴
い
、
世
界
遺

産
へ
の
登
録
や
経
済
振
興
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
人
々
に
感
動
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
発
展
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
芸
術
と

い
う
も
の
の
持
つ
力
に
非
常
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

磯
崎
　
美
術
品
の
保
存
の
観
点
か
ら
し
て
も
作
品
の
展

示
は
一
定
期
間
し
か
行
え
ま
せ
ん
。

　
大
分
県
や
大
分
市
に
あ
る
作
品
を
一
時
期
に
全
て
展

示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
展
示
さ
れ
て
い
な

い
作
品
を
借
り
て
き
て
竹
田
市
で
展
示
す
る
こ
と
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
そ
の
環
境
が
あ
る
の
だ
か

ら
竹
田
市
が
い
い
で
す
よ
ね
。

市
長
　
昨
年
開
催
さ
れ
た
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
記

念
事
業
に
お
い
て
、
竹
田
市
で
は
初
と
な
る
国
宝
の
展

示
を
歴
史
資
料
館
で
行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
竹

田
市
に
は
そ
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い
う
人

間
を
育
ん
だ
環
境
や
背
景
が
こ
の
地
に
は
宿
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い

う
存
在
が
時
空
を
超
え
て
後
世
に
ま
で
受
け
継
が
れ
、

現
代
を
生
き
る
我
々
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。

　
先
日
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
願
っ
て
日
本
画
家
の
南

聡
先
生
が
入
田
の
湧
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
寄
贈

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
、
実
は
南
先
生

は
髙
山
辰
夫
先
生
の
も
と
で
修
業
を
さ
れ
て
い
た
経
験

が
あ
り
、
髙
山
先
生
は
常
々
田
能
村
竹
田
の
こ
と
を

語
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

　
田
能
村
竹
田
と
い
う
存
在
が
、
世
紀
を
越
え
て
何
を

宿
し
て
き
た
の
か
？
　
そ
し
て
彼
の
精
神
性
を
育
ん
だ

背
景
に
は
、
浦
上
玉
堂
や
頼
山
陽
と
い
っ
た
一
流
の
文

人
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
一
層
深
く
田
能
村
竹
田

を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
そ
う
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
今
あ
る
歴
史

資
料
館
を
「
田
能
村
竹
田
美
術
館
」
の
よ
う
な
も
の
に

す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

磯
崎
　
や
は
り
豊
後
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
で
ア
ピ
ー

ル
出
来
る
力
を
持
つ
の
は
、
田
能
村
竹
田
を
お
い
て
他

に
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
美
術
館
や
展
覧

会
を
巡
る
中
で
、
南
画
や
文
人
の
世
界
は
今
後
必
ず
注

目
を
集
め
る
で
あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
国
で
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
江
南
地
域
は
日
本
の
南
画
や

文
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
土
地
で
す
。
こ

う
い
う
背
景
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
い
な
が

ら
に
し
て
遥
か
竹
田
市
の
田
能
村
竹
田
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
れ
が
京
都
で
は
な
く
豊
後
の
竹
田
市
だ
と
い
う
点

が
面
白
い
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
豊
後
と
し
て
田

能
村
竹
田
の
在
り
方
を
確
立
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

市
長
　
こ
れ
は
竹
田
市
の
使
命
で
も
あ
る
し
、
大
分
県

全
体
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
田
能
村
竹
田
が
今
の
日
本
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
示

す
〝
羅
針
盤
〞
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

竹田市長

首藤勝次　KATSUJI SHUTO ×

緊
急
特
別
対
談

　６月28日、東京都内にて、建築家の磯崎新先生と首藤勝次竹田市長
との対談が行われました。
　田能村竹田のファンでもあった磯崎先生は、実は５月に来竹され、
旧竹田荘を訪れていました。
　現在、世界をステージに建築や都市設計のプロジェクトを手掛けて
いる磯崎先生からは、城下町再生においても大きなキーワードとなる
画聖『田能村竹田』について、今後のまちづくりの方向性を探る上で
も大変参考となる示唆をいただきました。

田能村　竹田（1777 ～ 1835）
豊後国岡藩の侍医の家に生まれた（現大分県竹田市）。幼少より学問、
絵画にすぐれ、藩校由学館に学び、後同館の司業・頭取になった。こ
の間、学問、詩文、絵画等を深め、また幕命による「豊後国誌」も編
纂した。36歳で隠居、各地を歴遊して、頼山陽、浦上玉堂、青木木
米等多くの文人墨客と交わり、いよいよ才芸を極めた。遂に「豊後南
画」（文人画）を確立。後世「画聖」と称えられている。代表作として「暗
香疎影図」（重要文化財）、「歳寒三友双鶴図」（重要文化財）、「亦復一
楽帖」（重要文化財）等がある。また、画論、詩論、詩文等の著作も
多い。旅先の大阪で没。享年59。旧竹田荘（国指定史跡）は竹田先
生が生まれ、育ち、生活したところである。ここで弟子たちの指導も
している。建物は昭和58年、国の援助によって大修復された。

建築家

磯崎　新　ARATA ISOZAKI

世界に通じる竹田
奇跡だと考える視点

た の むら ちくでん

た の むらちくでん

ち く で ん
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緊急特別対談　磯崎新（建築家）×首藤勝次（竹田市長）

首
藤
勝
次
竹
田
市
長
（
以
下
市
長
）　
先
日
は
旧
竹
田

荘
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

磯
崎
新
氏
（
以
下
磯
崎
）　
俳
人
で
あ
っ
た
父
が
旧
竹

田
荘
を
詩
に
詠
ん
で
お
り
、
ま
た
、
個
人
的
に
も
文
人

文
化
と
い
う
も
の
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
田
能
村
竹
田
の
作
品
に
つ
い
て
も
目
に
出

来
る
機
会
が
あ
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

市
長
　
竹
田
市
は
豊
後
南
画
の
中
核
を
な
す
場
所
で
す

し
、
田
能
村
竹
田
を
基
軸
と
し
て
多
く
の
文
人
が
誕
生

し
、
親
交
を
深
め
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

磯
崎
　
た
だ
、
い
つ
も
思
う
の
は
、
現
在
、
大
分
県
、

大
分
市
と
も
に
田
能
村
竹
田
の
作
品
を
所
有
し
て
い
ま

す
が
、
見
る
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
バ
ラ
バ

ラ
に
所
有
し
て
い
る
よ
り
も
１
か
所
に
集
め
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
先
日
、
旧
竹
田
荘
を
訪
れ
て
み
て
改
め
て
気
付
か
さ

れ
た
の
は
、
竹
田
市
も
含
め
、
大
分
県
内
で
も
３
か
所

に
作
品
が
分
散
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
紙
や
絹
に
描
か
れ
た
作
品
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
、

ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
の
か
？
　
現
代
美
術
と
同
じ
よ

う
に
展
示
し
て
い
て
も
本
当
の
意
味
で
の
作
品
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
各
施
設
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
プ
ト
は
様
々
で
し
ょ
う

し
、
南
画
や
日
本
画
に
特
化
し
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

市
長
　
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
年
間
１
５
０
万
人

の
来
場
者
を
数
え
る
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
あ
る
石
川

県
は
、
県
と
市
と
の
間
で
し
っ
か
り
と
住
み
分
け
が
出

来
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
立
美
術
館
で
は
伝
統
工
芸
品
や
郷
土
出
身
の

作
家
の
作
品
を
中
心
に
、
そ
し
て
、
金
沢
市
の
21
世
紀

美
術
館
で
は
現
代
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
松
林
図
」
で
有
名
な
「
長
谷
川
等
伯
」

の
作
品
に
つ
い
て
は
、
出
身
地
の
七
尾
市
に
あ
る
県
立

の
分
館
で
等
伯
の
作
品
に
特
化
し
た
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

磯
崎
　
21
世
紀
美
術
館
を
手
掛
け
た
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
の
二

人
の
こ
と
は
彼
ら
が
学
生
の
頃
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
が
、
現
代
美
術
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
21
世
紀
美
術

館
に
長
谷
川
等
伯
を
置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
け
で

あ
っ
て
、
あ
の
手
法
は
非
常
に
筋
が
通
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
は
じ
め
世
界
中
で
分
館

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
膨

大
な
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
出
来
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
か
ら
で
す
。
常
時
１
割
ほ
ど
し
か
展
示
が
適
わ

ず
、
ほ
と
ん
ど
倉
庫
に
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
ラ
ン
ス
分
館
も
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ａ
の
お
二
人
が
手
掛
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
美
術
館
の
設
置
に
伴
い
、
世
界
遺

産
へ
の
登
録
や
経
済
振
興
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
人
々
に
感
動
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
発
展
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
芸
術
と

い
う
も
の
の
持
つ
力
に
非
常
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

磯
崎
　
美
術
品
の
保
存
の
観
点
か
ら
し
て
も
作
品
の
展

示
は
一
定
期
間
し
か
行
え
ま
せ
ん
。

　
大
分
県
や
大
分
市
に
あ
る
作
品
を
一
時
期
に
全
て
展

示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
展
示
さ
れ
て
い
な

い
作
品
を
借
り
て
き
て
竹
田
市
で
展
示
す
る
こ
と
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
そ
の
環
境
が
あ
る
の
だ
か

ら
竹
田
市
が
い
い
で
す
よ
ね
。

市
長
　
昨
年
開
催
さ
れ
た
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
記

念
事
業
に
お
い
て
、
竹
田
市
で
は
初
と
な
る
国
宝
の
展

示
を
歴
史
資
料
館
で
行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
竹

田
市
に
は
そ
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い
う
人

間
を
育
ん
だ
環
境
や
背
景
が
こ
の
地
に
は
宿
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い

う
存
在
が
時
空
を
超
え
て
後
世
に
ま
で
受
け
継
が
れ
、

現
代
を
生
き
る
我
々
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。

　
先
日
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
願
っ
て
日
本
画
家
の
南

聡
先
生
が
入
田
の
湧
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
寄
贈

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
、
実
は
南
先
生

は
髙
山
辰
夫
先
生
の
も
と
で
修
業
を
さ
れ
て
い
た
経
験

が
あ
り
、
髙
山
先
生
は
常
々
田
能
村
竹
田
の
こ
と
を

語
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

　
田
能
村
竹
田
と
い
う
存
在
が
、
世
紀
を
越
え
て
何
を

宿
し
て
き
た
の
か
？
　
そ
し
て
彼
の
精
神
性
を
育
ん
だ

背
景
に
は
、
浦
上
玉
堂
や
頼
山
陽
と
い
っ
た
一
流
の
文

人
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
一
層
深
く
田
能
村
竹
田

を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
そ
う
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
今
あ
る
歴
史

資
料
館
を
「
田
能
村
竹
田
美
術
館
」
の
よ
う
な
も
の
に

す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

磯
崎
　
や
は
り
豊
後
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
で
ア
ピ
ー

ル
出
来
る
力
を
持
つ
の
は
、
田
能
村
竹
田
を
お
い
て
他

に
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
美
術
館
や
展
覧

会
を
巡
る
中
で
、
南
画
や
文
人
の
世
界
は
今
後
必
ず
注

目
を
集
め
る
で
あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
国
で
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
江
南
地
域
は
日
本
の
南
画
や

文
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
土
地
で
す
。
こ

う
い
う
背
景
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
い
な
が

ら
に
し
て
遥
か
竹
田
市
の
田
能
村
竹
田
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
れ
が
京
都
で
は
な
く
豊
後
の
竹
田
市
だ
と
い
う
点

が
面
白
い
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
豊
後
と
し
て
田

能
村
竹
田
の
在
り
方
を
確
立
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

市
長
　
こ
れ
は
竹
田
市
の
使
命
で
も
あ
る
し
、
大
分
県

全
体
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
田
能
村
竹
田
が
今
の
日
本
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
示

す
〝
羅
針
盤
〞
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

竹田市長

首藤勝次　KATSUJI SHUTO ×

緊
急
特
別
対
談

　６月28日、東京都内にて、建築家の磯崎新先生と首藤勝次竹田市長
との対談が行われました。
　田能村竹田のファンでもあった磯崎先生は、実は５月に来竹され、
旧竹田荘を訪れていました。
　現在、世界をステージに建築や都市設計のプロジェクトを手掛けて
いる磯崎先生からは、城下町再生においても大きなキーワードとなる
画聖『田能村竹田』について、今後のまちづくりの方向性を探る上で
も大変参考となる示唆をいただきました。

田能村　竹田（1777 ～ 1835）
豊後国岡藩の侍医の家に生まれた（現大分県竹田市）。幼少より学問、
絵画にすぐれ、藩校由学館に学び、後同館の司業・頭取になった。こ
の間、学問、詩文、絵画等を深め、また幕命による「豊後国誌」も編
纂した。36歳で隠居、各地を歴遊して、頼山陽、浦上玉堂、青木木
米等多くの文人墨客と交わり、いよいよ才芸を極めた。遂に「豊後南
画」（文人画）を確立。後世「画聖」と称えられている。代表作として「暗
香疎影図」（重要文化財）、「歳寒三友双鶴図」（重要文化財）、「亦復一
楽帖」（重要文化財）等がある。また、画論、詩論、詩文等の著作も
多い。旅先の大阪で没。享年59。旧竹田荘（国指定史跡）は竹田先
生が生まれ、育ち、生活したところである。ここで弟子たちの指導も
している。建物は昭和58年、国の援助によって大修復された。

建築家

磯崎　新　ARATA ISOZAKI

世界に通じる竹田
奇跡だと考える視点

た の むら ちくでん

た の むらちくでん

ち く で ん
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緊急特別対談　磯崎新（建築家）×首藤勝次（竹田市長）作詩・エッセイ募集

首
藤
勝
次
竹
田
市
長
（
以
下
市
長
）　
先
日
は
旧
竹
田

荘
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

磯
崎
新
氏
（
以
下
磯
崎
）　
俳
人
で
あ
っ
た
父
が
旧
竹

田
荘
を
詩
に
詠
ん
で
お
り
、
ま
た
、
個
人
的
に
も
文
人

文
化
と
い
う
も
の
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
田
能
村
竹
田
の
作
品
に
つ
い
て
も
目
に
出

来
る
機
会
が
あ
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

市
長
　
竹
田
市
は
豊
後
南
画
の
中
核
を
な
す
場
所
で
す

し
、
田
能
村
竹
田
を
基
軸
と
し
て
多
く
の
文
人
が
誕
生

し
、
親
交
を
深
め
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

磯
崎
　
た
だ
、
い
つ
も
思
う
の
は
、
現
在
、
大
分
県
、

大
分
市
と
も
に
田
能
村
竹
田
の
作
品
を
所
有
し
て
い
ま

す
が
、
見
る
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
バ
ラ
バ

ラ
に
所
有
し
て
い
る
よ
り
も
１
か
所
に
集
め
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
先
日
、
旧
竹
田
荘
を
訪
れ
て
み
て
改
め
て
気
付
か
さ

れ
た
の
は
、
竹
田
市
も
含
め
、
大
分
県
内
で
も
３
か
所

に
作
品
が
分
散
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
紙
や
絹
に
描
か
れ
た
作
品
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
、

ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
の
か
？
　
現
代
美
術
と
同
じ
よ

う
に
展
示
し
て
い
て
も
本
当
の
意
味
で
の
作
品
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
各
施
設
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
プ
ト
は
様
々
で
し
ょ
う

し
、
南
画
や
日
本
画
に
特
化
し
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

市
長
　
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
年
間
１
５
０
万
人

の
来
場
者
を
数
え
る
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
あ
る
石
川

県
は
、
県
と
市
と
の
間
で
し
っ
か
り
と
住
み
分
け
が
出

来
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
立
美
術
館
で
は
伝
統
工
芸
品
や
郷
土
出
身
の

作
家
の
作
品
を
中
心
に
、
そ
し
て
、
金
沢
市
の
21
世
紀

美
術
館
で
は
現
代
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
松
林
図
」
で
有
名
な
「
長
谷
川
等
伯
」

の
作
品
に
つ
い
て
は
、
出
身
地
の
七
尾
市
に
あ
る
県
立

の
分
館
で
等
伯
の
作
品
に
特
化
し
た
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

磯
崎
　
21
世
紀
美
術
館
を
手
掛
け
た
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
の
二

人
の
こ
と
は
彼
ら
が
学
生
の
頃
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
が
、
現
代
美
術
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
21
世
紀
美
術

館
に
長
谷
川
等
伯
を
置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
け
で

あ
っ
て
、
あ
の
手
法
は
非
常
に
筋
が
通
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
は
じ
め
世
界
中
で
分
館

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
膨

大
な
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
出
来
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
か
ら
で
す
。
常
時
１
割
ほ
ど
し
か
展
示
が
適
わ

ず
、
ほ
と
ん
ど
倉
庫
に
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
ラ
ン
ス
分
館
も
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ａ
の
お
二
人
が
手
掛
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
美
術
館
の
設
置
に
伴
い
、
世
界
遺

産
へ
の
登
録
や
経
済
振
興
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
人
々
に
感
動
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
発
展
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
芸
術
と

い
う
も
の
の
持
つ
力
に
非
常
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

磯
崎
　
美
術
品
の
保
存
の
観
点
か
ら
し
て
も
作
品
の
展

示
は
一
定
期
間
し
か
行
え
ま
せ
ん
。

　
大
分
県
や
大
分
市
に
あ
る
作
品
を
一
時
期
に
全
て
展

示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
展
示
さ
れ
て
い
な

い
作
品
を
借
り
て
き
て
竹
田
市
で
展
示
す
る
こ
と
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
そ
の
環
境
が
あ
る
の
だ
か

ら
竹
田
市
が
い
い
で
す
よ
ね
。

市
長
　
昨
年
開
催
さ
れ
た
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
記

念
事
業
に
お
い
て
、
竹
田
市
で
は
初
と
な
る
国
宝
の
展

示
を
歴
史
資
料
館
で
行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
竹

田
市
に
は
そ
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い
う
人

間
を
育
ん
だ
環
境
や
背
景
が
こ
の
地
に
は
宿
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い

う
存
在
が
時
空
を
超
え
て
後
世
に
ま
で
受
け
継
が
れ
、

現
代
を
生
き
る
我
々
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。

　
先
日
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
願
っ
て
日
本
画
家
の
南

聡
先
生
が
入
田
の
湧
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
寄
贈

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
、
実
は
南
先
生

は
髙
山
辰
夫
先
生
の
も
と
で
修
業
を
さ
れ
て
い
た
経
験

が
あ
り
、
髙
山
先
生
は
常
々
田
能
村
竹
田
の
こ
と
を

語
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

　
田
能
村
竹
田
と
い
う
存
在
が
、
世
紀
を
越
え
て
何
を

宿
し
て
き
た
の
か
？
　
そ
し
て
彼
の
精
神
性
を
育
ん
だ

背
景
に
は
、
浦
上
玉
堂
や
頼
山
陽
と
い
っ
た
一
流
の
文

人
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
一
層
深
く
田
能
村
竹
田

を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
そ
う
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
今
あ
る
歴
史

資
料
館
を
「
田
能
村
竹
田
美
術
館
」
の
よ
う
な
も
の
に

す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

磯
崎
　
や
は
り
豊
後
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
で
ア
ピ
ー

ル
出
来
る
力
を
持
つ
の
は
、
田
能
村
竹
田
を
お
い
て
他

に
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
美
術
館
や
展
覧

会
を
巡
る
中
で
、
南
画
や
文
人
の
世
界
は
今
後
必
ず
注

目
を
集
め
る
で
あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
国
で
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
江
南
地
域
は
日
本
の
南
画
や

文
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
土
地
で
す
。
こ

う
い
う
背
景
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
い
な
が

ら
に
し
て
遥
か
竹
田
市
の
田
能
村
竹
田
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
れ
が
京
都
で
は
な
く
豊
後
の
竹
田
市
だ
と
い
う
点

が
面
白
い
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
豊
後
と
し
て
田

能
村
竹
田
の
在
り
方
を
確
立
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

市
長
　
こ
れ
は
竹
田
市
の
使
命
で
も
あ
る
し
、
大
分
県

全
体
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
田
能
村
竹
田
が
今
の
日
本
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
示

す
〝
羅
針
盤
〞
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

磯崎　新　Arata Isozaki
1931年大分市生まれ。
1954年東京大学工学部建築学科卒業。
1963年磯崎新アトリエを設立。 
大分県立図書館をはじめ、地元大分で多くの建築を手掛
けている。つくばセンタービル、ロサンゼルス現代美術
館など国内外で幅広く活躍中。平成５年日本文化デザイ
ン賞大賞。建築学会賞３度受賞

 

姉
妹
都
市
・
柳
川
市

 

平
成
25
年
度

 「
白
秋
献
詩
」募
集

　
姉
妹
都
市
交
流
を
続
け
て
い
る

福
岡
県
柳
川
市
で
は
、
郷
土
出
身
の

詩
聖
北
原
白
秋
の
偉
業
を
た
た
え
、

命
日
で
あ
る
11
月
２
日
に
「
白
秋

祭
」
を
開
催
し
、
献
詩
を
捧
げ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
竹
田
市
民
の
み
な
さ
ん

も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

形
式
・
応
募
点
数

　
自
由
詩

※

字
数
、
内
容
等
制
限
は
な
し
。
未

発
表
の
自
作
に
限
る
。

※

Ｂ
４
版
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

を
使
用
の
こ
と
。

※

応
募
点
数
は
１
人
に
つ
き
、
２
点

ま
で
。

応
募
部
門

　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高

校
生
・
一
般
の
部

募
集
期
間

   

８
月
５
日
㈪
〜
９
月
６
日
㈮
必
着

審
査
員
　
福
岡
県
詩
人
会

表
彰
式

　
平
成
25
年
11
月
２
日
㈯ 

10
時
〜

（
白
秋
詩
碑
苑
・
柳
川
市
）

入
　
賞

　
特
選
・
文
部
大
臣
賞
１
名
を
は
じ

め
15
名
、
ほ
か
各
賞

●
応
募
先
・
お
問
い
合
せ

柳
川
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
教
務
係
（
〒
８
３
２-

８
５
５

５
　
柳
川
市
三
橋
町
正
行
４
３

１
番
地
）　
☎
０
９
４
４-

７
７-

８
８
６
３

 

竹
田
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

 「
佐
藤
義
美
賞
」作
品
募
集

応
募
期
間

　
７
月
20
日
㈯
〜
９
月
30
日
㈪

応
募
資
格

　
市
内
の
幼
・
小
・
中
学
生

作
品
審
査

　
童
謡
詩
人 

矢
崎
節
夫
先
生

表
　
彰

　
11
月
頃
、
入
賞
者
に
直
接
通
知

し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
贈
呈
。

提
出
先

　
佐
藤
義
美
記
念
館
（
竹
田
市
大

字
竹
田
１
７
３
５
番
地
）

●
お
問
い
合
せ

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実

行
委
員
会
　
☎
６
３-

２
６
５
０

　
７
月
19
日
、
竹
田
市
向
町
に
あ

る
幡
本
屋
敷
に
て
、「
深
田
光
霊

記
念
詩
聲
館
」
建
築
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
淡
窓
伝
光
霊
流
日
本
詩
道
会

「
宗
家
」
家
代
表
・
深
田
發
子
さ

ん
は
、「
竹
田
市
は
城
下
町
再
生

と
い
う
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
一
端
を
担
え
る
こ
と
に

大
変
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
深
田
光
霊
宗
家
は
竹

田
を
〝
第
二
の
故
郷
〞
と
語
っ
て

お
り
、
縁
の
深
い
土
地
に
記
念
館

が
出
来
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

て
い
る
」
と
、
発
注
者
と
し
て
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
館
内
は
深
田
宗
家
の
吟
に
関

わ
る
資
料
や
写
真
・
遺
品
な
ど
を

展
示
す
る
と
と
も
に
、
宗
家
の
名

吟
を
ビ
デ
オ
鑑
賞
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
吟
詠
文
化
を
後
世
に
伝
承
す

る
「
吟
」
の
館
と
し
て
、
吟
詠
愛

好
家
の
活
動
と
活
動
の
場
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　「
先
人
の
お
導
き
に
よ
り
、
こ

う
し
て
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
地
域
の
み
な
さ
ん
も
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
す
」
と
首
藤
市
長
。

　
城
下
町
再
生
に
お
け
る
文
教

ゾ
ー
ン
の
一
角
を
な
す
施
設
と
し

て
、竹
田
の
歴
史
・
文
化
の
発
信
拠

点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

完
成
は
５
か
月
後
の
予
定
で
す
。

深
田
光
霊
記
念
「
詩
聲
館
」
い
よ
い
よ
着
工

城
下
町
再
生
に
弾
み

↑深田光霊記念「詩聲館」（イメージ図・「詩心７月号」
より）

↑鍬入れの儀

↑淡窓伝光霊流日本詩
道会「宗家」家代表・
深田發子さん

↑竹田童謡作詩コンクール入選作
品集『新詩とくほん』。詩の作り
方の参考にしてね。  問佐藤義美
記念館　☎63-2650

竹田市教育委員会からのお知らせ

「おおいた教育の日」
エッセイ募集
　「おおいた教育の日」の趣旨を
普及し、学校、家庭、地域による
「教育の協働」の取り組みを推進
します。
募集内容
○テーマ　「ふるさと」
○高校生以上・一般の方…400字
原稿用紙４枚以内

○小学生・中学生…400字原稿用
紙３枚以内

表彰・副賞　会長賞（各部１点、
図書カード２万円）、優秀賞（各
部２～３点以内、図書カード５
千円）、学校賞（県内の学校で
２点以内、図書カード３万円）
応募資格　県内在住、または県
外在住の方でも大分県にちな
んだ内容で応募できる方
募集期間　７月１日（月）～９月
６日（金）
●応募先・お問い合せ
　大分県教育の日推進会議事務
局（県教育庁社会教育課）
　☎097-506-5526

し  

せ
い 

か
ん

の
ぶ  

こ
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緊急特別対談　磯崎新（建築家）×首藤勝次（竹田市長）作詩・エッセイ募集

首
藤
勝
次
竹
田
市
長
（
以
下
市
長
）　
先
日
は
旧
竹
田

荘
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

磯
崎
新
氏
（
以
下
磯
崎
）　
俳
人
で
あ
っ
た
父
が
旧
竹

田
荘
を
詩
に
詠
ん
で
お
り
、
ま
た
、
個
人
的
に
も
文
人

文
化
と
い
う
も
の
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
田
能
村
竹
田
の
作
品
に
つ
い
て
も
目
に
出

来
る
機
会
が
あ
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

市
長
　
竹
田
市
は
豊
後
南
画
の
中
核
を
な
す
場
所
で
す

し
、
田
能
村
竹
田
を
基
軸
と
し
て
多
く
の
文
人
が
誕
生

し
、
親
交
を
深
め
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

磯
崎
　
た
だ
、
い
つ
も
思
う
の
は
、
現
在
、
大
分
県
、

大
分
市
と
も
に
田
能
村
竹
田
の
作
品
を
所
有
し
て
い
ま

す
が
、
見
る
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
バ
ラ
バ

ラ
に
所
有
し
て
い
る
よ
り
も
１
か
所
に
集
め
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
先
日
、
旧
竹
田
荘
を
訪
れ
て
み
て
改
め
て
気
付
か
さ

れ
た
の
は
、
竹
田
市
も
含
め
、
大
分
県
内
で
も
３
か
所

に
作
品
が
分
散
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
紙
や
絹
に
描
か
れ
た
作
品
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
、

ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
の
か
？
　
現
代
美
術
と
同
じ
よ

う
に
展
示
し
て
い
て
も
本
当
の
意
味
で
の
作
品
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
各
施
設
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
プ
ト
は
様
々
で
し
ょ
う

し
、
南
画
や
日
本
画
に
特
化
し
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

市
長
　
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
年
間
１
５
０
万
人

の
来
場
者
を
数
え
る
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
あ
る
石
川

県
は
、
県
と
市
と
の
間
で
し
っ
か
り
と
住
み
分
け
が
出

来
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
立
美
術
館
で
は
伝
統
工
芸
品
や
郷
土
出
身
の

作
家
の
作
品
を
中
心
に
、
そ
し
て
、
金
沢
市
の
21
世
紀

美
術
館
で
は
現
代
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
松
林
図
」
で
有
名
な
「
長
谷
川
等
伯
」

の
作
品
に
つ
い
て
は
、
出
身
地
の
七
尾
市
に
あ
る
県
立

の
分
館
で
等
伯
の
作
品
に
特
化
し
た
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

磯
崎
　
21
世
紀
美
術
館
を
手
掛
け
た
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
の
二

人
の
こ
と
は
彼
ら
が
学
生
の
頃
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
が
、
現
代
美
術
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
21
世
紀
美
術

館
に
長
谷
川
等
伯
を
置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
わ
け
で

あ
っ
て
、
あ
の
手
法
は
非
常
に
筋
が
通
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
は
じ
め
世
界
中
で
分
館

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
膨

大
な
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
出
来
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
か
ら
で
す
。
常
時
１
割
ほ
ど
し
か
展
示
が
適
わ

ず
、
ほ
と
ん
ど
倉
庫
に
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
ラ
ン
ス
分
館
も
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ａ
の
お
二
人
が
手
掛
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
美
術
館
の
設
置
に
伴
い
、
世
界
遺

産
へ
の
登
録
や
経
済
振
興
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
人
々
に
感
動
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
発
展
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
芸
術
と

い
う
も
の
の
持
つ
力
に
非
常
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

磯
崎
　
美
術
品
の
保
存
の
観
点
か
ら
し
て
も
作
品
の
展

示
は
一
定
期
間
し
か
行
え
ま
せ
ん
。

　
大
分
県
や
大
分
市
に
あ
る
作
品
を
一
時
期
に
全
て
展

示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
展
示
さ
れ
て
い
な

い
作
品
を
借
り
て
き
て
竹
田
市
で
展
示
す
る
こ
と
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
そ
の
環
境
が
あ
る
の
だ
か

ら
竹
田
市
が
い
い
で
す
よ
ね
。

市
長
　
昨
年
開
催
さ
れ
た
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
記

念
事
業
に
お
い
て
、
竹
田
市
で
は
初
と
な
る
国
宝
の
展

示
を
歴
史
資
料
館
で
行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
竹

田
市
に
は
そ
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い
う
人

間
を
育
ん
だ
環
境
や
背
景
が
こ
の
地
に
は
宿
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
田
能
村
竹
田
と
い

う
存
在
が
時
空
を
超
え
て
後
世
に
ま
で
受
け
継
が
れ
、

現
代
を
生
き
る
我
々
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。

　
先
日
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
願
っ
て
日
本
画
家
の
南

聡
先
生
が
入
田
の
湧
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
寄
贈

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
、
実
は
南
先
生

は
髙
山
辰
夫
先
生
の
も
と
で
修
業
を
さ
れ
て
い
た
経
験

が
あ
り
、
髙
山
先
生
は
常
々
田
能
村
竹
田
の
こ
と
を

語
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

　
田
能
村
竹
田
と
い
う
存
在
が
、
世
紀
を
越
え
て
何
を

宿
し
て
き
た
の
か
？
　
そ
し
て
彼
の
精
神
性
を
育
ん
だ

背
景
に
は
、
浦
上
玉
堂
や
頼
山
陽
と
い
っ
た
一
流
の
文

人
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
一
層
深
く
田
能
村
竹
田

を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
そ
う
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
今
あ
る
歴
史

資
料
館
を
「
田
能
村
竹
田
美
術
館
」
の
よ
う
な
も
の
に

す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

磯
崎
　
や
は
り
豊
後
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
で
ア
ピ
ー

ル
出
来
る
力
を
持
つ
の
は
、
田
能
村
竹
田
を
お
い
て
他

に
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
美
術
館
や
展
覧

会
を
巡
る
中
で
、
南
画
や
文
人
の
世
界
は
今
後
必
ず
注

目
を
集
め
る
で
あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
国
で
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
江
南
地
域
は
日
本
の
南
画
や

文
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
土
地
で
す
。
こ

う
い
う
背
景
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
い
な
が

ら
に
し
て
遥
か
竹
田
市
の
田
能
村
竹
田
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
れ
が
京
都
で
は
な
く
豊
後
の
竹
田
市
だ
と
い
う
点

が
面
白
い
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
豊
後
と
し
て
田

能
村
竹
田
の
在
り
方
を
確
立
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

市
長
　
こ
れ
は
竹
田
市
の
使
命
で
も
あ
る
し
、
大
分
県

全
体
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
田
能
村
竹
田
が
今
の
日
本
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
示

す
〝
羅
針
盤
〞
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

磯崎　新　Arata Isozaki
1931年大分市生まれ。
1954年東京大学工学部建築学科卒業。
1963年磯崎新アトリエを設立。 
大分県立図書館をはじめ、地元大分で多くの建築を手掛
けている。つくばセンタービル、ロサンゼルス現代美術
館など国内外で幅広く活躍中。平成５年日本文化デザイ
ン賞大賞。建築学会賞３度受賞

 
姉
妹
都
市
・
柳
川
市

 
平
成
25
年
度

 「
白
秋
献
詩
」募
集

　
姉
妹
都
市
交
流
を
続
け
て
い
る

福
岡
県
柳
川
市
で
は
、
郷
土
出
身
の

詩
聖
北
原
白
秋
の
偉
業
を
た
た
え
、

命
日
で
あ
る
11
月
２
日
に
「
白
秋

祭
」
を
開
催
し
、
献
詩
を
捧
げ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
竹
田
市
民
の
み
な
さ
ん

も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

形
式
・
応
募
点
数

　
自
由
詩

※

字
数
、
内
容
等
制
限
は
な
し
。
未

発
表
の
自
作
に
限
る
。

※

Ｂ
４
版
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

を
使
用
の
こ
と
。

※

応
募
点
数
は
１
人
に
つ
き
、
２
点

ま
で
。

応
募
部
門

　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高

校
生
・
一
般
の
部

募
集
期
間

   

８
月
５
日
㈪
〜
９
月
６
日
㈮
必
着

審
査
員
　
福
岡
県
詩
人
会

表
彰
式

　
平
成
25
年
11
月
２
日
㈯ 

10
時
〜

（
白
秋
詩
碑
苑
・
柳
川
市
）

入
　
賞

　
特
選
・
文
部
大
臣
賞
１
名
を
は
じ

め
15
名
、
ほ
か
各
賞

●
応
募
先
・
お
問
い
合
せ

柳
川
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
教
務
係
（
〒
８
３
２-

８
５
５

５
　
柳
川
市
三
橋
町
正
行
４
３

１
番
地
）　
☎
０
９
４
４-

７
７-

８
８
６
３

 

竹
田
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

 「
佐
藤
義
美
賞
」作
品
募
集

応
募
期
間

　
７
月
20
日
㈯
〜
９
月
30
日
㈪

応
募
資
格

　
市
内
の
幼
・
小
・
中
学
生

作
品
審
査

　
童
謡
詩
人 

矢
崎
節
夫
先
生

表
　
彰

　
11
月
頃
、
入
賞
者
に
直
接
通
知

し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
贈
呈
。

提
出
先

　
佐
藤
義
美
記
念
館
（
竹
田
市
大

字
竹
田
１
７
３
５
番
地
）

●
お
問
い
合
せ

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実

行
委
員
会
　
☎
６
３-

２
６
５
０

　
７
月
19
日
、
竹
田
市
向
町
に
あ

る
幡
本
屋
敷
に
て
、「
深
田
光
霊

記
念
詩
聲
館
」
建
築
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
淡
窓
伝
光
霊
流
日
本
詩
道
会

「
宗
家
」
家
代
表
・
深
田
發
子
さ

ん
は
、「
竹
田
市
は
城
下
町
再
生

と
い
う
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
一
端
を
担
え
る
こ
と
に

大
変
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
深
田
光
霊
宗
家
は
竹

田
を
〝
第
二
の
故
郷
〞
と
語
っ
て

お
り
、
縁
の
深
い
土
地
に
記
念
館

が
出
来
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

て
い
る
」
と
、
発
注
者
と
し
て
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
館
内
は
深
田
宗
家
の
吟
に
関

わ
る
資
料
や
写
真
・
遺
品
な
ど
を

展
示
す
る
と
と
も
に
、
宗
家
の
名

吟
を
ビ
デ
オ
鑑
賞
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
吟
詠
文
化
を
後
世
に
伝
承
す

る
「
吟
」
の
館
と
し
て
、
吟
詠
愛

好
家
の
活
動
と
活
動
の
場
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　「
先
人
の
お
導
き
に
よ
り
、
こ

う
し
て
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
地
域
の
み
な
さ
ん
も
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
す
」
と
首
藤
市
長
。

　
城
下
町
再
生
に
お
け
る
文
教

ゾ
ー
ン
の
一
角
を
な
す
施
設
と
し

て
、竹
田
の
歴
史
・
文
化
の
発
信
拠

点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

完
成
は
５
か
月
後
の
予
定
で
す
。

深
田
光
霊
記
念
「
詩
聲
館
」
い
よ
い
よ
着
工

城
下
町
再
生
に
弾
み

↑深田光霊記念「詩聲館」（イメージ図・「詩心７月号」
より）

↑鍬入れの儀

↑淡窓伝光霊流日本詩
道会「宗家」家代表・
深田發子さん

↑竹田童謡作詩コンクール入選作
品集『新詩とくほん』。詩の作り
方の参考にしてね。  問佐藤義美
記念館　☎63-2650

竹田市教育委員会からのお知らせ

「おおいた教育の日」
エッセイ募集
　「おおいた教育の日」の趣旨を
普及し、学校、家庭、地域による
「教育の協働」の取り組みを推進
します。
募集内容
○テーマ　「ふるさと」
○高校生以上・一般の方…400字
原稿用紙４枚以内

○小学生・中学生…400字原稿用
紙３枚以内
表彰・副賞　会長賞（各部１点、
図書カード２万円）、優秀賞（各
部２～３点以内、図書カード５
千円）、学校賞（県内の学校で
２点以内、図書カード３万円）
応募資格　県内在住、または県
外在住の方でも大分県にちな
んだ内容で応募できる方
募集期間　７月１日（月）～９月
６日（金）
●応募先・お問い合せ
　大分県教育の日推進会議事務
局（県教育庁社会教育課）
　☎097-506-5526

し  

せ
い 

か
ん

の
ぶ  

こ
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市内各地域でTOP懇談会を開催しました

　
「
政
策
は
対
話
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」

と
い
う
信
念
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

行
政
情
報
を
お
伝
え
し
、
み
な
さ
ま
か
ら

し
っ
か
り
意
見
を
い
た
だ
き
、
行
政
に
反
映

さ
せ
る
「
対
話
行
政
」
を
継
続
さ
せ
る
た
め

に
、
地
域
単
位
の
市
政
懇
談
会
「
平
成
25
年

度
Ｔ
Ｏ
Ｐ（
ト
ッ
プ
）
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
、
市
政
の
重
要

課
題
の
中
か
ら
竹
田
地
域
に
つ
い
て
は
次
の

６
項
目
、荻
、久
住
、直
入
地
域
に
つ
い
て

は
、
こ
の
６
項
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

抱
え
る
独
自
の
テ
ー
マ
を
加
え
て
、
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会
場
に

お
き
ま
し
て
も
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
市
民
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
市
か
ら
説
明
し
た
内
容
や
皆
様
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
、
意
見
に
つ
い
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
懇
談
会
の
テ
ー
マ

〔
共
通
〕

１
．
竹
田
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

２
．
玉
来
川
の
河
川
改
修
計
画
に
つ
い
て

３
．
文
化
会
館
の
復
興
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

４
．
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

５
．
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

６
．
阿
蘇
市
滝
室
坂
地
区
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
（
報
告
）

〔
荻
地
域
〕

１
．
大
蘇
ダ
ム
の
追
加
負
担
に
つ
い
て

〔
久
住
地
域
〕

１
．
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

〔
直
入
地
域
〕

１
．
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
存
続
に
つ
い
て

２
．
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
直
入
に
つ
い
て

■
市
か
ら
の
説
明
内
容

○
財
政
状
況

　
現
在
は
、
財
政
調
整
基
金
と
そ
の
他
の
基

金
を
合
わ
せ
る
と
90
億
円
近
く
あ
り
、
借
入

金
は
、
１
８
６
億
円
ま
で
減
少
し
、
健
全
な

財
政
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
地
方
交
付

税
が
段
階
的
に
減
少
し
、
平
成
33
年
に
は
現

在
の
金
額
よ
り
も
20
億
円
少
な
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
油
断
す
る
こ
と
な

く
行
財
政
改
革
の
確
実
な
実
行
に
よ
り
地
方

交
付
税
が
減
少
し
て
も
あ
わ
て
な
い
よ
う
な

財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

○
玉
来
川
の
改
修
計
画
等

　
玉
来
地
区
の
大
水
害
の
大
き
な
要
因
で
あ

る
阿
蔵
新
橋
を
撤
去
し
、
常
盤
橋
か
ら
下
流

域
に
高
さ
１
・
５
㍍
の
防
御
壁
を
張
り
巡
ら

せ
、
河
床
掘
削
を
行
い
ま
す
。

○
文
化
会
館
の
復
興
パ
タ
ー
ン

・
玉
来
川
の
河
川
改
修
を
考
慮
し
な
が
ら
、

現
段
階
で
考
え
ら
れ
る
復
興
パ
タ
ー
ン
の

４
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

・
各
地
域
で
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
か
を

把
握
す
る
た
め
、
各
会
場
で
目
を
瞑
っ
た

状
況
で
、
４
案
の
う
ち
最
も
良
い
と
思
う

も
の
に
手
を
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
農
業
用
施
設
は
８
５
８
件
、
農
地
は
１
０

４
７
件
の
合
計
１
９
０
５
件
、
38
億
２
千
３

百
万
円
の
被
害
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
田

市
の
被
害
額
は
、
大
分
県
全
体
の
約
48
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
発
注
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

全
て
の
農
地
・
農
業
用
施
設
で
終
わ
り
、
復

旧
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

○
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
マ
ル

シ
ョ
ク
の
前
に
ま
ち
な
か
交
流
施
設
を
造

る
」
と
か
、「
新
図
書
館
は
現
竹
田
幼
稚
園

を
竹
田
小
学
校
に
移
転
し
、
跡
地
に
建
設
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
に
新
し
い
作

家
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
せ
場
・
城
下

町
ら
し
い
産
業
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま
す
。

竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
構
想
に
よ
り
、

こ
の
動
き
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

○
滝
室
坂
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
（
報
告
）

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
崩
壊
し
た
国
道

57
号
滝
室
坂
に
つ
い
て
は
、
約
４
・
６
㎞
の

ト
ン
ネ
ル
で
阿
蘇
市
周
辺
に
下
り
て
い
く
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
蘇
ダ
ム
の
追
加
負
担

　
国
営
事
業
と
し
て
浸
水
対
策
を
行
い
、
竹

田
市
の
追
加
負
担
と
し
て
４
億
７
千
万
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
営
事
業
で
あ
る
た

め
、
地
元
負
担
は
仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
市
の
負
担
に
つ
い
て
は
特
別
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
よ
う
に
要
請
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

○
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

　
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス
の
路
線
計

画
が
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
バ
イ
パ
ス

整
備
に
併
せ
て
久
住
地
域
の
中
心
部
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
な
ど

を
組
織
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
い
き
ま
す
。

○
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
存
続

　
竹
田
市
全
域
を
環
境
省
の
「
国
民
保
養
温

泉
地
」
と
し
て
指
定
を
受
け
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
拠
点
と
し
て
直
入
荘
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
耐
震
補
強
を
行
い
、
各
部

屋
を
洋
室
に
改
修
、
ベ
ッ
ド
を
置
き
、
各
部

屋
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
歩
行
浴
の
で
き
る
浴
槽
の
設
置
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

○
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
直
入
地
域
桑
畑
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
準
備
室
の
設
置
等
の
議
論
を
始
め
ま
し
た
。

■
会
場
で
の
質
問
、
意
見
等

　
各
会
場
と
も
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
質
疑
や
意
見
に
つ
い
て
一
例
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
質
問
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
は
、
文
化
会
館
の
復
興
に
関
す
る
こ

と
で
し
た
。

（
質
問
）

（
主
な
意
見
等
）

○
文
化
会
館
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
建
設
場

所
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
勿
論

で
す
が
、
歴
史
資
料
館
、
水
琴
館
、
図
書

館
な
ど
現
有
施
設
と
の
機
能
の
分
担
な
ど

総
合
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
農
村
回
帰
や
子
育
て
支
援
で
竹
田
に
転
入

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
竹
田
に
移
住
さ
れ

た
方
に
、「
ど
う
し
た
ら
竹
田
が
良
く
な

る
か
」
と
聞
い
て
み
る
と
貴
重
な
意
見
が

得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

○
玉
来
川
の
改
修
と
併
せ
て
竹
田
ダ
ム
（
魚

住
ダ
ム
）の
安
全
対
策
も
お
願
い
し
た
い
。

○
山
が
荒
れ
、
上
流
の
木
々
が
倒
れ
、
山
肌

を
す
べ
り
落
ち
、
川
を
流
れ
、
そ
の
立
木

が
橋
脚
に
か
か
り
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
た
。
山
の
管
理
が
で
き
る
林
道
の
整

備
、
荒
地
に
広
葉
樹
を
植
え
る
事
業
を
是

非
実
施
し
て
ほ
し
い
。

○
直
入
荘
の
温
泉
棟
で
す
が
、
浅
い
浴
槽
を

使
っ
た
運
動
等
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
で
き

る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
。
長
湯
の
温
泉
に

入
る
と
血
管
が
若
返
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
利
用

者
が
多
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

※

会
場
で
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

て
抜
粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
貴

重
な
ご
意
見
と
し
て
今
後
の
政
策
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
検
討
を
行
い

ま
す
。

■
今
後
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会

　
今
回
は
、
市
政
の
喫
緊
の
行
政
課
題
を

テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
毎
年
地

区
単
位
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
市
政
全
般
に

わ
た
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
ご
要

望
に
応
じ
て
各
地
区
自
治
会
長
会
長
さ
ん
等

と
日
程
等
調
整
の
う
え
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
総
務
課
市
長
公
室

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
０
０
）

市
内
各
地
域
で
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

対
話 
⬇ 

政
策 

⬇ 

実
践

　
５
月
28
日
か
ら
31
日
の
４
日
間
、
７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
に
か
け
て
、
市
内
７
か
所
で

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
７
会
場
に
あ
わ
せ
て
約
７
５
０
人
が
参
加
し
、
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
貴
重
な
対
話
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

◆開催状況

①
文
化
会
館
の
復
興
パ
タ
ー
ン

②
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
玉
来
川
の
河
川
改
修

④
財
政
状
況

⑤
大
蘇
ダ
ム
の
追
加
負
担

⑥
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
改
修

⑦
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

⑧
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス

⑨
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

12７５４３３２２１

項
　
　
　
目

件
　
数

第１案
現在地での災害復
旧（災害復旧事業）

87人
（22.8％）

　既存の文化会
館、中央公民館、体
育センターを改修
し、現在地で復旧
する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
１億４千万円

第２案
現在地での移転新
築（災害復旧事業）

177人
（46.3％）

　既存の施設を解
体撤去し、文化会
館、中央公民館機
能を現在の駐車場
に移転新築する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
２億９千万円

第３案
新規場所へ移転新
築（新規制度事業）

71人
（18.6％）

　既存の施設を解
体撤去し、文化会
館、中央公民館機
能を総合運動公園
に移転新築する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
４億円

第４案
取り壊し撤去（久住
サンホール等使用）

47人
（12.3％）

　既存の施設を解
体撤去し、久住サ
ンホール等を使用
する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
１千万円

案

概
　
　
要

意
向

月　日

５月28日㈫

５月29日㈬

５月30日㈭

５月31日㈮

７月１日㈪

７月２日㈫

７月３日㈬

参加者数

150人

120人

80人

60人

90人

150人

100人

対　象　地　域

竹田東部（竹田・岡本・明治・豊岡）

竹田西部（玉来・松本・菅生）

竹田南部（入田・嫗岳・宮砥）

竹田北部（宮城・城原）

荻（荻・柏原）

久住（久住・白丹・都野）

直入（長湯・下竹田）

開　催　場　所

竹田市総合社会福祉センター

竹田南部中学校体育館

入田分館集会室

文化財管理センター

荻町福祉健康エリア

久住公民館機能回復訓練室

直入支所大会議室
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市内各地域でTOP懇談会を開催しました

　
「
政
策
は
対
話
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」

と
い
う
信
念
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

行
政
情
報
を
お
伝
え
し
、
み
な
さ
ま
か
ら

し
っ
か
り
意
見
を
い
た
だ
き
、
行
政
に
反
映

さ
せ
る
「
対
話
行
政
」
を
継
続
さ
せ
る
た
め

に
、
地
域
単
位
の
市
政
懇
談
会
「
平
成
25
年

度
Ｔ
Ｏ
Ｐ（
ト
ッ
プ
）
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
、
市
政
の
重
要

課
題
の
中
か
ら
竹
田
地
域
に
つ
い
て
は
次
の

６
項
目
、荻
、久
住
、直
入
地
域
に
つ
い
て

は
、
こ
の
６
項
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

抱
え
る
独
自
の
テ
ー
マ
を
加
え
て
、
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会
場
に

お
き
ま
し
て
も
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
市
民
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
市
か
ら
説
明
し
た
内
容
や
皆
様
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
、
意
見
に
つ
い
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
懇
談
会
の
テ
ー
マ

〔
共
通
〕

１
．
竹
田
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

２
．
玉
来
川
の
河
川
改
修
計
画
に
つ
い
て

３
．
文
化
会
館
の
復
興
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

４
．
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

５
．
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

６
．
阿
蘇
市
滝
室
坂
地
区
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
（
報
告
）

〔
荻
地
域
〕

１
．
大
蘇
ダ
ム
の
追
加
負
担
に
つ
い
て

〔
久
住
地
域
〕

１
．
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

〔
直
入
地
域
〕

１
．
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
存
続
に
つ
い
て

２
．
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
直
入
に
つ
い
て

■
市
か
ら
の
説
明
内
容

○
財
政
状
況

　
現
在
は
、
財
政
調
整
基
金
と
そ
の
他
の
基

金
を
合
わ
せ
る
と
90
億
円
近
く
あ
り
、
借
入

金
は
、
１
８
６
億
円
ま
で
減
少
し
、
健
全
な

財
政
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
地
方
交
付

税
が
段
階
的
に
減
少
し
、
平
成
33
年
に
は
現

在
の
金
額
よ
り
も
20
億
円
少
な
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
油
断
す
る
こ
と
な

く
行
財
政
改
革
の
確
実
な
実
行
に
よ
り
地
方

交
付
税
が
減
少
し
て
も
あ
わ
て
な
い
よ
う
な

財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

○
玉
来
川
の
改
修
計
画
等

　
玉
来
地
区
の
大
水
害
の
大
き
な
要
因
で
あ

る
阿
蔵
新
橋
を
撤
去
し
、
常
盤
橋
か
ら
下
流

域
に
高
さ
１
・
５
㍍
の
防
御
壁
を
張
り
巡
ら

せ
、
河
床
掘
削
を
行
い
ま
す
。

○
文
化
会
館
の
復
興
パ
タ
ー
ン

・
玉
来
川
の
河
川
改
修
を
考
慮
し
な
が
ら
、

現
段
階
で
考
え
ら
れ
る
復
興
パ
タ
ー
ン
の

４
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

・
各
地
域
で
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
か
を

把
握
す
る
た
め
、
各
会
場
で
目
を
瞑
っ
た

状
況
で
、
４
案
の
う
ち
最
も
良
い
と
思
う

も
の
に
手
を
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
農
業
用
施
設
は
８
５
８
件
、
農
地
は
１
０

４
７
件
の
合
計
１
９
０
５
件
、
38
億
２
千
３

百
万
円
の
被
害
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
田

市
の
被
害
額
は
、
大
分
県
全
体
の
約
48
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
発
注
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

全
て
の
農
地
・
農
業
用
施
設
で
終
わ
り
、
復

旧
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

○
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
マ
ル

シ
ョ
ク
の
前
に
ま
ち
な
か
交
流
施
設
を
造

る
」
と
か
、「
新
図
書
館
は
現
竹
田
幼
稚
園

を
竹
田
小
学
校
に
移
転
し
、
跡
地
に
建
設
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
に
新
し
い
作

家
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
せ
場
・
城
下

町
ら
し
い
産
業
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま
す
。

竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
構
想
に
よ
り
、

こ
の
動
き
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

○
滝
室
坂
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
（
報
告
）

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
崩
壊
し
た
国
道

57
号
滝
室
坂
に
つ
い
て
は
、
約
４
・
６
㎞
の

ト
ン
ネ
ル
で
阿
蘇
市
周
辺
に
下
り
て
い
く
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
蘇
ダ
ム
の
追
加
負
担

　
国
営
事
業
と
し
て
浸
水
対
策
を
行
い
、
竹

田
市
の
追
加
負
担
と
し
て
４
億
７
千
万
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
営
事
業
で
あ
る
た

め
、
地
元
負
担
は
仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
市
の
負
担
に
つ
い
て
は
特
別
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
よ
う
に
要
請
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

○
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

　
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス
の
路
線
計

画
が
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
バ
イ
パ
ス

整
備
に
併
せ
て
久
住
地
域
の
中
心
部
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
な
ど

を
組
織
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
い
き
ま
す
。

○
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
存
続

　
竹
田
市
全
域
を
環
境
省
の
「
国
民
保
養
温

泉
地
」
と
し
て
指
定
を
受
け
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
拠
点
と
し
て
直
入
荘
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
耐
震
補
強
を
行
い
、
各
部

屋
を
洋
室
に
改
修
、
ベ
ッ
ド
を
置
き
、
各
部

屋
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
歩
行
浴
の
で
き
る
浴
槽
の
設
置
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

○
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
直
入
地
域
桑
畑
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
準
備
室
の
設
置
等
の
議
論
を
始
め
ま
し
た
。

■
会
場
で
の
質
問
、
意
見
等

　
各
会
場
と
も
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
質
疑
や
意
見
に
つ
い
て
一
例
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
質
問
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
は
、
文
化
会
館
の
復
興
に
関
す
る
こ

と
で
し
た
。

（
質
問
）

（
主
な
意
見
等
）

○
文
化
会
館
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
建
設
場

所
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
勿
論

で
す
が
、
歴
史
資
料
館
、
水
琴
館
、
図
書

館
な
ど
現
有
施
設
と
の
機
能
の
分
担
な
ど

総
合
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
農
村
回
帰
や
子
育
て
支
援
で
竹
田
に
転
入

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
竹
田
に
移
住
さ
れ

た
方
に
、「
ど
う
し
た
ら
竹
田
が
良
く
な

る
か
」
と
聞
い
て
み
る
と
貴
重
な
意
見
が

得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

○
玉
来
川
の
改
修
と
併
せ
て
竹
田
ダ
ム
（
魚

住
ダ
ム
）の
安
全
対
策
も
お
願
い
し
た
い
。

○
山
が
荒
れ
、
上
流
の
木
々
が
倒
れ
、
山
肌

を
す
べ
り
落
ち
、
川
を
流
れ
、
そ
の
立
木

が
橋
脚
に
か
か
り
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
た
。
山
の
管
理
が
で
き
る
林
道
の
整

備
、
荒
地
に
広
葉
樹
を
植
え
る
事
業
を
是

非
実
施
し
て
ほ
し
い
。

○
直
入
荘
の
温
泉
棟
で
す
が
、
浅
い
浴
槽
を

使
っ
た
運
動
等
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
で
き

る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
。
長
湯
の
温
泉
に

入
る
と
血
管
が
若
返
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
利
用

者
が
多
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

※

会
場
で
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

て
抜
粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
貴

重
な
ご
意
見
と
し
て
今
後
の
政
策
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
検
討
を
行
い

ま
す
。

■
今
後
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会

　
今
回
は
、
市
政
の
喫
緊
の
行
政
課
題
を

テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
毎
年
地

区
単
位
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
市
政
全
般
に

わ
た
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
ご
要

望
に
応
じ
て
各
地
区
自
治
会
長
会
長
さ
ん
等

と
日
程
等
調
整
の
う
え
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
総
務
課
市
長
公
室

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
０
０
）

市
内
各
地
域
で
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

対
話 

⬇ 

政
策 

⬇ 

実
践

　
５
月
28
日
か
ら
31
日
の
４
日
間
、
７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
に
か
け
て
、
市
内
７
か
所
で

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
７
会
場
に
あ
わ
せ
て
約
７
５
０
人
が
参
加
し
、
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
貴
重
な
対
話
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

◆開催状況

①
文
化
会
館
の
復
興
パ
タ
ー
ン

②
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
玉
来
川
の
河
川
改
修

④
財
政
状
況

⑤
大
蘇
ダ
ム
の
追
加
負
担

⑥
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
改
修

⑦
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

⑧
県
道
庄
内
久
住
線
の
バ
イ
パ
ス

⑨
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

12７５４３３２２１

項
　
　
　
目

件
　
数

第１案
現在地での災害復
旧（災害復旧事業）

87人
（22.8％）

　既存の文化会
館、中央公民館、体
育センターを改修
し、現在地で復旧
する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
１億４千万円

第２案
現在地での移転新
築（災害復旧事業）

177人
（46.3％）

　既存の施設を解
体撤去し、文化会
館、中央公民館機
能を現在の駐車場
に移転新築する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
２億９千万円

第３案
新規場所へ移転新
築（新規制度事業）

71人
（18.6％）

　既存の施設を解
体撤去し、文化会
館、中央公民館機
能を総合運動公園
に移転新築する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
４億円

第４案
取り壊し撤去（久住
サンホール等使用）

47人
（12.3％）

　既存の施設を解
体撤去し、久住サ
ンホール等を使用
する。
・一般財源持ち出
し分（当初）
１千万円

案

概
　
　
要

意
向

月　日

５月28日㈫

５月29日㈬

５月30日㈭

５月31日㈮

７月１日㈪

７月２日㈫

７月３日㈬

参加者数

150人

120人

80人

60人

90人

150人

100人

対　象　地　域

竹田東部（竹田・岡本・明治・豊岡）

竹田西部（玉来・松本・菅生）

竹田南部（入田・嫗岳・宮砥）

竹田北部（宮城・城原）

荻（荻・柏原）

久住（久住・白丹・都野）

直入（長湯・下竹田）

開　催　場　所

竹田市総合社会福祉センター

竹田南部中学校体育館

入田分館集会室

文化財管理センター

荻町福祉健康エリア

久住公民館機能回復訓練室

直入支所大会議室

2013年8月発行9



企画情報

竹田市国民健康保険に加入している皆さんへ

高額療養費の申請をお忘れなく！
　医療機関等で同じ月内に支払った自己負担額が、一定の金額（自己負担限度額）を超えた場合、申請により
その超えた額が高額療養費として支給されます。

・暦月ごと（１日～末日まで）に計算。
・医療機関ごとに計算し、同一医療機関でも、医科と歯科は別計算。
・同一医療機関でも、外来と入院は別計算。
・入院したときの食事代等や差額ベッド代は対象外。
・同一の医療機関等における自己負担で限度額を超えないときでも、複数の受診や
　同一世帯の人の自己負担（70歳未満の場合は21,000円以上）を合算。
※院外処方代は、処方箋を交付した医療機関に含みます。

※〈　〉内は、過去12か月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の自己負担限度額。
※上位所得者とは、保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が600万円を超える世帯の人。所得の申告が
ない場合は、上位所得者とみなされます。

　
平
成
24
年
７
月
12
日
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、「
荻
―
菅

生
」
間
の
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ
れ
、

菅
生
地
区
で
は
数
日
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
完
全
に
停
止
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
菅
生
地
区
に
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
（
中
継
局
）
を
設
置
し
、
ル
ー

プ
（
冗
長
）
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
じ
ん
化
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
費
は
７
９
２
２
万
９
千
円

で
、
今
年
10
月
か
ら
着
工
を
予
定
し

て
お
り
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
企
画
情
報

課
情
報
化
推
進
室　
☎
６
３-

１

１
１
１（
内
線
２
２
８
・
２
２
９
）

　１期あたりの納付額を低減し、納め易くするために、平成26年度（来年度）から国民健康保険税
の普通徴収の納期回数が変わります。

※普通徴収とは、納付書等や口座引き落とし等で国民健康保険税を納める方法です。年金天引
きにより国民健康保険税を納める特別徴収は、納付回数の変更はありません。

　国民健康保険税を賦課計算し年税額を決定する「本
算定」は、来年度も今年度と同じく「７月」に行います。
　４月から６月の税額は、昨年度の保険税額を基にし
て、４月の「仮算定」で決定し、４月に納付書等をお
送りします。
　よって、７月に決定される本算定の額は、仮算定額
を差し引いた額となります。
　ご不明な点は下記までお問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市税務課　課税係
　　　　　　　☎63-1111（内線125・126・127）

豪
雨
災
害
に
備
え
て
！

菅
生
地
区
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
じ
ん
化
へ

「実践型まちづくり研修事業助成金」を新設。

市民の自主研修を補助します

国民健康保険税　　　　    納め易くするために

　竹田市では、市内に住所を有する方及び
年度内に他市町村から市内に定住をされる
方で、20歳以上の方が行う自主的なまちづ
くり実践のための研修に対し、予算の範囲
内において助成金を交付することとなりま
した。

○まちづくりの実践や振興策についての
理解を深め、市内の賑わい創出、活性
化に資するもの

○市内での起業や地域おこしのため経営
能力の向上が図られるもの

○地場産業の育成及び販路拡大や、特産
品の開発にあたり効果があるもの

…等々、市の活性化に資すると認められる
内容に対し、５万円を上限として研修旅費
を補助するものです。

　単なる施設見学等にとどまらず、市民自
らの活動の参考となる調査研究活動とする
ため、研修先の沿革や事業方針等を調査
し、成果を書面や報告会等により、ご報告
いただくことが必要となります。

　詳細・申請方法等は、竹田市企画情報課 
文化・地域振興室までお問い合わせくださ
い。

●お問い合せ　竹田市企画情報課
　　　　　　　☎63-1111（内線221）

○変更の内容

年　度 納期の回数 納期の月

平成25年度（今年度）まで現行 ８回 ７月～翌年２月

年　度 納期の回数 納期の月

平成26年度（来年度）から改正 12回 ４月～翌年３月

■70歳未満の人の場合

住民税
課税世帯

住民税非課税世帯

一　般

上位所得者

  80,100円＋（医療費－267,000円）×1％　　　〈44,400円〉

150,000円＋（医療費－500,000円）×1％　　　〈83,400円〉

  35,400円　　　　　　　　　　　　　　　　  〈24,600円〉

所　得　区　分 １か月の自己負担限度額

※〈　〉内は、過去12か月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の自己負担限度額。
※低所得Ⅱは、世帯主及び国保被保険者が住民税非課税の人。
※低所得Ⅰは、世帯主及び国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに0
円になる人。

■70歳～74歳の人の場合

■自己負担額の計算方法

■申請に必要なもの　保険証、領収書（70歳未満の人）、印かん、世帯主の銀行口座がわかるもの

※時効は、診療月の翌月の１日（診療月の翌月以降に支払った場合は、支払った日の翌日）から２年です。
※高額療養費は、申請後、審査したうえで支給されますが、この審査はレセプト（医療機関から医療保険へ提
出する診療報酬の請求書）の確定後に行われます。

　70歳未満の人及び、70歳～74歳で住民税非課税世帯の人が、入院するときや高額な外来治療を受けるときに
は、限度額適用認定証を医療機関の窓口で提示することで、自己負担限度額までの支払いになります。保険証
と印かんを持参のうえ、保険課または各支所いきいき市民課で申請手続きをしてください。

■申請窓口　保険課または各支所いきいき市民課

●詳しくは、竹田市保険課 国保・高齢者医療係（☎63-4809）までお問い合わせください。

一　般

現役並み所得者
（窓口負担割合３割の人）

低所得者
（住民税非課税世帯）

外来（個人ごと）

12,000円

44,400円

  8,000円

44,400円

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
〈44,400円〉

24,600円

15,000円

所　得　区　分
１か月の自己負担限度額

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

国道57号

【凡例】
　　　今回新設する光ケーブル
　　　今回新設するサブセンター
　　　ケーブルネットワーク整備事業の光ケーブル
　　　H15イントラネット整備事業の光ケーブル

平成24年７月12日災害時
影響世帯：約270世帯
（テレビ、告知放送）

至 竹田サブセンター →

↓至 荻サブセンター（荻サブセンター→竹田サブセンター）

滝水川

道の駅すごう

菅生小学校体育館
（指定避難所）

菅生分館
（指定避難所）

平成24年７月12日豪雨に伴う
土砂崩れ発生

サブセンター設置予定場所

広報たけた  平成25年8月号 10



企画情報

竹田市国民健康保険に加入している皆さんへ

高額療養費の申請をお忘れなく！
　医療機関等で同じ月内に支払った自己負担額が、一定の金額（自己負担限度額）を超えた場合、申請により
その超えた額が高額療養費として支給されます。

・暦月ごと（１日～末日まで）に計算。
・医療機関ごとに計算し、同一医療機関でも、医科と歯科は別計算。
・同一医療機関でも、外来と入院は別計算。
・入院したときの食事代等や差額ベッド代は対象外。
・同一の医療機関等における自己負担で限度額を超えないときでも、複数の受診や
　同一世帯の人の自己負担（70歳未満の場合は21,000円以上）を合算。
※院外処方代は、処方箋を交付した医療機関に含みます。

※〈　〉内は、過去12か月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の自己負担限度額。
※上位所得者とは、保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が600万円を超える世帯の人。所得の申告が
ない場合は、上位所得者とみなされます。

　
平
成
24
年
７
月
12
日
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、「
荻
―
菅

生
」
間
の
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ
れ
、

菅
生
地
区
で
は
数
日
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
完
全
に
停
止
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
菅
生
地
区
に
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
（
中
継
局
）
を
設
置
し
、
ル
ー

プ
（
冗
長
）
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
じ
ん
化
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
費
は
７
９
２
２
万
９
千
円

で
、
今
年
10
月
か
ら
着
工
を
予
定
し

て
お
り
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
企
画
情
報

課
情
報
化
推
進
室　
☎
６
３-

１

１
１
１（
内
線
２
２
８
・
２
２
９
）

　１期あたりの納付額を低減し、納め易くするために、平成26年度（来年度）から国民健康保険税
の普通徴収の納期回数が変わります。

※普通徴収とは、納付書等や口座引き落とし等で国民健康保険税を納める方法です。年金天引
きにより国民健康保険税を納める特別徴収は、納付回数の変更はありません。

　国民健康保険税を賦課計算し年税額を決定する「本
算定」は、来年度も今年度と同じく「７月」に行います。
　４月から６月の税額は、昨年度の保険税額を基にし
て、４月の「仮算定」で決定し、４月に納付書等をお
送りします。
　よって、７月に決定される本算定の額は、仮算定額
を差し引いた額となります。
　ご不明な点は下記までお問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市税務課　課税係
　　　　　　　☎63-1111（内線125・126・127）

豪
雨
災
害
に
備
え
て
！

菅
生
地
区
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
じ
ん
化
へ

「実践型まちづくり研修事業助成金」を新設。

市民の自主研修を補助します

国民健康保険税　　　　    納め易くするために

　竹田市では、市内に住所を有する方及び
年度内に他市町村から市内に定住をされる
方で、20歳以上の方が行う自主的なまちづ
くり実践のための研修に対し、予算の範囲
内において助成金を交付することとなりま
した。

○まちづくりの実践や振興策についての
理解を深め、市内の賑わい創出、活性
化に資するもの

○市内での起業や地域おこしのため経営
能力の向上が図られるもの

○地場産業の育成及び販路拡大や、特産
品の開発にあたり効果があるもの

…等々、市の活性化に資すると認められる
内容に対し、５万円を上限として研修旅費
を補助するものです。

　単なる施設見学等にとどまらず、市民自
らの活動の参考となる調査研究活動とする
ため、研修先の沿革や事業方針等を調査
し、成果を書面や報告会等により、ご報告
いただくことが必要となります。

　詳細・申請方法等は、竹田市企画情報課 
文化・地域振興室までお問い合わせくださ
い。

●お問い合せ　竹田市企画情報課
　　　　　　　☎63-1111（内線221）

○変更の内容

年　度 納期の回数 納期の月

平成25年度（今年度）まで現行 ８回 ７月～翌年２月

年　度 納期の回数 納期の月

平成26年度（来年度）から改正 12回 ４月～翌年３月

■70歳未満の人の場合

住民税
課税世帯

住民税非課税世帯

一　般

上位所得者

  80,100円＋（医療費－267,000円）×1％　　　〈44,400円〉

150,000円＋（医療費－500,000円）×1％　　　〈83,400円〉

  35,400円　　　　　　　　　　　　　　　　  〈24,600円〉

所　得　区　分 １か月の自己負担限度額

※〈　〉内は、過去12か月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の自己負担限度額。
※低所得Ⅱは、世帯主及び国保被保険者が住民税非課税の人。
※低所得Ⅰは、世帯主及び国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに0
円になる人。

■70歳～74歳の人の場合

■自己負担額の計算方法

■申請に必要なもの　保険証、領収書（70歳未満の人）、印かん、世帯主の銀行口座がわかるもの

※時効は、診療月の翌月の１日（診療月の翌月以降に支払った場合は、支払った日の翌日）から２年です。
※高額療養費は、申請後、審査したうえで支給されますが、この審査はレセプト（医療機関から医療保険へ提
出する診療報酬の請求書）の確定後に行われます。

　70歳未満の人及び、70歳～74歳で住民税非課税世帯の人が、入院するときや高額な外来治療を受けるときに
は、限度額適用認定証を医療機関の窓口で提示することで、自己負担限度額までの支払いになります。保険証
と印かんを持参のうえ、保険課または各支所いきいき市民課で申請手続きをしてください。

■申請窓口　保険課または各支所いきいき市民課

●詳しくは、竹田市保険課 国保・高齢者医療係（☎63-4809）までお問い合わせください。

一　般

現役並み所得者
（窓口負担割合３割の人）

低所得者
（住民税非課税世帯）

外来（個人ごと）

12,000円

44,400円

  8,000円

44,400円

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
〈44,400円〉

24,600円

15,000円

所　得　区　分
１か月の自己負担限度額

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

国道57号

【凡例】
　　　今回新設する光ケーブル
　　　今回新設するサブセンター
　　　ケーブルネットワーク整備事業の光ケーブル
　　　H15イントラネット整備事業の光ケーブル

平成24年７月12日災害時
影響世帯：約270世帯
（テレビ、告知放送）

至 竹田サブセンター →

↓至 荻サブセンター（荻サブセンター→竹田サブセンター）

滝水川

道の駅すごう

菅生小学校体育館
（指定避難所）

菅生分館
（指定避難所）

平成24年７月12日豪雨に伴う
土砂崩れ発生

サブセンター設置予定場所
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今月のひと 今こそ、人間・阿南惟幾の「信念」を考える

今
こ
そ
、人
間
・阿
南
惟
幾
の「
信
念
」を
考
え
る

あ

な
み
こ
れ
ち
か

終
戦
記
念
日
に
あ
た
り ―

―
―

　
阿
南
惟
幾
は
大
将
、
大
臣
に
な
っ

て
も
挙
動
武
道
の
修
練
に
励
み
、
義

務
に
忠
実
な
武
人
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
性
格
は
温
厚
で
謹
厳
実

直
、
古
武
士
の
如
き
、
高
潔
な
人
物

で
し
た
。

　
自
決
を
さ
れ
る
時
、「
大
君
の
深

き
恵
に
浴
み
し
身
は
　
言
い
遺
す

べ
き
片
言
も
な
し
」
と
辞
世
の
歌
を

詠
ま
れ
、
責
任
を
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
大
使
で
あ
る
、
大
分
学
研
究

会
の
辻
野
功
会
長
は
、
著
書
『
大
分

学
　
移
り
住
む
な
ら
豊
の
国
・
大

分
』に
収
録
の「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
・

阿
南
惟
幾
」
の
な
か
で
、
功
績
を
次

の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　…

鈴
木
貫
太
郎
首
相
は
「
も
し
、

彼
に
し
て
偏
狭
な
武
弁
で
あ
り
、
抗

戦
の
み
を
主
張
す
る
人
な
ら
ば
、
簡

単
に
席
を
蹴
っ
て
辞
表
を
出
せ
ば
、

余
の
内
閣
な
ど
は
た
ち
ま
ち
瓦
解
し

て
し
ま
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
反
対
論
を
吐
露
し
つ
つ
最
後
の

場
面
ま
で
つ
い
て
来
て
、
立
派
に
終

戦
の
ご
詔
勅
に
副
署
し
て
後
、
自
刃

し
て
行
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
実
に

立
派
な
態
度
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま

た
東
郷
外
相
が
、
常
に
冷
静
に
、
反

対
の
立
場
の
人
々
に
た
い
し
て
毅
然

と
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
意
義
を
説

明
さ
れ
、
信
念
を
も
っ
て
終
始
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
も
深
い
敬
意
を
感

ず
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
自
叙
伝
で

回
想
し
て
い
る
。
鈴
木
貫
太
郎
首

相
・
東
郷
茂
徳
外
相
と
並
ん
で
、
阿

南
惟
幾
陸
相
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

諾
に
よ
っ
て
破
滅
の
回
避
と
再
興
の

途
へ
と
舵
を
切
っ
た
大
功
労
者
で
あ

る
。
大
分
人
は
、こ
の
よ
う
な
阿
南
惟

幾
を
誇
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
鬼
畜
米
英
を
唱
え
て
い
た
日
本

人
が
、
占
領
の
た
め
日
本
に
上
陸
し

て
き
た
米
兵
に
対
し
、
一
件
の
テ
ロ

も
起
こ
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
当
た

り
前
の
こ
と
と
今
ま
で
思
っ
て
き
た

が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
に

進
駐
し
て
き
た
米
軍
に
対
す
る
テ
ロ

の
続
発
を
考
え
る
と
、
世
界
史
上
ま

れ
に
見
る
見
事
な
終
戦
ぶ
り
で
あ
っ

た
。
こ
れ
、
阿
南
惟
幾
あ
っ
て
の
こ

と
だ
。…

　
歳
月
の
流
れ
は
速
く
、
今
年
は
終

戦
か
ら
68
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
を

生
き
る
私
た
ち
は
、再
び
悲
し
み
の

歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
も
な
く
訪
れ
る
８
月
15
日
、
戦

没
者
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、「
平
和
へ

の
思
い
」
を
祈
り
ま
す
。

↑〔写真左〕若宮井路記念碑、〔写真右〕工藤虎彦翁頌徳碑

↑郷土出身の「陸軍大臣」阿南惟幾

←「大分学－移り住む
なら豊の国・大分」
辻野功・著（㈱明
石書店発行／定価
2,000円）

↑廣瀬神社の境内にある顕彰
碑。惟幾は明治20年に東京で
生まれましたが、本籍は竹田
市にありました

94

人々のために捧げた一生　工藤虎彦と、土木事業

　
工
藤
虎
彦
は
、
当
時
緒
方
村
今

山
で
１
８
４
８
年
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
明
治
維
新
の
20
年
前
で
し
た
。

19
歳
の
時
に
豊
岡
村
飛
田
川
の
工

藤
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
工
藤
家
は
、
若
宮
井
路
取
水

堰
の
す
ぐ
北
側
に
あ
り
ま
し
た
。

　
虎
彦
は
県
属
で
、
土
木
技
師
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
彼
の
残
し
た
業

績
は
、
上
井
田
村
（※

１
）
を
か
ん

が
い
す
る
若
宮
井
路
の
通
水
、
そ
の

お
礼
に
と
贈
ら
れ
た
米
俵
を
元
手

に
し
た
山
王
橋
の
架
設
、
そ
の
後
の

笹
無
田
石
拱
橋
の
架
設
で
す
。

　
１
９
０
１
　
若
宮
井
路
通
水

　
１
９
０
７
　
山
王
橋
架
設

　
１
９
１
７
　
笹
無
田
石
拱
橋
架
設

　
虎
彦
は
山
王
橋
が
完
成
目
前
に

流
出
し
た
時
「
工
藤
虎
彦
生
あ
る
限

り
橋
を
架
け
る
ぞ
」
と
絶
叫
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
拱
橋
事
業
は
虎
彦
の

退
職
後
、
強
く
要
請
さ
れ
承
諾
し
て

い
ま
す
。
橋
は
落
成
後
崩
落
し
再
建

し
て
い
ま
す
。
完
成
間
近
に
控
え
、

病
の
床
に
つ
き
、
遺
書
を
し
た
た
め

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
寄
付
を
も

ら
っ
た
人
た
ち
に
い
つ
ま
で
も
感
謝

し
た
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
虎
彦
が

69
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
直
後
に
、
笹

無
田
石
拱
橋
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
工
藤
虎
彦
の
偉
業
を
伝
え

る
も
の
は
、
山
王
橋
の
県
道
側
に
あ

る
『
山
王
橋
百
周
年
橋
恩
碑
』
と
、

豊
後
大
野
市
朝
地
町
若
宮
神
社
お

仮
場
の
『
笹
無
田
石
拱
橋
架
設
記

念
碑
』、『
工
藤
虎
彦
翁
頌
徳
碑
』
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
水
利
施
設
や
石
橋
に

接
す
る
時
、
先
人
の
滅
私
奉
公
の
精

神
と
努
力
の
あ
と
に
、
心
を
う
た
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　（
衛
藤
頼
光
）
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↑語り継ぐ会のメンバー（都野地区戦没者墓地公園にて）

↑113柱の英霊が眠る「墓地公園」

↑冊子「昭和を語り継ぐ－私
の戦争体験－」

都
野
地
区
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
が
冊
子
を
発
行

　   語
り
継
が
れ
る「
戦
争
体
験
」

　
久
住
町
都
野
地
区
千
人
塚
の
南
の
丘
に

「
都
野
地
区
戦
没
者
墓
地
公
園
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
公
園
に
は
先
の
大
戦
に
お
い
て
、

尊
い
命
を
戦
地
で
亡
く
さ
れ
た
１
１
３
柱
の

英
霊
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
墓
地
公
園
に
あ
る

碑
文
に
は
「
英
霊
を
永
久
に
鎮
め
、
祖
国
の

安
全
と
平
和
を
護
り
給
わ
ん
こ
と
を
祈
り
ま

す
」
と
あ
り
、
毎
年
お
盆
の
時
期
に
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
都
野
地
区
の
住
民
、
年
齢
60
代
か
ら

90
代
の
有
志
23
人
の
戦
争
体
験
、
思
い
出
な

ど
を
綴
っ
た
「
昭
和
を
語
り
継
ぐ
―
私
の
戦

争
体
験
―
」（
Ａ
４
版
・
１
０
０
部
）
が
今

年
６
月
末
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
争
下
の
体
験
を
文
字
に
し
て
、
後
世
に

残
そ
う
と
、
と
り
ま
と
め
を
し
た
の
は
「
都

野
地
区
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
」。
発
行

責
任
者
の
大
窪
健
市
さ
ん
（
71
歳
）、
編
集

委
員
の
川
越
竣
市
さ
ん
（
76
歳
）、
内
柳
勇

さ
ん
（
74
歳
）、
阿
孫
眞
博
さ
ん
（
78
歳
）、

伊
藤
誠
至
さ
ん
（
65
歳
）
の
５
名
で
す
。
昨

年
７
月
か
ら
執
筆
依
頼
を
始
め
、
編
集
期
間

を
経
て
、
制
作
期
間
は
約
１
年
を
費
や
し
ま

し
た
。

　「
食
糧
が
乏
し
く
、
唐
芋
を
校
庭
に
植
え

た
こ
と
」
や
「
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

る
と
一
斉
に
電
気
を
消
し
、
何
時
で
も
飛
び

出
せ
る
よ
う
に
防
空
頭
巾
を
被
っ
て
寝
て
い

た
父
母
た
ち
の
こ
と
」、「
出
征
農
家
の
田
の

草
取
り
や
稲
刈
り
の
勤
労
奉
仕
を
し
た
こ

と
」
な
ど
、
当
時
の
厳
し
い
生
活
状
況
が
う

か
が
え
る
と
と
も
に
、「
魚
雷
に
よ
り
輸
送

船
が
沈
没
し
、
父
は
召
集
さ
れ
た
５
日
後
に

戦
死
し
た
」
と
い
う
、
身
内
を
失
っ
た
現
実

を
振
り
返
る
〝
悲
痛
な
叫
び
〞
も
数
多
く
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
久
住
山
の
白
口
岳
頂
上
側
面
に
日

本
軍
の
航
空
機
が
衝
突
し
、
亡
く
な
っ
た
日

本
兵
の
遺
体
を
地
区
の
寺
に
分
散
し
て
安
置

し
た
と
い
う
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　「
悲
惨
な
戦
争
経
験
を
伝
え
て
い
き
た

い
」、「
身
近
な
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
言
葉
で
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切
」、「
戦
争

を
知
る
人
が
少
な
く
な
る
中
で
、
忘
れ
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
る
「
戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
こ
れ
か
ら
も
次
世
代
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
平
和
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
冊
子
を
、
平
和
授
業
や
図
書
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
地
域
の
小
・
中
学

校
、
公
民
館
な
ど
に
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

か
ら
い
も
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今月のひと 今こそ、人間・阿南惟幾の「信念」を考える

今
こ
そ
、人
間
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南
惟
幾
の「
信
念
」を
考
え
る

あ

な
み
こ
れ
ち
か

終
戦
記
念
日
に
あ
た
り ―

―
―

　
阿
南
惟
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将
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武
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修
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み
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に
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ば
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り
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く
、
性
格
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温
厚
で
謹
厳
実

直
、
古
武
士
の
如
き
、
高
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人
物
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。

　
自
決
を
さ
れ
る
時
、「
大
君
の
深

き
恵
に
浴
み
し
身
は
　
言
い
遺
す

べ
き
片
言
も
な
し
」
と
辞
世
の
歌
を

詠
ま
れ
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と
ら
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し
た
。

　
竹
田
大
使
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あ
る
、
大
分
学
研
究

会
の
辻
野
功
会
長
は
、
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書
『
大
分

学
　
移
り
住
む
な
ら
豊
の
国
・
大

分
』に
収
録
の「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
・

阿
南
惟
幾
」
の
な
か
で
、
功
績
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次

の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　…

鈴
木
貫
太
郎
首
相
は
「
も
し
、

彼
に
し
て
偏
狭
な
武
弁
で
あ
り
、
抗

戦
の
み
を
主
張
す
る
人
な
ら
ば
、
簡

単
に
席
を
蹴
っ
て
辞
表
を
出
せ
ば
、

余
の
内
閣
な
ど
は
た
ち
ま
ち
瓦
解
し

て
し
ま
う
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の
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あ
っ
た
。
そ

れ
を
反
対
論
を
吐
露
し
つ
つ
最
後
の

場
面
ま
で
つ
い
て
来
て
、
立
派
に
終

戦
の
ご
詔
勅
に
副
署
し
て
後
、
自
刃

し
て
行
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
実
に

立
派
な
態
度
で
あ
っ
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と
思
う
。
ま

た
東
郷
外
相
が
、
常
に
冷
静
に
、
反

対
の
立
場
の
人
々
に
た
い
し
て
毅
然

と
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
意
義
を
説

明
さ
れ
、
信
念
を
も
っ
て
終
始
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
も
深
い
敬
意
を
感

ず
る
も
の
で
あ
る
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と
、
自
叙
伝
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回
想
し
て
い
る
。
鈴
木
貫
太
郎
首

相
・
東
郷
茂
徳
外
相
と
並
ん
で
、
阿

南
惟
幾
陸
相
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

諾
に
よ
っ
て
破
滅
の
回
避
と
再
興
の

途
へ
と
舵
を
切
っ
た
大
功
労
者
で
あ

る
。
大
分
人
は
、こ
の
よ
う
な
阿
南
惟

幾
を
誇
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
鬼
畜
米
英
を
唱
え
て
い
た
日
本

人
が
、
占
領
の
た
め
日
本
に
上
陸
し

て
き
た
米
兵
に
対
し
、
一
件
の
テ
ロ

も
起
こ
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
当
た

り
前
の
こ
と
と
今
ま
で
思
っ
て
き
た

が
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タ
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や
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ラ
ク
に

進
駐
し
て
き
た
米
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に
対
す
る
テ
ロ

の
続
発
を
考
え
る
と
、
世
界
史
上
ま

れ
に
見
る
見
事
な
終
戦
ぶ
り
で
あ
っ

た
。
こ
れ
、
阿
南
惟
幾
あ
っ
て
の
こ

と
だ
。…

　
歳
月
の
流
れ
は
速
く
、
今
年
は
終

戦
か
ら
68
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
を

生
き
る
私
た
ち
は
、再
び
悲
し
み
の

歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
も
な
く
訪
れ
る
８
月
15
日
、
戦

没
者
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、「
平
和
へ

の
思
い
」
を
祈
り
ま
す
。

↑〔写真左〕若宮井路記念碑、〔写真右〕工藤虎彦翁頌徳碑

↑郷土出身の「陸軍大臣」阿南惟幾

←「大分学－移り住む
なら豊の国・大分」
辻野功・著（㈱明
石書店発行／定価
2,000円）

↑廣瀬神社の境内にある顕彰
碑。惟幾は明治20年に東京で
生まれましたが、本籍は竹田
市にありました
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８
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８
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。
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岡
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績
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架
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。
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や
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に
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る
時
、
先
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の
滅
私
奉
公
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ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　「
悲
惨
な
戦
争
経
験
を
伝
え
て
い
き
た

い
」、「
身
近
な
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
言
葉
で
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切
」、「
戦
争

を
知
る
人
が
少
な
く
な
る
中
で
、
忘
れ
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
る
「
戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
こ
れ
か
ら
も
次
世
代
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
平
和
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
冊
子
を
、
平
和
授
業
や
図
書
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
地
域
の
小
・
中
学

校
、
公
民
館
な
ど
に
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

か
ら
い
も
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市長コラム
〈第48回〉

TAOに「文化創造賞」

↑表彰される首藤市長

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

　
先
日
、
ま
さ
に
縁
あ
っ
て
川
端
康
成
文
学
賞
・
三
島
由
紀
夫

賞
・
山
本
周
五
郎
賞
の
合
同
贈
呈
式
に
参
列
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
お
声
が
け
く
だ
さ
っ
た
の
は
公
益
財
団
法
人
川
端

康
成
記
念
会
の
理
事
長
で
あ
り
、
川
端
康
成
先
生
の
娘
婿
で

あ
る
香
男
里
先
生
で
あ
る
。
会
場
に
は
、
記
念
会
の
重
鎮
た
ち

も
顔
を
そ
ろ
え
て
お
ら
れ
た
。
公
職
の
肩
書
き
が
あ
る
か
ら

顔
を
出
せ
る
と
い
う
世
界
で
は
な
い
だ
け
に
、
感
動
的
な
初

体
験
で
あ
っ
た
。

　
宿
に
帰
り
、
静
か
に
感
動
を
咀
嚼
し
て
い
る
と
、
こ
の
縁
が

ど
う
し
て
授
け
ら
れ
た
か
を
考
え
て
い
る
自
分
の
い
る
こ
と

に
気
が
付
い
た
。
答
え
は
わ
か
っ
て
い
る
。

　
戦
後
間
も
な
い
頃
、
当
時
の
細
田
徳
寿
大
分
県
知
事
の
依

頼
に
よ
っ
て
芹
川
ダ
ム
の
風
景
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
画
家
の

高
田
力
蔵
氏
が
長
湯
に
滞
在
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
高

田
画
伯
と
文
壇
の
巨
匠
、
川
端
康
成
先
生
が
無
二
の
親
友
だ
っ

た
こ
と
で
、
川
端
先
生
は
久
住
高
原
か
ら
竹
田
の
城
下
に
遊

ば
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
南
画
の
大
家
田
能
村
竹
田
先
生
ゆ
か
り

の
旧
竹
田
荘
を
訪
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
香
男
里
先
生
か
ら
私
に
お
声
が
け
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。記
念
会
の
理
事
で
あ
り
、

い
ま
や
私
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
畏
友
と
な
っ
た
水
原
園
博
氏
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
信
頼
の
連
鎖
で
あ
り
、
そ
の
源
流
は
高

田
先
生
と
長
湯
と
の
お
付
き
合
い
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
す
」
と

教
え
ら
れ
た
。

　
当
時
、
そ
う
豊
か
で
は
な
か
っ
た
駆
け
出
し
の
高
田
氏
の
滞

在
に
、
長
湯
が
宿
を
無
償
で
提
供
し
た
こ
と
の
恩
が
今
に
生

き
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
田
画
伯
は
誠
心

誠
意
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
涯
、
長
湯
で
受
け
た
恩
に
報
い

続
け
て
い
た
の
を
私
も
知
っ
て
い
る
。
最
晩
年
に
、「
ア
ト
リ

エ
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
当
時
の
作
品
が
見
つ
か
っ
た
の
で
も

ら
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
貴
重
な
油
絵
を
頂
戴
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
で
。
こ
の
た
び
大
分
駅
の
そ
ば
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ

ル
ト
ホ
ー
ル
の
こ
と
は
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
大
ホ
ー
ル
の
緞
帳
を
手
が
け
た
の
が
、
注
目
の
若
手

日
本
画
家
、
南
聡
さ
ん
で
あ
る
。
南
さ
ん
は
昨
年
、
大
水
害
か

ら
の
復
興
の
励
み
に
な
れ
ば
と
、
わ
が
竹
田
市
に
入
田
の
湧

水
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
湧
』
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
南
さ

ん
は
大
分
県
が
生
ん
だ
日
本
画
の
巨
匠
、
髙
山
辰
雄
先
生
と

の
接
点
も
濃
く
、
髙
山
先
生
が
岡
城
や
田
能
村
竹
田
、
久
住

高
原
に
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
竹
田

先
生
を
源
流
と
す
る
な
ら
ば
、
是
非
そ
の
南
先
生
を
わ
が
竹

田
市
に
お
迎
え
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
に
大
胆
な
発
想
で
あ
っ
た
が
、
電
話

の
向
こ
う
で
南
さ
ん
は
こ
う
応
え
ら
れ
た
。「
ア
ー
ト
・
レ
ジ

デ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」。

　
初
め
て
聞
く
言
葉
に
戸
惑
っ
て
い
る
と
、
こ
う
教
え
て
く
れ

た
。「
そ
の
お
考
え
は
古
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
期
待
す
る
画
家
や
小
説
家
な
ど
を
ま
ち
に
招
聘

し
、
住
み
着
い
て
も
ら
う
も
よ
し
、
短
期
間
の
滞
在
に
よ
っ
て

も
よ
し
、
作
品
を
残
し
て
も
ら
っ
た
り
、
縁
を
生
み
出
し
て
も

ら
う
と
い
う
手
法
な
の
で
す
」と
。
な
る
ほ
ど
と
思
い
な
が
ら
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
前
述
の
高
田
画
伯
と
長
湯
の
関
係
も

こ
の
線
上
に
あ
る
し
、
そ
し
て
、
い
ま
竹
田
市
を
創
造
の
拠
点

に
し
て
く
れ
て
い
る
若
手
の
工
芸
作
家
た
ち
も
同
じ
流
れ
の

中
に
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

　
歴
史
、
文
化
の
集
積
し
て
い
る
竹
田
市
で
あ
る
。
高
原
も
温

泉
も
多
く
の
歌
人
や
小
説
家
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
魅
力
が
満

載
の
こ
の
土
地
で
あ
る
。
誇
り
を
も
っ
て
移
住
を
勧
め
て
い
こ

う
で
は
な
い
か
。
移
住
が
難
し
け
れ
ば
、高
田
画
伯
の
よ
う
に
、

短
期
間
の
滞
在
で
も
構
わ
な
い
。
そ
の
縁
が
一
生
続
き
、
こ
の

地
球
上
か
ら
姿
が
消
え
て
も
な
お
夢
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
授
け
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
。

←〔写真左から〕平山三男さ
ん、齋藤進さん、首藤市長、
川端香男里先生、水原園博
さん（「三島由紀夫賞」・「山
本周五郎賞」・「川端康成文
学賞」祝賀パーティーにて）

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

ア
ー
ト・レ
ジ
デ
ン
ス
構
想

竹
田
ら
し
い
文
化
政
策
の
提
案

市
長
に
環
境
大
臣
表
彰

　
７
月
10
日
、
環
境
省
に
お
い
て
、
第

32
回
「
温
泉
関
係
功
労
者
表
彰
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
温
泉
関
係
功
労
者
表
彰
」
は
、
温

泉
の
保
護
や
、
温
泉
の
採
取
等
に
伴
っ

て
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る

災
害
の
防
止
、
ま
た
温
泉
の
適
正
利
用

に
関
し
て
、
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
に
対
し
、
毎
年
、
環
境

大
臣
よ
り
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
温
泉
行
政
の

推
進
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
首

藤
勝
次
竹
田
市
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　「
日
本
一
の
国
民
保
養
温
泉
地
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
温
泉
資
源
を
活

用
し
た
竹
田
市
独
自
の
取
り
組
み
が
、

一
層
の
推
進
力
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

結
成
20
周
年
を
祝
っ
て

Ｔ
Ａ
Ｏ
に「
文
化
創
造
賞
」

　
Ｔ
Ａ
Ｏ
は
、
平
成
５
年
（
１
９
９

３
）
愛
知
県
に
て
結
成
。
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
３
月
１
日
、Ｔ
Ａ
Ｏ

の
団
員
が
竹
田
市
久
住
町
に
転
入

し
た
記
念
す
べ
き
日
で
す
。

　
同
月
９
日
、
久
住
町
議
会
で
町
を

あ
げ
て
「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」
を
応
援
す
る
こ

と
を
決
議
。
そ
の
翌
日
、『
久
住
拠

点
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
』
は
久

住
公
民
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
そ

の
ス
テ
ー
ジ
上
に
お
い
て
当
時
の
町

議
会
議
長
か
ら
推
奨
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
練
習
場
所
や
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
町
ぐ
る
み
で

の
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
多
く
の

旧
久
住
町
民
の
中
で
、Ｔ
Ａ
Ｏ
の
団

員
が
特
に
親
し
く
、
頼
り
に
し
て
い

た
の
は
旧
役
場
職
員
で
地
元
「
久
住

高
原
く
た
み
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
・

神
田
香
苗
さ
ん
（
71
歳
・
久
住
町
栢

木
）。
く
た
み
太
鼓
と
の
交
流
の
な

か
で
、
移
住
先
を
探
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、Ｔ
Ａ
Ｏ
の
団
員
を
久
住
高

原
に
案
内
す
る
な
ど
、
周
囲
を
巻
き

込
み
、
熱
心
に
誘
致
活
動
を
し
た
立

役
者
の
ひ
と
り
。
神
田
さ
ん
は
「
Ｔ

Ａ
Ｏ
と
の
出
会
い
」
を
詳
細
に
記
し

た
日
記
や
団
員
か
ら
も
ら
っ
た
手

紙
、
新
聞
の
切
り
抜
き
な
ど
を
我
が

子
の
成
長
記
録
の
よ
う
に
、
今
も
大

事
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

日
々
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
女
性
た
ち
で
つ

く
っ
た
「
く
た
み
太
鼓
」
は
現
在
、

Ｔ
Ａ
Ｏ
に
憧
れ
を
抱
い
た
地
元
の
高

校
生
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
新
加

入
し
、
地
域
に
新
た
な
活
気
を
生
み

出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）、Ｔ
Ａ
Ｏ

は
今
年
結
成
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。「
世
界
20
か
国
、
４
０
０
都

市
、
観
客
動
員
数
５
５
０
万
人
を
記

録
。」 

―
―
―

　
今
や
「
久
住
」
か
ら
「
世
界
」
の

Ｔ
Ａ
Ｏ
へ
。
そ
の
ド
ラ
ム
・
ア
ー

ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
聴
衆
に

「
勇
気
」
と
「
元
気
」
を
与
え
、
多

く
の
若
者
た
ち
の
「
憧
れ
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
久
住
町
に
あ
る
「
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
里
」
を
拠
点
に
し
て
、
国
内
外
の

様
々
な
舞
台
で
の
活
躍
に
つ
い
て

は
、
も
は
や
説
明
は
要
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

　
現
在
竹
田
市
で
は
、
長
年
に
わ
た

る
「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」
の
功
績
に
対
し
、
初

の「
文
化
創
造
賞
」選
定
へ
の
検
討
、

準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
は
こ
れ
か
ら
も
、
久
住
の

大
自
然
と
と
も
に
、『
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ  

Ｔ

Ａ
Ｏ
』
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

日　時：８月16日㈮～25日㈰　開場 8：30　ライブ開演 15:00 
　　　　　　※23日は貸切公演の為入場不可　※雨天決行！荒天時は延期
場　所：TAOの里（竹田市久住町　くじゅう花公園近く）
料　金：全席自由　平日 4,500円　小学生以下 2,500円　
　　　　　　　　　土日 5,500円　小学生以下 3,500円
　　　　　　　　　　※全日程において未就学児無料、当日500円アップ
　　　　全日共通10枚綴り回数券（大人・小人共通）40,000円
　　　　　　　　　　※TAO事務局、TAOオンラインストアのみの受付
内　容：TAOの里ライブ、日替わりイベント、ワークショップ、
　　　　20周年記念パネル展、TAO&一風堂&竹田市有志の屋台村
　　　　〈TAO&くじゅう花公園からプチギフト！〉
　　　　※くじゅう花公園：入園料 1,000円、開園 8:30／入園受付終了 17:00
　　　　　夏フェス期間中、くじゅう花公園内のジェラート屋さん「シャーロット」にてチ

ケットをお見せ頂くと、特製ジェラートとTAOオリジナルポストカードをお一人
様１つずつプレゼント！

●チケットのお求め先・公演に関するお問い合せ
　TAO事務局　TEL 092-721-2015（平日10:00～19:00）
  〔ホームページ〕http:www.drum-tao.com/2013akakabuto/

↑「久住町本拠地移転記念」（平成７年３月１日）

↑ワークショップで市内の子どもたちに太鼓の楽しさを伝える
TAOメンバー（平成22年12月27日）

ＴＡＯの夏フェス。
AKAKABUTO  L IVE

竹田市民の方限定、500円キャッシュ
バック!

～当日、身分証明書をお持ちくださ
い～

◎花公園、豊後竹田駅より、
　無料シャトルバス運行！
＊期間中の臨時駐車場は花公園となりま
す。お車でお越しの場合、花公園に駐車
頂き、シャトルバスをご利用下さい。

さ
と
る

ち
く
で
ん
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市長コラム
〈第48回〉

TAOに「文化創造賞」

↑表彰される首藤市長

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

　
先
日
、
ま
さ
に
縁
あ
っ
て
川
端
康
成
文
学
賞
・
三
島
由
紀
夫

賞
・
山
本
周
五
郎
賞
の
合
同
贈
呈
式
に
参
列
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
お
声
が
け
く
だ
さ
っ
た
の
は
公
益
財
団
法
人
川
端

康
成
記
念
会
の
理
事
長
で
あ
り
、
川
端
康
成
先
生
の
娘
婿
で

あ
る
香
男
里
先
生
で
あ
る
。
会
場
に
は
、
記
念
会
の
重
鎮
た
ち

も
顔
を
そ
ろ
え
て
お
ら
れ
た
。
公
職
の
肩
書
き
が
あ
る
か
ら

顔
を
出
せ
る
と
い
う
世
界
で
は
な
い
だ
け
に
、
感
動
的
な
初

体
験
で
あ
っ
た
。

　
宿
に
帰
り
、
静
か
に
感
動
を
咀
嚼
し
て
い
る
と
、
こ
の
縁
が

ど
う
し
て
授
け
ら
れ
た
か
を
考
え
て
い
る
自
分
の
い
る
こ
と

に
気
が
付
い
た
。
答
え
は
わ
か
っ
て
い
る
。

　
戦
後
間
も
な
い
頃
、
当
時
の
細
田
徳
寿
大
分
県
知
事
の
依

頼
に
よ
っ
て
芹
川
ダ
ム
の
風
景
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
画
家
の

高
田
力
蔵
氏
が
長
湯
に
滞
在
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
高

田
画
伯
と
文
壇
の
巨
匠
、
川
端
康
成
先
生
が
無
二
の
親
友
だ
っ

た
こ
と
で
、
川
端
先
生
は
久
住
高
原
か
ら
竹
田
の
城
下
に
遊

ば
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
南
画
の
大
家
田
能
村
竹
田
先
生
ゆ
か
り

の
旧
竹
田
荘
を
訪
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
香
男
里
先
生
か
ら
私
に
お
声
が
け
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。記
念
会
の
理
事
で
あ
り
、

い
ま
や
私
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
畏
友
と
な
っ
た
水
原
園
博
氏
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
信
頼
の
連
鎖
で
あ
り
、
そ
の
源
流
は
高

田
先
生
と
長
湯
と
の
お
付
き
合
い
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
す
」
と

教
え
ら
れ
た
。

　
当
時
、
そ
う
豊
か
で
は
な
か
っ
た
駆
け
出
し
の
高
田
氏
の
滞

在
に
、
長
湯
が
宿
を
無
償
で
提
供
し
た
こ
と
の
恩
が
今
に
生

き
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
田
画
伯
は
誠
心

誠
意
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
涯
、
長
湯
で
受
け
た
恩
に
報
い

続
け
て
い
た
の
を
私
も
知
っ
て
い
る
。
最
晩
年
に
、「
ア
ト
リ

エ
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
当
時
の
作
品
が
見
つ
か
っ
た
の
で
も

ら
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
貴
重
な
油
絵
を
頂
戴
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
で
。
こ
の
た
び
大
分
駅
の
そ
ば
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ

ル
ト
ホ
ー
ル
の
こ
と
は
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
大
ホ
ー
ル
の
緞
帳
を
手
が
け
た
の
が
、
注
目
の
若
手

日
本
画
家
、
南
聡
さ
ん
で
あ
る
。
南
さ
ん
は
昨
年
、
大
水
害
か

ら
の
復
興
の
励
み
に
な
れ
ば
と
、
わ
が
竹
田
市
に
入
田
の
湧

水
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
湧
』
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
南
さ

ん
は
大
分
県
が
生
ん
だ
日
本
画
の
巨
匠
、
髙
山
辰
雄
先
生
と

の
接
点
も
濃
く
、
髙
山
先
生
が
岡
城
や
田
能
村
竹
田
、
久
住

高
原
に
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
竹
田

先
生
を
源
流
と
す
る
な
ら
ば
、
是
非
そ
の
南
先
生
を
わ
が
竹

田
市
に
お
迎
え
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
に
大
胆
な
発
想
で
あ
っ
た
が
、
電
話

の
向
こ
う
で
南
さ
ん
は
こ
う
応
え
ら
れ
た
。「
ア
ー
ト
・
レ
ジ

デ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」。

　
初
め
て
聞
く
言
葉
に
戸
惑
っ
て
い
る
と
、
こ
う
教
え
て
く
れ

た
。「
そ
の
お
考
え
は
古
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
期
待
す
る
画
家
や
小
説
家
な
ど
を
ま
ち
に
招
聘

し
、
住
み
着
い
て
も
ら
う
も
よ
し
、
短
期
間
の
滞
在
に
よ
っ
て

も
よ
し
、
作
品
を
残
し
て
も
ら
っ
た
り
、
縁
を
生
み
出
し
て
も

ら
う
と
い
う
手
法
な
の
で
す
」と
。
な
る
ほ
ど
と
思
い
な
が
ら
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
前
述
の
高
田
画
伯
と
長
湯
の
関
係
も

こ
の
線
上
に
あ
る
し
、
そ
し
て
、
い
ま
竹
田
市
を
創
造
の
拠
点

に
し
て
く
れ
て
い
る
若
手
の
工
芸
作
家
た
ち
も
同
じ
流
れ
の

中
に
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

　
歴
史
、
文
化
の
集
積
し
て
い
る
竹
田
市
で
あ
る
。
高
原
も
温

泉
も
多
く
の
歌
人
や
小
説
家
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
魅
力
が
満

載
の
こ
の
土
地
で
あ
る
。
誇
り
を
も
っ
て
移
住
を
勧
め
て
い
こ

う
で
は
な
い
か
。
移
住
が
難
し
け
れ
ば
、高
田
画
伯
の
よ
う
に
、

短
期
間
の
滞
在
で
も
構
わ
な
い
。
そ
の
縁
が
一
生
続
き
、
こ
の

地
球
上
か
ら
姿
が
消
え
て
も
な
お
夢
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
授
け
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
。

←〔写真左から〕平山三男さ
ん、齋藤進さん、首藤市長、
川端香男里先生、水原園博
さん（「三島由紀夫賞」・「山
本周五郎賞」・「川端康成文
学賞」祝賀パーティーにて）

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

ア
ー
ト・レ
ジ
デ
ン
ス
構
想

竹
田
ら
し
い
文
化
政
策
の
提
案

市
長
に
環
境
大
臣
表
彰

　
７
月
10
日
、
環
境
省
に
お
い
て
、
第

32
回
「
温
泉
関
係
功
労
者
表
彰
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
温
泉
関
係
功
労
者
表
彰
」
は
、
温

泉
の
保
護
や
、
温
泉
の
採
取
等
に
伴
っ

て
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る

災
害
の
防
止
、
ま
た
温
泉
の
適
正
利
用

に
関
し
て
、
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
に
対
し
、
毎
年
、
環
境

大
臣
よ
り
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
温
泉
行
政
の

推
進
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
首

藤
勝
次
竹
田
市
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　「
日
本
一
の
国
民
保
養
温
泉
地
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
温
泉
資
源
を
活

用
し
た
竹
田
市
独
自
の
取
り
組
み
が
、

一
層
の
推
進
力
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

結
成
20
周
年
を
祝
っ
て

Ｔ
Ａ
Ｏ
に「
文
化
創
造
賞
」

　
Ｔ
Ａ
Ｏ
は
、
平
成
５
年
（
１
９
９

３
）
愛
知
県
に
て
結
成
。
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
３
月
１
日
、Ｔ
Ａ
Ｏ

の
団
員
が
竹
田
市
久
住
町
に
転
入

し
た
記
念
す
べ
き
日
で
す
。

　
同
月
９
日
、
久
住
町
議
会
で
町
を

あ
げ
て
「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」
を
応
援
す
る
こ

と
を
決
議
。
そ
の
翌
日
、『
久
住
拠

点
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
』
は
久

住
公
民
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
そ

の
ス
テ
ー
ジ
上
に
お
い
て
当
時
の
町

議
会
議
長
か
ら
推
奨
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
練
習
場
所
や
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
町
ぐ
る
み
で

の
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
多
く
の

旧
久
住
町
民
の
中
で
、Ｔ
Ａ
Ｏ
の
団

員
が
特
に
親
し
く
、
頼
り
に
し
て
い

た
の
は
旧
役
場
職
員
で
地
元
「
久
住

高
原
く
た
み
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
・

神
田
香
苗
さ
ん
（
71
歳
・
久
住
町
栢

木
）。
く
た
み
太
鼓
と
の
交
流
の
な

か
で
、
移
住
先
を
探
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、Ｔ
Ａ
Ｏ
の
団
員
を
久
住
高

原
に
案
内
す
る
な
ど
、
周
囲
を
巻
き

込
み
、
熱
心
に
誘
致
活
動
を
し
た
立

役
者
の
ひ
と
り
。
神
田
さ
ん
は
「
Ｔ

Ａ
Ｏ
と
の
出
会
い
」
を
詳
細
に
記
し

た
日
記
や
団
員
か
ら
も
ら
っ
た
手

紙
、
新
聞
の
切
り
抜
き
な
ど
を
我
が

子
の
成
長
記
録
の
よ
う
に
、
今
も
大

事
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

日
々
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
女
性
た
ち
で
つ

く
っ
た
「
く
た
み
太
鼓
」
は
現
在
、

Ｔ
Ａ
Ｏ
に
憧
れ
を
抱
い
た
地
元
の
高

校
生
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
新
加

入
し
、
地
域
に
新
た
な
活
気
を
生
み

出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）、Ｔ
Ａ
Ｏ

は
今
年
結
成
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。「
世
界
20
か
国
、
４
０
０
都

市
、
観
客
動
員
数
５
５
０
万
人
を
記

録
。」 

―
―
―

　
今
や
「
久
住
」
か
ら
「
世
界
」
の

Ｔ
Ａ
Ｏ
へ
。
そ
の
ド
ラ
ム
・
ア
ー

ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
聴
衆
に

「
勇
気
」
と
「
元
気
」
を
与
え
、
多

く
の
若
者
た
ち
の
「
憧
れ
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
久
住
町
に
あ
る
「
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
里
」
を
拠
点
に
し
て
、
国
内
外
の

様
々
な
舞
台
で
の
活
躍
に
つ
い
て

は
、
も
は
や
説
明
は
要
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

　
現
在
竹
田
市
で
は
、
長
年
に
わ
た

る
「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」
の
功
績
に
対
し
、
初

の「
文
化
創
造
賞
」選
定
へ
の
検
討
、

準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
は
こ
れ
か
ら
も
、
久
住
の

大
自
然
と
と
も
に
、『
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ  

Ｔ

Ａ
Ｏ
』
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

日　時：８月16日㈮～25日㈰　開場 8：30　ライブ開演 15:00 
　　　　　　※23日は貸切公演の為入場不可　※雨天決行！荒天時は延期
場　所：TAOの里（竹田市久住町　くじゅう花公園近く）
料　金：全席自由　平日 4,500円　小学生以下 2,500円　
　　　　　　　　　土日 5,500円　小学生以下 3,500円
　　　　　　　　　　※全日程において未就学児無料、当日500円アップ
　　　　全日共通10枚綴り回数券（大人・小人共通）40,000円
　　　　　　　　　　※TAO事務局、TAOオンラインストアのみの受付
内　容：TAOの里ライブ、日替わりイベント、ワークショップ、
　　　　20周年記念パネル展、TAO&一風堂&竹田市有志の屋台村
　　　　〈TAO&くじゅう花公園からプチギフト！〉
　　　　※くじゅう花公園：入園料 1,000円、開園 8:30／入園受付終了 17:00
　　　　　夏フェス期間中、くじゅう花公園内のジェラート屋さん「シャーロット」にてチ

ケットをお見せ頂くと、特製ジェラートとTAOオリジナルポストカードをお一人
様１つずつプレゼント！

●チケットのお求め先・公演に関するお問い合せ
　TAO事務局　TEL 092-721-2015（平日10:00～19:00）
  〔ホームページ〕http:www.drum-tao.com/2013akakabuto/

↑「久住町本拠地移転記念」（平成７年３月１日）

↑ワークショップで市内の子どもたちに太鼓の楽しさを伝える
TAOメンバー（平成22年12月27日）

ＴＡＯの夏フェス。
AKAKABUTO  L IVE

竹田市民の方限定、500円キャッシュ
バック!

～当日、身分証明書をお持ちくださ
い～

◎花公園、豊後竹田駅より、
　無料シャトルバス運行！
＊期間中の臨時駐車場は花公園となりま
す。お車でお越しの場合、花公園に駐車
頂き、シャトルバスをご利用下さい。

さ
と
る

ち
く
で
ん



竹田かわら版●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑〔後列・左から〕日小田拓也（３年）、畑　篤志（３年）、立川拓弥（３年）、高橋智史
（３年）　〔前列・左から〕古嶋　天（３年）、吉岡里紗（３年）、重石瑛梨奈（２年）、
重松　唯（２年）敬称略

↑意見発表をする三重総合高校久住校３年・長松勇佑くん

加
藤
至
誠
さ
ん
が
６
度
目
の

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

　
６
月
25
日
、
首
藤
竹
田
市
長
と
竹

田
市
議
会
が
農
林
水
産
省
を
訪
れ
、

〝
大
蘇
ダ
ム
の
早
期
完
成
〞
と
〝
地

元
負
担
の
抑
制
〞
を
訴
え
、
要
望
書

の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
漏
水
対

策
の
追
加
工
事
に
よ
り
、
地
元
に
は

４
億
７
千
万
円
の
追
加
負
担
が
発
生

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
要
望
書
を

受
け
取
っ
た
林
芳
正
農
林
水
産
大
臣

か
ら
は
、「
国
の
責
任
で
し
っ
か
り

と
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た

い
。
市
の
追
加
負
担
分
に
対
し
、
ど

う
い
っ
た
軽
減
策
が
考
え
ら
れ
る
の

か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。」
と
返

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
へ

大
蘇
ダ
ム
に
関
す
る

要
望
書
提
出

　
７
月
７
日
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
達
成
を
記
念
し
、
竹
田

市
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ
」
が
玉
来
サ

ン
リ
ブ
駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
、
記
念
式

典
後
に
は
、
街
頭
で
交
通
安
全
の
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　   １
０
０
０
日
達
成

瀧廉太郎を偲んで

地
の
利
を
生
か
し

日
本
一
を
目
指
す
！

　
竹
田
高
校
山
岳
部
が
「
第
57
回
全

国
高
等
学
校
登
山
大
会
（
２
０
１
３

未
来
を
つ
な
ぐ
北
部
九
州
総
体
）」

（
８
／
２
㈮
〜
６
㈫
）・
く
じ
ゅ
う
山

系
）
に
出
場
し
ま
す
。

　「
山
岳
部
だ
っ
た
兄
姉
の
影
響
で
、

強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
何
と
し
て

も
優
勝
を
狙
い
た
い
で
す
！
」（
団

体
男
子
・
日
小
田
主
将
）

　「
絶
対
に
優
勝
し
か
な
い
！
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！
」（
団
体
女
子
・
古
嶋
主
将
）

日
本
の
伝
統
芸
能
を

魅
せ
ま
す
！

　
６
月
８
日
、「
第
19
回
九
州
高
等

学
校
吟
詠
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

大
分
市
で
開
催
さ
れ
、
竹
田
高
校
書

道
吟
詠
部
（
堀
〔
吟
詠
〕、油
布
〔
書

道
〕、
板
倉
〔
書
道
〕）
は
書
道
吟
そ

の
他
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
で
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
続
く
７
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日

間
に
か
け
て
、
佐
賀
県
唐
津
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
19
回
九
州
高
文
連
美

術
・
工
芸
、
書
道
、
写
真
展
」
に
工

藤
沙
季
部
長
が
出
場
し
ま
し
た
。

　「
第
37
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
長
崎
大
会
」（
７
／
31
㈬
〜
８

／
２
㈮
）・長
崎
県
佐
世
保
市
）の【
書

道
の
部
】に
界
さ
ん
が
出
場
。
ま
た
、

同
大
会
（
８
／
２
㈮
〜
８
／
４
㈰
）・

長
崎
県
松
浦
市
）
で
【
吟
詠
剣
詩
舞

の
部
】
に
県
か
ら
16
名
が
出
場
し
、

県
と
し
て
７
題
を
披
露
。
６
題
目
の

『
花
を
惜
し
む
』（
福
澤
諭
吉
の
漢
詩
）

を
堀
さ
ん
が
吟
じ
、
油
布
さ
ん
、
板

倉
さ
ん
が
書
を
担
当
し
ま
す
。

　
大
分
西
高
等
学
校
２
年
の
馬

場
彩
綾
さ
ん
（
直
入
中
出
身
）
が

「
平
成
25
年
度 

全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会 

」
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
（
７
／ 

31
㈬ 

〜
８
／
３
㈯
・

福
岡
市
）
に
出
場
し
ま
す
。

　こ
の
夏
、全
国
大
会・九
州
大
会
に
出
場
す
る
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

　７月５日～８日の４日間にかけて「第
56回全九州高等学校登山競技大会」が
佐賀県の天山山系・八幡岳山系で開催
され、竹田高校山岳部男子が４位、女
子が３位に入賞しました。

九
州
大
会
で
大
健
闘

↑〔後列・左から〕池田　翔（２年）、衛藤匠吾（２年）、三浦
海斗（２年）、衛藤亮治（２年）　〔前列・左から〕古嶋　
天（３年）、重石瑛梨奈（２年）、重松　唯（２年）、伊東
あおい（２年）敬称略

↑〔左から〕工藤沙季（３年）、界　慶子（３年）、堀有美子（３
年）、油布春華（２年）、板倉梓穏（２年）敬称略

↑「農林水産大臣賞」を受賞した加藤至誠さ
ん・美恵子さんご夫妻

　
６
月
13
日
、「
第
46
回
全
農

乾
椎
茸
品
評
会
」
が
コ
ン
ベ
ッ

ク
ス
岡
山
（
岡
山
市
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
ん
大
葉
中
肉
の
部
に

お
い
て
、
加
藤
至
誠
さ
ん
美
恵

子
さ
ん
ご
夫
婦（
久
住
町
栢
木
）

が
通
算
６
回
目
と
な
る
「
農
林

水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。（
今
回
、
九
州
か
ら
は
加

藤
ご
夫
妻
の
み
の
受
賞
で
す
）

　
加
藤
至
誠
さ
ん
（
75
歳
）
は

「
ま
だ
ま
だ
体
が
動
く
う
ち
は

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
椎
茸
栽
培
に
お
け
る
す
ば

ら
し
い
ご
活
躍
は
、
市
民
に
大

き
な
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

↑死亡事故ゼロをいつまでも！

き
れ
い
な
花
で
迎
え
よ
う
！
　

「
花
の
苗
植
え
」作
業
で
交
流

　
昨
年
の
集
中
豪
雨
災
害
で
不
通
と

な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
が
い
よ
い

よ
開
通
し
ま
す
。

　
全
線
復
旧
を
前
に
し
た
７
月
18
日
、

豊
後
荻
駅
の
利
用
客
を
「
き
れ
い
な
花

で
お
迎
え
を
し
よ
う
」
と
緑
ヶ
丘
中
学

校
（
大
窪
利
光
校
長
）
の
２
年
生
30
名

と
、
商
工
会
女
性
部
、
趣
味
の
園
芸
教

室
の
生
徒
ほ
か
、
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
25
名
が
花
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
百

日
草
、
サ
ル
ビ
ア
）
の
苗
６
０
０
本
を

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
周
辺
花
壇
に
植
え
ま

し
た
。

　
つ
よ
い
日
差
し
の
中
、
参
加
者
は
地

域
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

↑花に水をあげる緑中の生徒たち

「きれいな花いっぱい　
の駅で迎えたい！」→

↑会場全員で「荒城の月」を合唱

母
校・竹
田
小
で
50
年
目
の「
瀧
祭
」

　
楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
の
命
日
を
前

に
し
た
６
月
28
日
、
廉
太
郎
の
母

校
・
竹
田
小
学
校
（
堀
治
士
校
長
・

１
５
３
人
）
で
は
、顕
彰
行
事
「
瀧

祭
」
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
没
後
１
１
０
年
に
あ
た
る
今
年
、

「
瀧
祭
」も
節
目
と
な
る「
50
回
目
」

を
迎
え
ま
し
た
。

　
遺
影
に
献
花
を
捧
げ
、
児
童
に

よ
る
廉
太
郎
の
研
究
発
表
。
続
い

て
、ハ
ン
ド
ベ
ル
奏
「
荒
城
の
月
」

や
「
唱
歌
メ
ド
レ
ー
」、「
花
」
合

奏
な
ど
、
学
年
ご
と
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

命
日
に「
１
１
１
回
忌
追
悼
祭
」

　
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会

（
後
藤
誠
子
代
表
）
主
催
「
１
１

１
回
忌
追
悼
祭
」
が
命
日
に
あ
た

る
６
月
29
日
、
瀧
廉
太
郎
記
念
館

の
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
者
に
よ
る
献
花
や
廉
太

郎
の
歌
を
う
た
う
会
、
竹
田
市
少

年
少
女
合
唱
団
の
卒
団
生
有
志

が
献
歌
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
列
者
全
員
で
「
あ
ゝ

瀧
廉
太
郎
」
を
合
唱
し
、
あ
ら
た

め
て
楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
の
功
績
を

偲
び
ま
し
た
。

犯罪や非行のない明るい社会に！
　７月６日、ふれあいと対話で明るい社会を
築いていこうと、『第63回社会を明るくする運
動竹田市民大会』が竹田市総合社会福祉セン
ターで開催されました。
　大会行事では海老納眞則竹田保護区保護司
会会長が法務大臣のメッセージを代読しました。 
　また広報ビデオ「君は一人じゃない」の鑑
賞や、中学生・高校生意見発表会が行われ、５名
の生徒たちは心温まる意見発表を行いました。
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↑〔後列・左から〕日小田拓也（３年）、畑　篤志（３年）、立川拓弥（３年）、高橋智史
（３年）　〔前列・左から〕古嶋　天（３年）、吉岡里紗（３年）、重石瑛梨奈（２年）、
重松　唯（２年）敬称略

↑意見発表をする三重総合高校久住校３年・長松勇佑くん

加
藤
至
誠
さ
ん
が
６
度
目
の

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

　
６
月
25
日
、
首
藤
竹
田
市
長
と
竹

田
市
議
会
が
農
林
水
産
省
を
訪
れ
、

〝
大
蘇
ダ
ム
の
早
期
完
成
〞
と
〝
地

元
負
担
の
抑
制
〞
を
訴
え
、
要
望
書

の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
漏
水
対

策
の
追
加
工
事
に
よ
り
、
地
元
に
は

４
億
７
千
万
円
の
追
加
負
担
が
発
生

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
要
望
書
を

受
け
取
っ
た
林
芳
正
農
林
水
産
大
臣

か
ら
は
、「
国
の
責
任
で
し
っ
か
り

と
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た

い
。
市
の
追
加
負
担
分
に
対
し
、
ど

う
い
っ
た
軽
減
策
が
考
え
ら
れ
る
の

か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。」
と
返

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
へ

大
蘇
ダ
ム
に
関
す
る

要
望
書
提
出

　
７
月
７
日
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
達
成
を
記
念
し
、
竹
田

市
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ
」
が
玉
来
サ

ン
リ
ブ
駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
、
記
念
式

典
後
に
は
、
街
頭
で
交
通
安
全
の
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　   １
０
０
０
日
達
成

瀧 廉 太 郎を偲んで

地
の
利
を
生
か
し

日
本
一
を
目
指
す
！

　
竹
田
高
校
山
岳
部
が
「
第
57
回
全

国
高
等
学
校
登
山
大
会
（
２
０
１
３

未
来
を
つ
な
ぐ
北
部
九
州
総
体
）」

（
８
／
２
㈮
〜
６
㈫
）・
く
じ
ゅ
う
山

系
）
に
出
場
し
ま
す
。

　「
山
岳
部
だ
っ
た
兄
姉
の
影
響
で
、

強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
何
と
し
て

も
優
勝
を
狙
い
た
い
で
す
！
」（
団

体
男
子
・
日
小
田
主
将
）

　「
絶
対
に
優
勝
し
か
な
い
！
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！
」（
団
体
女
子
・
古
嶋
主
将
）

日
本
の
伝
統
芸
能
を

魅
せ
ま
す
！

　
６
月
８
日
、「
第
19
回
九
州
高
等

学
校
吟
詠
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

大
分
市
で
開
催
さ
れ
、
竹
田
高
校
書

道
吟
詠
部
（
堀
〔
吟
詠
〕、油
布
〔
書

道
〕、
板
倉
〔
書
道
〕）
は
書
道
吟
そ

の
他
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
で
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
続
く
７
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日

間
に
か
け
て
、
佐
賀
県
唐
津
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
19
回
九
州
高
文
連
美

術
・
工
芸
、
書
道
、
写
真
展
」
に
工

藤
沙
季
部
長
が
出
場
し
ま
し
た
。

　「
第
37
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
長
崎
大
会
」（
７
／
31
㈬
〜
８

／
２
㈮
）・長
崎
県
佐
世
保
市
）の【
書

道
の
部
】に
界
さ
ん
が
出
場
。
ま
た
、

同
大
会
（
８
／
２
㈮
〜
８
／
４
㈰
）・

長
崎
県
松
浦
市
）
で
【
吟
詠
剣
詩
舞

の
部
】
に
県
か
ら
16
名
が
出
場
し
、

県
と
し
て
７
題
を
披
露
。
６
題
目
の

『
花
を
惜
し
む
』（
福
澤
諭
吉
の
漢
詩
）

を
堀
さ
ん
が
吟
じ
、
油
布
さ
ん
、
板

倉
さ
ん
が
書
を
担
当
し
ま
す
。

　
大
分
西
高
等
学
校
２
年
の
馬

場
彩
綾
さ
ん
（
直
入
中
出
身
）
が

「
平
成
25
年
度 

全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会 

」
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
（
７
／ 

31
㈬ 

〜
８
／
３
㈯
・

福
岡
市
）
に
出
場
し
ま
す
。

　こ
の
夏
、全
国
大
会・九
州
大
会
に
出
場
す
る
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

　７月５日～８日の４日間にかけて「第
56回全九州高等学校登山競技大会」が
佐賀県の天山山系・八幡岳山系で開催
され、竹田高校山岳部男子が４位、女
子が３位に入賞しました。

九
州
大
会
で
大
健
闘

↑〔後列・左から〕池田　翔（２年）、衛藤匠吾（２年）、三浦
海斗（２年）、衛藤亮治（２年）　〔前列・左から〕古嶋　
天（３年）、重石瑛梨奈（２年）、重松　唯（２年）、伊東
あおい（２年）敬称略

↑〔左から〕工藤沙季（３年）、界　慶子（３年）、堀有美子（３
年）、油布春華（２年）、板倉梓穏（２年）敬称略

↑「農林水産大臣賞」を受賞した加藤至誠さ
ん・美恵子さんご夫妻

　
６
月
13
日
、「
第
46
回
全
農

乾
椎
茸
品
評
会
」
が
コ
ン
ベ
ッ

ク
ス
岡
山
（
岡
山
市
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
ん
大
葉
中
肉
の
部
に

お
い
て
、
加
藤
至
誠
さ
ん
美
恵

子
さ
ん
ご
夫
婦（
久
住
町
栢
木
）

が
通
算
６
回
目
と
な
る
「
農
林

水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。（
今
回
、
九
州
か
ら
は
加

藤
ご
夫
妻
の
み
の
受
賞
で
す
）

　
加
藤
至
誠
さ
ん
（
75
歳
）
は

「
ま
だ
ま
だ
体
が
動
く
う
ち
は

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
椎
茸
栽
培
に
お
け
る
す
ば

ら
し
い
ご
活
躍
は
、
市
民
に
大

き
な
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

↑死亡事故ゼロをいつまでも！

き
れ
い
な
花
で
迎
え
よ
う
！
　

「
花
の
苗
植
え
」作
業
で
交
流

　
昨
年
の
集
中
豪
雨
災
害
で
不
通
と

な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
が
い
よ
い

よ
開
通
し
ま
す
。

　
全
線
復
旧
を
前
に
し
た
７
月
18
日
、

豊
後
荻
駅
の
利
用
客
を
「
き
れ
い
な
花

で
お
迎
え
を
し
よ
う
」
と
緑
ヶ
丘
中
学

校
（
大
窪
利
光
校
長
）
の
２
年
生
30
名

と
、
商
工
会
女
性
部
、
趣
味
の
園
芸
教

室
の
生
徒
ほ
か
、
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
25
名
が
花
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
百

日
草
、
サ
ル
ビ
ア
）
の
苗
６
０
０
本
を

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
周
辺
花
壇
に
植
え
ま

し
た
。

　
つ
よ
い
日
差
し
の
中
、
参
加
者
は
地

域
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

↑花に水をあげる緑中の生徒たち

「きれいな花いっぱい　
の駅で迎えたい！」→

↑会場全員で「荒城の月」を合唱

母
校・竹
田
小
で
50
年
目
の「
瀧
祭
」

　
楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
の
命
日
を
前

に
し
た
６
月
28
日
、
廉
太
郎
の
母

校
・
竹
田
小
学
校
（
堀
治
士
校
長
・

１
５
３
人
）
で
は
、顕
彰
行
事
「
瀧

祭
」
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
没
後
１
１
０
年
に
あ
た
る
今
年
、

「
瀧
祭
」も
節
目
と
な
る「
50
回
目
」

を
迎
え
ま
し
た
。

　
遺
影
に
献
花
を
捧
げ
、
児
童
に

よ
る
廉
太
郎
の
研
究
発
表
。
続
い

て
、ハ
ン
ド
ベ
ル
奏
「
荒
城
の
月
」

や
「
唱
歌
メ
ド
レ
ー
」、「
花
」
合

奏
な
ど
、
学
年
ご
と
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

命
日
に「
１
１
１
回
忌
追
悼
祭
」

　
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会

（
後
藤
誠
子
代
表
）
主
催
「
１
１

１
回
忌
追
悼
祭
」
が
命
日
に
あ
た

る
６
月
29
日
、
瀧
廉
太
郎
記
念
館

の
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
者
に
よ
る
献
花
や
廉
太

郎
の
歌
を
う
た
う
会
、
竹
田
市
少

年
少
女
合
唱
団
の
卒
団
生
有
志

が
献
歌
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
列
者
全
員
で
「
あ
ゝ

瀧
廉
太
郎
」
を
合
唱
し
、
あ
ら
た

め
て
楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
の
功
績
を

偲
び
ま
し
た
。

犯罪や非行のない明るい社会に！
　７月６日、ふれあいと対話で明るい社会を
築いていこうと、『第63回社会を明るくする運
動竹田市民大会』が竹田市総合社会福祉セン
ターで開催されました。
　大会行事では海老納眞則竹田保護区保護司
会会長が法務大臣のメッセージを代読しました。 
　また広報ビデオ「君は一人じゃない」の鑑
賞や、中学生・高校生意見発表会が行われ、５名
の生徒たちは心温まる意見発表を行いました。
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保健
だより
保健
だより

健
康 一 直

線

今月の食育レシピ

肺
炎
は
竹
田
市
の
死
因
第
３
位
！

ワ
ク
チ
ン
で
守
る
高
齢
者
の
命

健康情報

すごあまこーんおこわ

　地元菅生のすごあまこーんをたっぷりと
炊きこんだモチモチおこわです。
　コーンは７月初めから８月お盆過ぎくら
いまでが収穫時期。ぷちぷち甘～いコーン
をどうぞ召し上がれ。

（とうきびの郷すごう）

材　料〈６人分〉
・もち米……………3カップ
・親鶏肉………………200ｇ
・しめじ……… １/２パック

・人参……………… １/２本
・トウモロコシ………200ｇ

調味料

材料があれば
・キクラゲ　3ｇ
・スライス椎茸　3ｇ

　
歯
と
口
の
健
康
週
間
行
事
と
し

て
、
大
分
県
や
大
分
県
歯
科
医
師

会
な
ど
の
共
催
に
よ
る
「
第
53
回
歯

と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」、「
第
30
回
歯
と
口
の
健
康

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
７

月
６
日
、
大
分
県
歯
科
医
師
会
館

（
大
分
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
４

６
５
点
の
う
ち
56
点
が
入
賞
。
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
は
３
１
３
点
の
う
ち
44

点
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
「
大

分
県
知
事
賞
」
は
、
直
入
幼
稚
園
の

羽
田
野
喜
明
く
ん
の
作
品
。

　
ま
た
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
大
分

県
知
事
賞
」
は
、
城
原
小
学
校
６
年

の
本
田
一
葵
く
ん
の
「
お
や
つ
と
む

し
歯
」。
と
も
に
市
内
の
児
童
作
品

が
最
高
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
羽
田
野
喜
明
く
ん
は
「
は
み
が
き

を
が
ん
ば
る
自
分
の
顔
を
楽
し
く

か
き
ま
し
た
」。
本
田
一
葵
く
ん
は

「
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し

た
。
今
後
も
む
し
歯
を
作
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
歯
を
い
つ

ま
で
も
！
　
入
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　大分県不妊専門相談センターでは、専門相談
員（助産師）による不妊・不育に関する個別相
談会を実施します。治療中のご夫婦やご家族、
結婚準備中のカップルの方など、一組 30分程
度の個別相談です。参加希望の方は事前にご予
約ください。

◆日　時　８月29日（木）14:00 ～ 16:00
※個別の時間帯は、予約状況により調整します。
◆場　所　大分県豊肥保健所　
◆参加費　無　料

●お申込み・お問い合せ
　大分県豊肥保健所 地域保健課
　☎0974‒22‒0162　※平日9:00 ～ 17:00受付
　大分県不妊専門相談センター
　「ホープフルhopeful」
　〔ホームページ〕
　http://www.med.oita-u.ac.jp/hopeful

↑大分県知事賞を受賞した、直入幼稚園の羽田野喜明くんの作品

↑羽田野喜明くん

↑大分県知事賞受賞の作文「おやつと
むし歯」。堂々と朗読を行う本田一葵
くん（城原小学校６年）

「歯と口の健康」図画ポスター・作文

市内児童が
「県知事賞」
　　　同時獲得！

＊注：加藤病院と竹田医師会病院は原則として入院患者に限ります。

■

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

■

お
済
み
で
す
か
？

◎
来
年
度
（
平
成
26
年
４
月
〜
）
か
ら
助
成

対
象
年
齢
が
変
わ
る
予
定
で
す
。

　
　
＊
変
更
点
＊

　
　《
現
在
》　
75
歳
以
上

⬇

　
　《
平
成
26
年
４
月
以
降
》　
75
歳

　
現
在
、
竹
田
市
で
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
の
助
成
（
公
費
負
担
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
肺
炎
は
竹
田
市
の
死
因
の
第
３
位
で
、
肺

炎
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
方
の
95
％
以
上
が

高
齢
者
の
方
で
す
。
肺
炎
の
主
な
原
因
菌
は

肺
炎
球
菌
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
５
年
程
度

で
あ
り
、
予
防
効
果
の
ほ
か
に
肺
炎
に
な
っ

た
場
合
で
も
軽
症
で
す
む
こ
と
や
、
抗
生
物

質
が
効
き
や
す
い
な
ど
の
効
果
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
と
ご

相
談
の
う
え
、
予
防
接
種
を
う
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

（
全
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
と
し
て
最

も
頻
度
の
高
い
肺
炎
球
菌
が
原
因
の
肺
炎
に

効
果
が
あ
り
ま
す
）

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
も
始
ま
り
ま
す
。
余
裕
を
も
っ

て
早
め
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
竹
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
75
歳
以

上
（
接
種
日
時
点
）
の
方

■
助
成
額
　
３
千
円

■
接
種
方
法

①
市
内
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
３
千

円
を
差
し
引
い
た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

②
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
、

全
額
を
お
支
払
い
た
後
、
払
い
戻
し
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。（
上
限
３
千
円
ま
で
）

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
３-

４
８
１
０

伊藤医院

大久保病院

加藤病院（＊注）

加藤内科医院

久住加藤医院

くどう循環器科・内科

古訓堂黒川クリニック

佐藤医院

医療機関名 電話番号

75-2222

64-7777

63-2338

63-2006

76-0008

63-2304

63-2358

68-2005

志賀内科

竹田医師会病院（＊注）

竹田診療所

道全内科

秦医院

みはら整形外科クリニック

柚須医院

医療機関名 電話番号

63-2083

63-3241

62-4014

63-2270

63-2246

62-3850

63-2016

不妊（不育）についての
相談会を開催します

・スープ……………………………300 ㏄
　（顆粒のとりがらスープ）
・醤油…………………………大さじ２杯
・お酒…………………………大さじ２杯

・砂糖……………………… 小さじ 1杯
・塩……………………… 小さじ１/２杯
・サラダ油……… 大さじ２杯（炒め用）

１．もち米は洗って３時間水に浸す。
２．鶏肉は１㎝角に切る。人参はトウモロコシの粒大にサイコロ切り。
　　椎茸は刻み、キクラゲは千切りにする。
３．トウモロコシは粒を使用する。
４．中華鍋にサラダ油を熱し②と③を入れて炒める。
５．さらにもち米を加えて炒める、全体に油が回ったら調味料を加え
て、汁けが無くなるまで煮る。

６．蒸し器で20分ぐらい蒸す。
＊　これを笹の葉で包むとコーンちまきになります。

作り方

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　積
極
的
な
勧
奨
は
控
え
て
い
ま
す

　
現
在
、
中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
年
齢
の
女
性
を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
（
定
期
予
防
接
種
）
に

よ
る
接
種
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
接
種

後
の
副
反
応
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
、
適

切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
積
極

的
な
接
種
の
お
勧
め
を
控
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
予
防
接
種
の
中
止
で
は
な
い
た
め
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定
期
予
防
接
種
と
し

て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
や
副
作
用
等
を
理
解
さ
れ
た
う
え

で
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
風
疹
の
感
染
予
防
に
つ
い
て

　「
広
報
た
け
た
」
６
月
号
で
も
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
今
も
な
お
風
疹
の
患
者
の
報
告

が
続
い
て
い
ま
す
（
竹
田
市
で
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
）。
小
児
に
比
べ
成
人
で
罹
患
す

る
と
症
状
が
重
く
、
ま
た
妊
婦
が
罹
患
す
る

と
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、
難
聴
を
主
症

状
と
す
る
先
天
性
風
し
ん
症
候
群（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）

の
児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
今
後
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方
や
予
定
の

あ
る
方
、
ま
た
妊
婦
の
夫
や
家
族
の
方
で
、

風
疹
に
罹
っ
た
こ
と
が
な
い
方
、
接
種
歴
の

な
い
方
は
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

昭
和
13
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
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保健
だより
保健
だより

健
康 一 直

線

今月の食育レシピ

肺
炎
は
竹
田
市
の
死
因
第
３
位
！

ワ
ク
チ
ン
で
守
る
高
齢
者
の
命

健康情報

すごあまこーんおこわ

　地元菅生のすごあまこーんをたっぷりと
炊きこんだモチモチおこわです。
　コーンは７月初めから８月お盆過ぎくら
いまでが収穫時期。ぷちぷち甘～いコーン
をどうぞ召し上がれ。

（とうきびの郷すごう）

材　料〈６人分〉
・もち米……………3カップ
・親鶏肉………………200ｇ
・しめじ……… １/２パック

・人参……………… １/２本
・トウモロコシ………200ｇ

調味料

材料があれば
・キクラゲ　3ｇ
・スライス椎茸　3ｇ

　
歯
と
口
の
健
康
週
間
行
事
と
し

て
、
大
分
県
や
大
分
県
歯
科
医
師

会
な
ど
の
共
催
に
よ
る
「
第
53
回
歯

と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」、「
第
30
回
歯
と
口
の
健
康

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
７

月
６
日
、
大
分
県
歯
科
医
師
会
館

（
大
分
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
４

６
５
点
の
う
ち
56
点
が
入
賞
。
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
は
３
１
３
点
の
う
ち
44

点
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
「
大

分
県
知
事
賞
」
は
、
直
入
幼
稚
園
の

羽
田
野
喜
明
く
ん
の
作
品
。

　
ま
た
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
大
分

県
知
事
賞
」
は
、
城
原
小
学
校
６
年

の
本
田
一
葵
く
ん
の
「
お
や
つ
と
む

し
歯
」。
と
も
に
市
内
の
児
童
作
品

が
最
高
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
羽
田
野
喜
明
く
ん
は
「
は
み
が
き

を
が
ん
ば
る
自
分
の
顔
を
楽
し
く

か
き
ま
し
た
」。
本
田
一
葵
く
ん
は

「
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し

た
。
今
後
も
む
し
歯
を
作
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
歯
を
い
つ

ま
で
も
！
　
入
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　大分県不妊専門相談センターでは、専門相談
員（助産師）による不妊・不育に関する個別相
談会を実施します。治療中のご夫婦やご家族、
結婚準備中のカップルの方など、一組 30分程
度の個別相談です。参加希望の方は事前にご予
約ください。

◆日　時　８月29日（木）14:00 ～ 16:00
※個別の時間帯は、予約状況により調整します。
◆場　所　大分県豊肥保健所　
◆参加費　無　料

●お申込み・お問い合せ
　大分県豊肥保健所 地域保健課
　☎0974‒22‒0162　※平日9:00 ～ 17:00受付
　大分県不妊専門相談センター
　「ホープフルhopeful」
　〔ホームページ〕
　http://www.med.oita-u.ac.jp/hopeful

↑大分県知事賞を受賞した、直入幼稚園の羽田野喜明くんの作品

↑羽田野喜明くん

↑大分県知事賞受賞の作文「おやつと
むし歯」。堂々と朗読を行う本田一葵
くん（城原小学校６年）

「歯と口の健康」図画ポスター・作文

市内児童が
「県知事賞」
　　　同時獲得！

＊注：加藤病院と竹田医師会病院は原則として入院患者に限ります。

■

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

■

お
済
み
で
す
か
？

◎
来
年
度
（
平
成
26
年
４
月
〜
）
か
ら
助
成

対
象
年
齢
が
変
わ
る
予
定
で
す
。

　
　
＊
変
更
点
＊

　
　《
現
在
》　
75
歳
以
上

⬇

　
　《
平
成
26
年
４
月
以
降
》　
75
歳

　
現
在
、
竹
田
市
で
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
の
助
成
（
公
費
負
担
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
肺
炎
は
竹
田
市
の
死
因
の
第
３
位
で
、
肺

炎
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
方
の
95
％
以
上
が

高
齢
者
の
方
で
す
。
肺
炎
の
主
な
原
因
菌
は

肺
炎
球
菌
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
５
年
程
度

で
あ
り
、
予
防
効
果
の
ほ
か
に
肺
炎
に
な
っ

た
場
合
で
も
軽
症
で
す
む
こ
と
や
、
抗
生
物

質
が
効
き
や
す
い
な
ど
の
効
果
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
と
ご

相
談
の
う
え
、
予
防
接
種
を
う
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

（
全
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
と
し
て
最

も
頻
度
の
高
い
肺
炎
球
菌
が
原
因
の
肺
炎
に

効
果
が
あ
り
ま
す
）

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
も
始
ま
り
ま
す
。
余
裕
を
も
っ

て
早
め
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
竹
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
75
歳
以

上
（
接
種
日
時
点
）
の
方

■
助
成
額
　
３
千
円

■
接
種
方
法

①
市
内
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
３
千

円
を
差
し
引
い
た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

②
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
、

全
額
を
お
支
払
い
た
後
、
払
い
戻
し
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。（
上
限
３
千
円
ま
で
）

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
３-

４
８
１
０

伊藤医院

大久保病院

加藤病院（＊注）

加藤内科医院

久住加藤医院

くどう循環器科・内科

古訓堂黒川クリニック

佐藤医院

医療機関名 電話番号

75-2222

64-7777

63-2338

63-2006

76-0008

63-2304

63-2358

68-2005

志賀内科

竹田医師会病院（＊注）

竹田診療所

道全内科

秦医院

みはら整形外科クリニック

柚須医院

医療機関名 電話番号

63-2083

63-3241

62-4014

63-2270

63-2246

62-3850

63-2016

不妊（不育）についての
相談会を開催します

・スープ……………………………300 ㏄
　（顆粒のとりがらスープ）
・醤油…………………………大さじ２杯
・お酒…………………………大さじ２杯

・砂糖……………………… 小さじ 1杯
・塩……………………… 小さじ１/２杯
・サラダ油……… 大さじ２杯（炒め用）

１．もち米は洗って３時間水に浸す。
２．鶏肉は１㎝角に切る。人参はトウモロコシの粒大にサイコロ切り。
　　椎茸は刻み、キクラゲは千切りにする。
３．トウモロコシは粒を使用する。
４．中華鍋にサラダ油を熱し②と③を入れて炒める。
５．さらにもち米を加えて炒める、全体に油が回ったら調味料を加え
て、汁けが無くなるまで煮る。

６．蒸し器で20分ぐらい蒸す。
＊　これを笹の葉で包むとコーンちまきになります。

作り方

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　積
極
的
な
勧
奨
は
控
え
て
い
ま
す

　
現
在
、
中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
年
齢
の
女
性
を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
（
定
期
予
防
接
種
）
に

よ
る
接
種
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
接
種

後
の
副
反
応
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
、
適

切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
積
極

的
な
接
種
の
お
勧
め
を
控
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
予
防
接
種
の
中
止
で
は
な
い
た
め
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定
期
予
防
接
種
と
し

て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
や
副
作
用
等
を
理
解
さ
れ
た
う
え

で
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
風
疹
の
感
染
予
防
に
つ
い
て

　「
広
報
た
け
た
」
６
月
号
で
も
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
今
も
な
お
風
疹
の
患
者
の
報
告

が
続
い
て
い
ま
す
（
竹
田
市
で
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
）。
小
児
に
比
べ
成
人
で
罹
患
す

る
と
症
状
が
重
く
、
ま
た
妊
婦
が
罹
患
す
る

と
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、
難
聴
を
主
症

状
と
す
る
先
天
性
風
し
ん
症
候
群（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）

の
児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
今
後
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方
や
予
定
の

あ
る
方
、
ま
た
妊
婦
の
夫
や
家
族
の
方
で
、

風
疹
に
罹
っ
た
こ
と
が
な
い
方
、
接
種
歴
の

な
い
方
は
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

昭
和
13
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
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ミステリアス！竹田キリシタン

↑ザビエル家の家系図を説明するルイス神父（写真右、祭服
姿のルイス神父）

※ルイス・フォンテス神父は1931年スペインのムルシア
生まれ。1956年に来日。その後日本に帰化し、日本名
は「泉類治」（フォンテ＝スペイン語で「泉」、ルイス＝
ルイジ）さん。

↑当時の「キリシタン礼拝堂洞窟光景」。北村清士氏
の背後に正面階段が見える

↑現在のキリシタン洞窟礼拝堂（殿町）

↑昭和30年頃の殿町の洞窟礼拝堂。美しい黄金色の祭壇

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑬
〔
城
下
町
編
〕

殿
町
洞
窟
礼
拝
堂
と

岡
藩
家
老「
古
田
重
治
」の
謎

家
老
と
い
う
要
職
に
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
宣
教
師
を
洞
窟
に
匿
っ
た
古
田
ヨ
ハ
ネ
・
デ
ィ
ダ
ー
コ
重
治
。

彼
も
ま
た
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。

　
殿
町
洞
窟
礼
拝
堂
に
は
元
和
年
間
（
１
６

１
７
〜
１
６
２
０
年
頃
の
間
）
に
外
国
人
宣

教
師
が
隠
れ
住
ん
で
い
た
。
こ
の
洞
窟
の
発

見
は
昭
和
28
年
頃
で
、
当
時
は
人
が
近
づ
け

な
い
ほ
ど
竹
が
密
生
し
て
い
た
そ
う
だ
。
写

真
①
の
よ
う
に
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
奥
の

祭
壇
が
鮮
や
か
な
金
色
に
塗
ら
れ
て
い
た
。

伝
説
で
は
、
上
部
に
十
字
架
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
、
祭
壇
に
は
マ
リ
ア
像
が
置
か
れ
て
い

た
と
い
う
。
今
で
は
風
化
し
て
し
ま
っ
た

が
、
か
つ
て
、
正
面
入
り
口
に
は
３
段
の
階

段
が
あ
り
（
写
真
②
）、
宣
教
師
は
こ
の
階

段
を
通
っ
て
出
入
り
し
た
よ
う
だ
。
興
味
深

い
の
は
江
戸
時
代
の
絵
図
面
（
写
真
③
）
で

あ
る
。
洞
窟
礼
拝
堂
付
近
に
は
５
か
所
の
見

張
所
が
あ
る
が
、
何
の
理
由
で
設
置
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
キ
リ
シ
タ
ン
以
外
の
者
の
接

近
を
い
ち
早
く
察
知
す
る
た
め
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付

近
に
は
失
敗
作
と
言
わ
れ
る
も
の
も
含
め

て
、
他
に
も
い
く
つ
も
の
巨
大
洞
窟
が
現
存

し
て
い
る
。

　
今
回
、
改
め
て
こ
の
洞
窟
礼
拝
堂
を
取
り

上
げ
た
の
に
は
次
の
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

第
一
は
、
こ
の
場
所
が
岡
藩
家
老
で
あ
っ
た

古
田
重
治
氏
所
有
の
土
地
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
、
第
二
は
彼

自
ら
が
ヨ
ハ
ネ
・
デ
ィ
ダ
ー
コ
と
い
う
洗
礼

名
を
持
つ
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
こ
と
だ
。
つ

ま
り
、
洞
窟
礼
拝
堂
が
元
和
年
間
当
時
に
古

田
氏
の
土
地
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
、
家
老

自
ら
が
危
険
を
冒
し
て
ま
で
、
宣
教
師
を
自

邸
敷
地
内
の
洞
窟
礼
拝
堂
に
匿
っ
た
と
い
う

こ
と
が
極
め
て
珍
し
い
事
象
だ
か
ら
で
あ

る
。
も
し
、
こ
れ
が
幕
府
に
発
覚
す
れ
ば
、

古
田
家
は
お
ろ
か
岡
藩
の
存
続
も
危
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
覚
悟
の
上
で
の
キ

リ
シ
タ
ン
「
ヨ
ハ
ネ
・
デ
ィ
ダ
ー
コ
」
の
一

大
決
心
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
古
田
氏
は
、
茶
道
の
大
家
「
古
田
織
部
」

の
血
を
引
く
。
織
部
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ

た
と
い
う
説
は
全
国
的
に
根
強
く
、
宣
教
師

に
「
茶
道
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
そ
の
も
の

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
日
本
で
の
布

教
に
茶
道
は
欠
か
せ
な
い
」
と
ま
で
言
わ
し

め
た
。
ま
た
、
織
部
と
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

「
高
山
右
近
」、
岡
藩
太
祖
「
中
川
清
秀
公
」

の
三
者
は
、
義
兄
弟
や
従
兄
弟
と
い
う
密
接

な
血
縁
関
係
で
あ
る
た
め
、
織
部
の
子
孫
で

あ
る
重
治
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
影
響
を
受
け
て

い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
だ
が
、
大
き
な
ミ
ス
テ
リ
ー
が
礼
拝
堂
内

に
潜
ん
で
い
る
。
大
阪
の
陣
は
徳
川
と
豊
臣

と
の
戦
い
で
あ
る
と
同
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
と

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。

岡
藩
は
徳
川
方
に
付
い
て
大
阪
城
を
砲
撃
し

た
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
た
ち
は

豊
臣
秀
頼
と
共
に
大
阪
城
に
篭
城
し
た
が
、

そ
の
中
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ブ
ル
ド
リ
ノ
と

い
う
神
父
が
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
彼

は
大
阪
城
落
城
後
に
殿
町
洞
窟
礼
拝
堂
に
隠

れ
て
い
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
禁
教
下
の
幕

藩
体
制
に
お
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
家
老
自
ら

が
敵
方
に
与
し
た
神
父
を
匿
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
、
何
よ
り
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
の
一

語
に
尽
き
る
。
神
父
を
匿
う
に
至
っ
た
事
の

経
緯
は
全
く
の
不
明
だ
が
、
こ
の
重
大
な
こ

と
を
藩
主
久
盛
公
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
。
も
し
か
す
る
と
、
誰
か
の
指
示

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
を
巡
ら
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
禁
教
が
い
よ
い
よ
厳
し
さ
を
増
す
と
、
ブ

ル
ド
リ
ノ
は
洞
窟
を
出
て
古
田
氏
の
家
に
ま

で
隠
れ
住
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
岡
藩

は
豊
後
で
最
も
遅
く
ま
で
宣
教
師
が
残
っ
た

藩
と
な
っ
た
。
古
田
氏
は
、
当
時
の
竹
田
に

い
た
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
庇
護
者
で
も

あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
秘
密
作
戦
は

岡
藩
の
支
援
な
し
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
竹
田
キ
リ

シ
タ
ン
と
岡
藩
と
の
謎
は
深
ま
っ
て
い
く
ば

か
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

◇
参
考
文
献
　

・
ザ
ビ
エ
ル
コ
ー
ド
／
甲
山
堅
・
著
（
平
成
24
年
・

e-bookland

社
）

・
切
支
丹
礼
拝
堂
址
の
解
説
／
北
村
清
士
・
著
（
年
不
明
）

・
続
豊
後
切
支
丹
史
料
／
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
・
著

（
昭
和
21
年
・
ド
ン
ボ
ス
コ
社
）

・
高
麗
の
牡
丹
／
三
浦
泰
昌
・
著
（
平
成
22
年
・
文
芸
社
）

竹田キリシタンの「謎」解明に協力を快諾
　1549年に日本に初めてキリスト教を伝えたことで有名なカトリック教会の宣教師、
聖フランシスコ・ザビエル。その兄ミゲルの末裔（15代目の子孫）でイエズス会福岡
修道院のルイス・フォンテス神父（82歳）が７月１日、竹田市役所を訪れ、首藤市長
を表敬訪問しました。
　「竹田には、まだまだ隠れキリシタンに関する遺物があると感じました。長くキリ
シタンが隠して残ったということは、それほど〝深さ〟がある。私はもう少し広く知
らせるべきだと思います。人が感動するものを、人は見たくなるのです。」
　首藤市長は「ミステリアスな竹田キリシタンについて、我々はもっと知りたい。こ
れを機会に隠れキリシタン遺物の内容の意味や価値などを教えてください。」と、ル
イス神父に依頼し、「一緒にやりましょう」とその場で快諾をしていただきました。

↑江戸時代の絵図面。殿町洞窟礼拝堂付近には数か所
の「見張所」があった

ザビエル家の末裔
ルイス・フォンテス神父が来竹
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ミステリアス！竹田キリシタン

↑ザビエル家の家系図を説明するルイス神父（写真右、祭服
姿のルイス神父）

※ルイス・フォンテス神父は1931年スペインのムルシア
生まれ。1956年に来日。その後日本に帰化し、日本名
は「泉類治」（フォンテ＝スペイン語で「泉」、ルイス＝
ルイジ）さん。

↑当時の「キリシタン礼拝堂洞窟光景」。北村清士氏
の背後に正面階段が見える

↑現在のキリシタン洞窟礼拝堂（殿町）

↑昭和30年頃の殿町の洞窟礼拝堂。美しい黄金色の祭壇

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑬
〔
城
下
町
編
〕

殿
町
洞
窟
礼
拝
堂
と

岡
藩
家
老「
古
田
重
治
」の
謎

家
老
と
い
う
要
職
に
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
宣
教
師
を
洞
窟
に
匿
っ
た
古
田
ヨ
ハ
ネ
・
デ
ィ
ダ
ー
コ
重
治
。

彼
も
ま
た
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。

　
殿
町
洞
窟
礼
拝
堂
に
は
元
和
年
間
（
１
６

１
７
〜
１
６
２
０
年
頃
の
間
）
に
外
国
人
宣

教
師
が
隠
れ
住
ん
で
い
た
。
こ
の
洞
窟
の
発

見
は
昭
和
28
年
頃
で
、
当
時
は
人
が
近
づ
け

な
い
ほ
ど
竹
が
密
生
し
て
い
た
そ
う
だ
。
写

真
①
の
よ
う
に
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
奥
の

祭
壇
が
鮮
や
か
な
金
色
に
塗
ら
れ
て
い
た
。

伝
説
で
は
、
上
部
に
十
字
架
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
、
祭
壇
に
は
マ
リ
ア
像
が
置
か
れ
て
い

た
と
い
う
。
今
で
は
風
化
し
て
し
ま
っ
た

が
、
か
つ
て
、
正
面
入
り
口
に
は
３
段
の
階

段
が
あ
り
（
写
真
②
）、
宣
教
師
は
こ
の
階

段
を
通
っ
て
出
入
り
し
た
よ
う
だ
。
興
味
深

い
の
は
江
戸
時
代
の
絵
図
面
（
写
真
③
）
で

あ
る
。
洞
窟
礼
拝
堂
付
近
に
は
５
か
所
の
見

張
所
が
あ
る
が
、
何
の
理
由
で
設
置
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
キ
リ
シ
タ
ン
以
外
の
者
の
接

近
を
い
ち
早
く
察
知
す
る
た
め
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付

近
に
は
失
敗
作
と
言
わ
れ
る
も
の
も
含
め

て
、
他
に
も
い
く
つ
も
の
巨
大
洞
窟
が
現
存

し
て
い
る
。

　
今
回
、
改
め
て
こ
の
洞
窟
礼
拝
堂
を
取
り

上
げ
た
の
に
は
次
の
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

第
一
は
、
こ
の
場
所
が
岡
藩
家
老
で
あ
っ
た

古
田
重
治
氏
所
有
の
土
地
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
、
第
二
は
彼

自
ら
が
ヨ
ハ
ネ
・
デ
ィ
ダ
ー
コ
と
い
う
洗
礼

名
を
持
つ
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
こ
と
だ
。
つ

ま
り
、
洞
窟
礼
拝
堂
が
元
和
年
間
当
時
に
古

田
氏
の
土
地
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
、
家
老

自
ら
が
危
険
を
冒
し
て
ま
で
、
宣
教
師
を
自

邸
敷
地
内
の
洞
窟
礼
拝
堂
に
匿
っ
た
と
い
う

こ
と
が
極
め
て
珍
し
い
事
象
だ
か
ら
で
あ

る
。
も
し
、
こ
れ
が
幕
府
に
発
覚
す
れ
ば
、

古
田
家
は
お
ろ
か
岡
藩
の
存
続
も
危
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
覚
悟
の
上
で
の
キ

リ
シ
タ
ン
「
ヨ
ハ
ネ
・
デ
ィ
ダ
ー
コ
」
の
一

大
決
心
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
古
田
氏
は
、
茶
道
の
大
家
「
古
田
織
部
」

の
血
を
引
く
。
織
部
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ

た
と
い
う
説
は
全
国
的
に
根
強
く
、
宣
教
師

に
「
茶
道
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
そ
の
も
の

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
日
本
で
の
布

教
に
茶
道
は
欠
か
せ
な
い
」
と
ま
で
言
わ
し

め
た
。
ま
た
、
織
部
と
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

「
高
山
右
近
」、
岡
藩
太
祖
「
中
川
清
秀
公
」

の
三
者
は
、
義
兄
弟
や
従
兄
弟
と
い
う
密
接

な
血
縁
関
係
で
あ
る
た
め
、
織
部
の
子
孫
で

あ
る
重
治
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
影
響
を
受
け
て

い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
だ
が
、
大
き
な
ミ
ス
テ
リ
ー
が
礼
拝
堂
内

に
潜
ん
で
い
る
。
大
阪
の
陣
は
徳
川
と
豊
臣

と
の
戦
い
で
あ
る
と
同
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
と

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。

岡
藩
は
徳
川
方
に
付
い
て
大
阪
城
を
砲
撃
し

た
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
た
ち
は

豊
臣
秀
頼
と
共
に
大
阪
城
に
篭
城
し
た
が
、

そ
の
中
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ブ
ル
ド
リ
ノ
と

い
う
神
父
が
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
彼

は
大
阪
城
落
城
後
に
殿
町
洞
窟
礼
拝
堂
に
隠

れ
て
い
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
禁
教
下
の
幕

藩
体
制
に
お
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
家
老
自
ら

が
敵
方
に
与
し
た
神
父
を
匿
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
、
何
よ
り
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
の
一

語
に
尽
き
る
。
神
父
を
匿
う
に
至
っ
た
事
の

経
緯
は
全
く
の
不
明
だ
が
、
こ
の
重
大
な
こ

と
を
藩
主
久
盛
公
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
。
も
し
か
す
る
と
、
誰
か
の
指
示

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
を
巡
ら
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
禁
教
が
い
よ
い
よ
厳
し
さ
を
増
す
と
、
ブ

ル
ド
リ
ノ
は
洞
窟
を
出
て
古
田
氏
の
家
に
ま

で
隠
れ
住
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
岡
藩

は
豊
後
で
最
も
遅
く
ま
で
宣
教
師
が
残
っ
た

藩
と
な
っ
た
。
古
田
氏
は
、
当
時
の
竹
田
に

い
た
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
庇
護
者
で
も

あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
秘
密
作
戦
は

岡
藩
の
支
援
な
し
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
竹
田
キ
リ

シ
タ
ン
と
岡
藩
と
の
謎
は
深
ま
っ
て
い
く
ば

か
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

◇
参
考
文
献
　

・
ザ
ビ
エ
ル
コ
ー
ド
／
甲
山
堅
・
著
（
平
成
24
年
・

e-bookland

社
）

・
切
支
丹
礼
拝
堂
址
の
解
説
／
北
村
清
士
・
著
（
年
不
明
）

・
続
豊
後
切
支
丹
史
料
／
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
・
著

（
昭
和
21
年
・
ド
ン
ボ
ス
コ
社
）

・
高
麗
の
牡
丹
／
三
浦
泰
昌
・
著
（
平
成
22
年
・
文
芸
社
）

竹田キリシタンの「謎」解明に協力を快諾
　1549年に日本に初めてキリスト教を伝えたことで有名なカトリック教会の宣教師、
聖フランシスコ・ザビエル。その兄ミゲルの末裔（15代目の子孫）でイエズス会福岡
修道院のルイス・フォンテス神父（82歳）が７月１日、竹田市役所を訪れ、首藤市長
を表敬訪問しました。
　「竹田には、まだまだ隠れキリシタンに関する遺物があると感じました。長くキリ
シタンが隠して残ったということは、それほど〝深さ〟がある。私はもう少し広く知
らせるべきだと思います。人が感動するものを、人は見たくなるのです。」
　首藤市長は「ミステリアスな竹田キリシタンについて、我々はもっと知りたい。こ
れを機会に隠れキリシタン遺物の内容の意味や価値などを教えてください。」と、ル
イス神父に依頼し、「一緒にやりましょう」とその場で快諾をしていただきました。

↑江戸時代の絵図面。殿町洞窟礼拝堂付近には数か所
の「見張所」があった

ザビエル家の末裔
ルイス・フォンテス神父が来竹
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たけたんアンテナcolumn & news

竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

生き活き

起
興 生き活き興起雇用創出大作戦！

第９回「合同企業面接相談会」を開催します

厚生労働省パッケージ事業　あなたが開ける　チャンスの扉！

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

♯43 「手作りの風景」
東京大学大学院　景観研究室　修士２年　高橋朋子　TOMOKO  TAKAHASHI

　
昨
年
度
は
竹
田
を
訪
れ
る
機
会
に
２
度
恵
ま
れ
ま
し
た
。
１
度
目
に

訪
れ
た
時
は
、
志
土
知
の
暮
ら
し
と
風
景
の
変
遷
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
う
た
め
、
志
土
知
の
住
民
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
お
話
を

聞
い
て
気
付
い
た
こ
と
の
１
つ
に
、
風
景
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
も
住

民
が
協
力
し
て
道
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う
と
い
う
変
わ
ら
な
い
営
み

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
３
月
に
研
究
報
告
会
を
行
う
た
め
２
度
目
に
志
土
知
を
訪
れ

た
時
も
、会
場
で
あ
る
公
民
館
に
向
か
う
途
中
、秋
に
お
話
し
し
た
方
々

が
道
路
の
傍
ら
で
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
道
路

を
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
て
い
た
竹
を
撤
去
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
報
告
会
に
は
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
り
公
民
館
は
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
報
告
会
に
向
け
て
作
成
し
た
１
０
０
０
分
の
１
で
志
土

地
の
地
形
を
表
し
た
模
型
に
つ
い
て
感
想
を
下
さ
っ
た
り
、
研
究
発
表

を
熱
心
に
聞
い
て
下
さ
っ
た
り
し
て
い
た
様
子
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
志
土
知
の
女
性
の
方
々
が
作
っ
て
下
さ
っ
た
た

く
さ
ん
の
料
理
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
非
常
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
一
体
感
の
あ
る
報
告
会
で
し
た
。

　
そ
の
報
告
会
を
終
え
て
、
改
め
て
志
土
知
の
方
々
の
地
域
の
活
動
に

対
す
る
協
力
的
な
姿
勢
と
団
結
力
を
感
じ
ま
し
た
。
志
土
知
の
方
々
の

こ
の
一
体
感
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
な
と
考
え
た
時
、
日
頃
の
地
域
の

活
動
を
支
え
る
営
み
に
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
東
京
を
は
じ
め
多
く
の
都
市
で
は
地
縁
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
言

わ
れ
、
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま

で
地
縁
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
実
感
を
持
て
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
志
土
知
を
訪
れ
て
地
縁
と
い
う
も
の
が
何
と
な

く
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
現
れ
方
は
地
域

に
よ
っ
て
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
土
地

を
大
切
に
育
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ

ろ
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。
報
告
会
後
の
懇
親
会
で
頂
い
た
志
土
知
の

方
々
の
手
作
り
の
料
理
を
温
か
く
特
別
に
感
じ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

住
民
の
手
で
大
切
に
作
ら
れ
て
き
た
志
土
知
の
風
景
に
は
心
を
動
か
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　竹田市経済活性化促進協議会が平成23年７月から実施して
いるパッケージ事業（地域雇用創造推進事業）は①雇用拡大メ
ニュー（事業主向け）、②人材育成メニュー（求職者向け）、③就
職促進メニュー（就職面接相談会）などの事業内容により、そ
れぞれ　①事業の拡大、新事業の展開支援、②地域で求められ
ている人材の育成、③地域求職者の就職促進を図り就職面接会
の開催などによる雇用機会の増大や雇用の創出を目指していま
すが、これまでもこの紙面にて重点分野である○地域福祉・介
護　○健康づくり指導者の養成　○環境・エネルギーなど各分
野に於ける人材育成セミナーの内容や開催状況をお知らせして
きました。

求職者と企業・事業所のマッチングの場を提供
　今回は就職促進メニューについて紹介させていただきます。
このメニューでは、地域内の事業所や企業への就職を促すため
求人情報の収集・提供などを行い、ハローワークと提携して「合
同企業面接相談会」を開催。求職者と企業・事業所のマッチン
グの場として平成23年から８回開催してきました。地域内で就
職（転職を含む）を希望する市民が、同一会場内で複数の事
業所の担当者と直接、就職に関する情報や事業所の概要を聞く
事が出来ることから求職者、事業所側双方共にこの機会を活用
されています。
　毎回約20の事業所・企業と20～ 50名の求職者が参加され

第９回　合同企業面接相談会
日　時　８月16日（金）　13時～15時30分
場　所　竹田市総合社会福祉センター
　　　　（竹田市大字会々1650番地：竹田市役所隣）

　お問い合わせは、竹田市経済活性化促進協議会
　　　　　　　　   活性化推進室　☎62-2122まで

ており、これまでに42名の方がこの相談会を利用し就職されました。

ＵＩＪターン　大歓迎
　最近では県外で就職されている家族が「竹田市に帰りたいとい
うので求人情報を聞きに来た」という方も見られます。この相談会
は前述したように同じ会場で複数の事業所の様子を聞くことが出
来ますが、その場で採用の可否を決めるものではありませんので
積極的に複数の事業所のお話を聞くことをおすすめしています。
　参加される企業や事業所は開催毎に異なりますが、製造業、
宿泊サ－ビス業、生活関連サービス業、小売業、電器ガス水道
業、医療・福祉関係など多岐に亘っています。仕事をお探しの
方、転職をお考えの方などお気軽にご参加ください。
　会場では当事業が実施しています人材育成セミナーの開催内
容などの説明も行っていますので、こちらもお気軽にお立ち寄りく
ださい。

食料供給アップ・雇用創出アップ
―バート・クロツィンゲン市でスーパーが再開―

　
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

で
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
と
い
う
会
社
が
、

以
前
か
ら
あ
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
５
月
に

再
開
し
た
。
10
年
前
、
最
初
の

大
規
模
小
売
業
者
（
つ
ま
り
商

品
類
が
多
い
）
と
し
て
Ｒ
Ｅ
Ｗ

Ｅ
社
が
１
６
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
を
占
め
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

そ
れ
以
来
、
人
口
の
増
加
に
つ

れ
て
、
食
料
ニ
ー
ズ
が
高
く
な

り
、
競
争
も
激
し
く
な
っ
た
た

め
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
面
積
は
２
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
約
２
万
類
の

商
品
が
売
り
出
さ
れ
、
52
名
の

雇
用
が
創
出
で
き
た
。

　
一
般
的
に
、ド
イ
ツ
で
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
２
種
類
に

区
別
さ
れ
て
い
る
。

①「
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト

ア
」…

低
価
格
で
商
品
類
は

１
０
０
０
〜
２
０
０
０
種
類

く
ら
い
の
規
模

②「
小
売
店
」…

約
２
万
種
類
の

商
品
が
売
り
出
さ
れ
、
高
級
で

珍
し
い
物
も
購
入
が
で
き
る
。

　
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

で
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

と
小
売
店
の
両
方
が
あ
り
、
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
取
れ
て
い
る
。

競
争
力
が
高
い
ド
イ
ツ
で
は
、

時
代
と
共
に
小
売
会
社
の
数
が

少
な
く
な
っ
た
。消
費
者
に
と
っ

て
最
も
良
い
供
給
の
場
が
あ
る

よ
う
に
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
で
は
二
つ
の
違
う
タ
イ

プ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
た
と
メ
ロ
ー
ト

市
長
が
語
る
。
基
準
と
し
て
人

口
１
千
人
あ
た
り
に
３
５
０
平

方
メ
ー
ト
ル
販
売
面
積
が
考
え

ら
れ
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
で
は
そ
の
基
準
に
達
し
て

い
る
こ
と
が
市
の
目
標
だ
っ
た
。

　
メ
ロ
ー
ト
市
長
に
よ
る
と
、

特
に
少
子
高
齢
化
な
ど
の
人
口

推
移
に
あ
わ
せ
て
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る
食
料
供
給

を
各
町
に
十
分
に
確
保
し
て
い

る
の
が
重
要
で
、
バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
の
隣
の
町
で
も

そ
の
基
準
を
達
成
さ
せ
る
た
め
、

ミ
ュ
ン
ス
タ
タ
ー
ル
の
周
辺
等

で
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
し
て
き
た
。

　
今
ま
で
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
に
あ
る
二
つ
の
大
規

模
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
競

争
し
、
様
々
な
投
資
を
し
、
増

築
も
し
た
。そ
れ
は
市
民
に
と
っ

て
は
有
益
で
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
広
報
誌
で
メ
ロ
ー

ト
市
長
が
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
て
い
る
。

↑韓国で人気の高いオルレコース「奥豊後（朝地～竹田）」

第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会

　
竹
田
市
が
目
指
す
べ
き
観
光
と

は
一
体
ど
の
よ
う
な
観
光
で
し
ょ
う

か
。

　
観
光
客
が
竹
田
な
ら
で
は
の
魅

力
に
導
か
れ
、
一
度
限
り
で
は
な
く

幾
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
、
そ
の
場
限
り
で
は
な
い
「
持
続

可
能
な
」
観
光
を
実
現
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
竹
田
市
の
貴
重

な
文
化
資
源
、
豊
か
な
自
然
を
守

り
な
が
ら
観
光
客
を
受
け
入
れ
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
議
論
す
べ

く
、
平
成
25
年
９
月
25
日
〜
27
日

に
韓
国
と
日
本
全
国
か
ら
観
光
や

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
者
が
集
い
「
第

２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
は
？

　「
持
続
可
能
な
観
光
・
交
流
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
韓
国
を
中
心
と
し

た
ア
ジ
ア
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
迎
え
入
れ
る

皆
さ
ん
が
「
あ
の
お
客
様
が
来
て
く

れ
て
良
か
っ
た
」
そ
し
て
竹
田
市
を

訪
れ
た
観
光
客
が
「
竹
田
市
に
来
て

良
か
っ
た
」
と
、
互
い
に
価
値
観
、
感

情
を
共
有
す
る
、つ
ま
り
「
フ
ェ
ア

【
公
平
】」
な
関
係
を
目
指
し
、
そ
の

た
め
の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
回
大
会
は
平
成
24
年
に
韓

国
の
南
海
群
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
韓
国
で
は
観
光
に
つ
い
て
先
進

的
な
考
え
を
持
つ
若
者
が
増
え
て

お
り
、
農
村
地
域
、
過
疎
地
域
な
ら

で
は
の
魅
力
を
活
か
し
た
持
続
可

能
な
観
光
に
つ
い
て
も
様
々
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

韓
国
に
お
い
て
、
今
竹
田
市
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
で
流
行
し
て

い
る
オ
ル
レ
（※

）
の
奥
豊
後
コ
ー

ス
は
、
実
は
九
州
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の

中
で
ず
ば
抜
け
た
人
気
を
誇
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
韓
国
で
の
竹
田
の

認
知
度
は
高
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
外
部
か
ら
見
た
竹
田
の
魅
力
や

課
題
を
知
り
、
韓
国
や
日
本
の
先
進

事
例
を
学
ぶ
こ
と
で
、
今
後
竹
田
市

が
歩
む
べ
き
観
光
形
態
を
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
く
場
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※

オ
ル
レ
と
は
、
韓
国
で
広
ま
っ
て

い
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
総

称
。
自
然
や
景
色
を
五
感
で
感

じ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
楽
し

む
と
こ
ろ
が
特
徴
。

竹
田
市
で
日
本
初
の
国
際
大
会

参加企業
募集中！

な
　
め

レ
ー
ヴ
ェ
ー
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竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

生き活き

起
興 生き活き興起雇用創出大作戦！

第９回「合同企業面接相談会」を開催します

厚生労働省パッケージ事業　あなたが開ける　チャンスの扉！

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

♯43 「手作りの風景」
東京大学大学院　景観研究室　修士２年　高橋朋子　TOMOKO  TAKAHASHI

　
昨
年
度
は
竹
田
を
訪
れ
る
機
会
に
２
度
恵
ま
れ
ま
し
た
。
１
度
目
に

訪
れ
た
時
は
、
志
土
知
の
暮
ら
し
と
風
景
の
変
遷
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
う
た
め
、
志
土
知
の
住
民
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
お
話
を

聞
い
て
気
付
い
た
こ
と
の
１
つ
に
、
風
景
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
も
住

民
が
協
力
し
て
道
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う
と
い
う
変
わ
ら
な
い
営
み

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
３
月
に
研
究
報
告
会
を
行
う
た
め
２
度
目
に
志
土
知
を
訪
れ

た
時
も
、会
場
で
あ
る
公
民
館
に
向
か
う
途
中
、秋
に
お
話
し
し
た
方
々

が
道
路
の
傍
ら
で
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
道
路

を
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
て
い
た
竹
を
撤
去
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
報
告
会
に
は
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
り
公
民
館
は
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
報
告
会
に
向
け
て
作
成
し
た
１
０
０
０
分
の
１
で
志
土

地
の
地
形
を
表
し
た
模
型
に
つ
い
て
感
想
を
下
さ
っ
た
り
、
研
究
発
表

を
熱
心
に
聞
い
て
下
さ
っ
た
り
し
て
い
た
様
子
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
志
土
知
の
女
性
の
方
々
が
作
っ
て
下
さ
っ
た
た

く
さ
ん
の
料
理
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
非
常
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
一
体
感
の
あ
る
報
告
会
で
し
た
。

　
そ
の
報
告
会
を
終
え
て
、
改
め
て
志
土
知
の
方
々
の
地
域
の
活
動
に

対
す
る
協
力
的
な
姿
勢
と
団
結
力
を
感
じ
ま
し
た
。
志
土
知
の
方
々
の

こ
の
一
体
感
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
な
と
考
え
た
時
、
日
頃
の
地
域
の

活
動
を
支
え
る
営
み
に
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
東
京
を
は
じ
め
多
く
の
都
市
で
は
地
縁
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
言

わ
れ
、
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま

で
地
縁
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
実
感
を
持
て
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
志
土
知
を
訪
れ
て
地
縁
と
い
う
も
の
が
何
と
な

く
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
現
れ
方
は
地
域

に
よ
っ
て
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
土
地

を
大
切
に
育
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ

ろ
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。
報
告
会
後
の
懇
親
会
で
頂
い
た
志
土
知
の

方
々
の
手
作
り
の
料
理
を
温
か
く
特
別
に
感
じ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

住
民
の
手
で
大
切
に
作
ら
れ
て
き
た
志
土
知
の
風
景
に
は
心
を
動
か
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　竹田市経済活性化促進協議会が平成23年７月から実施して
いるパッケージ事業（地域雇用創造推進事業）は①雇用拡大メ
ニュー（事業主向け）、②人材育成メニュー（求職者向け）、③就
職促進メニュー（就職面接相談会）などの事業内容により、そ
れぞれ　①事業の拡大、新事業の展開支援、②地域で求められ
ている人材の育成、③地域求職者の就職促進を図り就職面接会
の開催などによる雇用機会の増大や雇用の創出を目指していま
すが、これまでもこの紙面にて重点分野である○地域福祉・介
護　○健康づくり指導者の養成　○環境・エネルギーなど各分
野に於ける人材育成セミナーの内容や開催状況をお知らせして
きました。

求職者と企業・事業所のマッチングの場を提供
　今回は就職促進メニューについて紹介させていただきます。
このメニューでは、地域内の事業所や企業への就職を促すため
求人情報の収集・提供などを行い、ハローワークと提携して「合
同企業面接相談会」を開催。求職者と企業・事業所のマッチン
グの場として平成23年から８回開催してきました。地域内で就
職（転職を含む）を希望する市民が、同一会場内で複数の事
業所の担当者と直接、就職に関する情報や事業所の概要を聞く
事が出来ることから求職者、事業所側双方共にこの機会を活用
されています。
　毎回約20の事業所・企業と20～ 50名の求職者が参加され

第９回　合同企業面接相談会
日　時　８月16日（金）　13時～15時30分
場　所　竹田市総合社会福祉センター
　　　　（竹田市大字会々1650番地：竹田市役所隣）

　お問い合わせは、竹田市経済活性化促進協議会
　　　　　　　　   活性化推進室　☎62-2122まで

ており、これまでに42名の方がこの相談会を利用し就職されました。

ＵＩＪターン　大歓迎
　最近では県外で就職されている家族が「竹田市に帰りたいとい
うので求人情報を聞きに来た」という方も見られます。この相談会
は前述したように同じ会場で複数の事業所の様子を聞くことが出
来ますが、その場で採用の可否を決めるものではありませんので
積極的に複数の事業所のお話を聞くことをおすすめしています。
　参加される企業や事業所は開催毎に異なりますが、製造業、
宿泊サ－ビス業、生活関連サービス業、小売業、電器ガス水道
業、医療・福祉関係など多岐に亘っています。仕事をお探しの
方、転職をお考えの方などお気軽にご参加ください。
　会場では当事業が実施しています人材育成セミナーの開催内
容などの説明も行っていますので、こちらもお気軽にお立ち寄りく
ださい。

食料供給アップ・雇用創出アップ
―バート・クロツィンゲン市でスーパーが再開―

　
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

で
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
と
い
う
会
社
が
、

以
前
か
ら
あ
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
５
月
に

再
開
し
た
。
10
年
前
、
最
初
の

大
規
模
小
売
業
者
（
つ
ま
り
商

品
類
が
多
い
）
と
し
て
Ｒ
Ｅ
Ｗ

Ｅ
社
が
１
６
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
を
占
め
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

そ
れ
以
来
、
人
口
の
増
加
に
つ

れ
て
、
食
料
ニ
ー
ズ
が
高
く
な

り
、
競
争
も
激
し
く
な
っ
た
た

め
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
面
積
は
２
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
約
２
万
類
の

商
品
が
売
り
出
さ
れ
、
52
名
の

雇
用
が
創
出
で
き
た
。

　
一
般
的
に
、ド
イ
ツ
で
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
２
種
類
に

区
別
さ
れ
て
い
る
。

①「
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト

ア
」…

低
価
格
で
商
品
類
は

１
０
０
０
〜
２
０
０
０
種
類

く
ら
い
の
規
模

②「
小
売
店
」…

約
２
万
種
類
の

商
品
が
売
り
出
さ
れ
、
高
級
で

珍
し
い
物
も
購
入
が
で
き
る
。

　
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

で
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

と
小
売
店
の
両
方
が
あ
り
、
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
取
れ
て
い
る
。

競
争
力
が
高
い
ド
イ
ツ
で
は
、

時
代
と
共
に
小
売
会
社
の
数
が

少
な
く
な
っ
た
。消
費
者
に
と
っ

て
最
も
良
い
供
給
の
場
が
あ
る

よ
う
に
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
で
は
二
つ
の
違
う
タ
イ

プ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
た
と
メ
ロ
ー
ト

市
長
が
語
る
。
基
準
と
し
て
人

口
１
千
人
あ
た
り
に
３
５
０
平

方
メ
ー
ト
ル
販
売
面
積
が
考
え

ら
れ
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
で
は
そ
の
基
準
に
達
し
て

い
る
こ
と
が
市
の
目
標
だ
っ
た
。

　
メ
ロ
ー
ト
市
長
に
よ
る
と
、

特
に
少
子
高
齢
化
な
ど
の
人
口

推
移
に
あ
わ
せ
て
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る
食
料
供
給

を
各
町
に
十
分
に
確
保
し
て
い

る
の
が
重
要
で
、
バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
の
隣
の
町
で
も

そ
の
基
準
を
達
成
さ
せ
る
た
め
、

ミ
ュ
ン
ス
タ
タ
ー
ル
の
周
辺
等

で
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
し
て
き
た
。

　
今
ま
で
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
に
あ
る
二
つ
の
大
規

模
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
競

争
し
、
様
々
な
投
資
を
し
、
増

築
も
し
た
。そ
れ
は
市
民
に
と
っ

て
は
有
益
で
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
広
報
誌
で
メ
ロ
ー

ト
市
長
が
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
て
い
る
。

↑韓国で人気の高いオルレコース「奥豊後（朝地～竹田）」

第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会

　
竹
田
市
が
目
指
す
べ
き
観
光
と

は
一
体
ど
の
よ
う
な
観
光
で
し
ょ
う

か
。

　
観
光
客
が
竹
田
な
ら
で
は
の
魅

力
に
導
か
れ
、
一
度
限
り
で
は
な
く

幾
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
、
そ
の
場
限
り
で
は
な
い
「
持
続

可
能
な
」
観
光
を
実
現
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
竹
田
市
の
貴
重

な
文
化
資
源
、
豊
か
な
自
然
を
守

り
な
が
ら
観
光
客
を
受
け
入
れ
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
議
論
す
べ

く
、
平
成
25
年
９
月
25
日
〜
27
日

に
韓
国
と
日
本
全
国
か
ら
観
光
や

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
者
が
集
い
「
第

２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
は
？

　「
持
続
可
能
な
観
光
・
交
流
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
韓
国
を
中
心
と
し

た
ア
ジ
ア
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
迎
え
入
れ
る

皆
さ
ん
が
「
あ
の
お
客
様
が
来
て
く

れ
て
良
か
っ
た
」
そ
し
て
竹
田
市
を

訪
れ
た
観
光
客
が
「
竹
田
市
に
来
て

良
か
っ
た
」
と
、
互
い
に
価
値
観
、
感

情
を
共
有
す
る
、つ
ま
り
「
フ
ェ
ア

【
公
平
】」
な
関
係
を
目
指
し
、
そ
の

た
め
の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
回
大
会
は
平
成
24
年
に
韓

国
の
南
海
群
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
韓
国
で
は
観
光
に
つ
い
て
先
進

的
な
考
え
を
持
つ
若
者
が
増
え
て

お
り
、
農
村
地
域
、
過
疎
地
域
な
ら

で
は
の
魅
力
を
活
か
し
た
持
続
可

能
な
観
光
に
つ
い
て
も
様
々
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

韓
国
に
お
い
て
、
今
竹
田
市
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
で
流
行
し
て

い
る
オ
ル
レ
（※

）
の
奥
豊
後
コ
ー

ス
は
、
実
は
九
州
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の

中
で
ず
ば
抜
け
た
人
気
を
誇
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
韓
国
で
の
竹
田
の

認
知
度
は
高
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
外
部
か
ら
見
た
竹
田
の
魅
力
や

課
題
を
知
り
、
韓
国
や
日
本
の
先
進

事
例
を
学
ぶ
こ
と
で
、
今
後
竹
田
市

が
歩
む
べ
き
観
光
形
態
を
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
く
場
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※

オ
ル
レ
と
は
、
韓
国
で
広
ま
っ
て

い
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
総

称
。
自
然
や
景
色
を
五
感
で
感

じ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
楽
し

む
と
こ
ろ
が
特
徴
。

竹
田
市
で
日
本
初
の
国
際
大
会

参加企業
募集中！

な
　
め

レ
ー
ヴ
ェ
ー
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

今月の読み聞かせ

司書のおすすめ

竹田市民なら知っておきたい！

　
荻
地
域
に
あ
る
唯
一
の
保
育
所
で

す
。
広
々
と
し
た
園
庭
で
０
歳
児
〜

５
歳
児
ま
で
96
名
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。
年
長

組
に
な
る
と
小
さ
い
組
の
お
世
話
を

す
る
の
も
上
手
に
な
り
、
お
兄
ち
ゃ

ん
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
大
は
り
き
り

で
す
。

【
外
遊
び
】
写
真
①

　
子
ど
も
た
ち
は
、
遊
具
遊
び
や
虫

と
り
、
砂
遊
び
、
サ
ッ
カ
ー
、
木
登

り
な
ど
友
だ
ち
と
一
緒
に
好
き
な
遊

び
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
に
と
っ
て
遊
び
は
と
て

も
重
要
で
、
遊
び
の
中
か
ら
色
々
な

経
験
を
し
て
、
時
に
は
ケ
ン
カ
す
る

事
も
あ
る
け
ど
喜
怒
哀
楽
を
表
現
し

な
が
ら
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
り
方
を
学
習
し
、
心
豊
か
に

育
っ
て
い
ま
す
。

【
プ
ー
ル
遊
び
】
写
真
②

　
当
園
に
は
、
ろ
過
機
の
つ
い
た
立

派
な
広
い
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
今

年
も
７
月
10
日
に
プ
ー
ル
開
き
を
し

て
、
今
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
上
手
に
泳
げ
る
友
だ
ち

に
刺
激
さ
れ
、
最
初
は
顔
に
水
が
か

か
る
と
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も
も
、
み

ん
な
と
一
緒
に
手
を
つ
な
い
で
肩
ま

で
入
り
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
顔
つ
け
て
み

て
」
と
い
う
声
で
少
し
ず
つ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
特
に
お
気
に
入
り

は
、
み
ん
な
で
歩
い
て
作
る〝
流
れ
る

プ
ー
ル
〞で
す
。

【
誕
生
会
】

　
毎
月
末
に
ホ
ー
ル
で
誕
生
会
。
胸

を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
な
が
ら
み
ん
な
の

前
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
ま
す
。
当

番
の
先
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
楽
し

み
で
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
楽
器
演
奏
、

手
品
な
ど
瞳
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
見

て
い
ま
す
。

【
丈
夫
な
足
腰
　ぞ
う
き
ん
が
け
】

　
年
長
児
は
広
い
ホ
ー
ル
の
ぞ
う
き

ん
が
け
を
し
ま
す
。
春
の
頃
は
フ
ラ

フ
ラ
し
て
い
た
足
腰
も
、
今
で
は
と

て
も
丈
夫
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
床

も
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
一
石
二
鳥
で
す
。

【
地
域
の
方
と
の
交
流
】

　
地
区
の
体
育
祭
や
防
火
パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
し
ら
ゆ
り
」
や
「
荻
の
苑
」
へ
慰
問

し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

交
流
し
優
し
い
心
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

【
食
育
活
動
】

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
サ
ツ
マ

イ
モ
を
育
て
て
い
ま
す
。
夏
野
菜
の

カ
レ
ー
作
り
や
、
秋
に
は
落
葉
を
集

め
て
作
る
焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
季
節
を
感

じ
収
穫
の
喜
び
や
食
べ
る
事
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　「
よ
く
遊
び
　
よ
く
食
べ
　
よ
く

眠
る
」

　
生
き
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
欲
し
い

と
願
い
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

（
赤
木
真
由
美
）

↑外遊び（写真①）

↑プール遊び（写真②）

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
市
立
荻
保
育
所

8

新刊のご案内

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

1
8
15
22
29

7
14
21
28

3
10
17
24
31

5
12
19
26

6
13
20
27

【一般の本】
・巨鯨の海（光文社） 伊東　　潤
・ホテルローヤル（集英社） 桜木　紫乃
・夜の底は柔らかな幻　上、下巻（文芸春秋） 恩田　　陸
・ヨハネスブルグの天使たち（早川書房） 宮内　悠介
・風が草木にささやいた（幻戯書房） 池部　　良
・川端康成伝－双面の人－　（中央公論新社） 小谷野　敦
・失われた近代を求めて２（朝日新聞出版） 橋本　　治
・森の動物図鑑（東京書籍） 本山　賢司
・パンケーキ－34style（アップルミンツ） 高橋　教子
・３歳までの子育てに大切なたった５つのこと（講談社） 佐々木正美

【子どもの本】
・農家になろう　全５巻（農村漁村文化協会） 農文協
・くじゃくの花火（ひくまの出版） かるべめぐみ
・はるかなるアフガニスタン（講談社） アンドリュー・クレメンツ
・トリックアートおばけやしき（あかね書房） 北岡　明佳
・ともちゃんのおへそ（夢工房） みねだとしゆき

他 50 冊ほど入りました。

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

○ブックスタート ８月７日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
８月のおはなしルームは夏休みなのでお休みとなります。

夏休みは涼しい図書館で過ごしてみませんか！ 本だけでなく、新聞や
雑誌、コミックなどもたくさんありますよー。楽しい図書館へぜひお出
かけください。お待ちしています!!

８　月
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↑岡城跡にある「長井戸」

　
近
戸
門
か
ら
七
曲
り
を
下
り
て

総
役
所
跡
（
駐
車
場
）
に
向
か
う

と
、
通
路
に
沿
っ
て
長
さ
約
４
㍍

の
細
長
い
水
溜
ま
り
が
あ
り
ま

す
。「
長
井
戸
」
と
呼
ば
れ
、
阿

蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
粘
土
質
の
堆
積

層
の
上
部
か
ら
染
み
出
た
水
が
一

年
中
涸
れ
る
こ
と
な
く
満
ち
て
い

ま
す
。
こ
の
水
は
、
由
学
館
（
旧

竹
田
小
学
校
）
の
途
中
に
あ
っ
た

田
近
屋
敷
へ
と
側
溝
で
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
窪
ん
だ
崖
面
に
は
、
タ
バ
コ
に

似
た
葉
を
も
つ
の
で
「
岩
煙
草
」

と
名
付
け
ら
れ
た
緑
色
の
葉
が
垂

れ
下
が
っ
て
生
え
て
い
ま
す
。
本

州
、
四
国
、
九
州
、
南
西
諸
島
に

分
布
し
、
台
湾
に
も
見
ら
れ
る
多

年
草
で
す
。
葉
身
は
長
さ
６
〜

15
㌢
で
、
８
月
頃
に
高
さ
10
〜

20
㌢
の
花
茎
を
出
し
て
薄
紫
の
可

憐
な
花
を
つ
け
ま
す
。
タ
バ
コ
に

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
若
葉
は
山
菜

と
し
て
食
べ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
３
〜
４
月
頃
に
長
井
戸
の
水
の

中
を
覗
き
込
む
と
巨
大
な
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
の
卵
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
卵
が
孵
化
す
る
と

オ
オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼

生
と
な
り
ま
す
。
大
分
・
宮
崎
・

熊
本
・
高
知
県
の
一
部
地
域
に
の

み
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
環
境

省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
分
県
で
は

「
佐
伯
城
山
の
オ
オ
イ
タ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
」、大
分
市
で
は
「
オ

オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
及
び
生

息
地
」
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
成
体
の
体
長
は
、
10

〜
17
㌢
、
体
側
面
に
皺
が
あ
り
、

背
面
の
色
彩
は
黄
褐
色
で
、
黒
い

斑
点
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は
、
山

大人の本

子どもの本

「土の学校」

「ともちゃんのおへそ」

（木村　秋則／幻冬舎）

（増田　昭一・原作　杉山　春・文／夢工房）

　農薬も肥料も使わないリンゴ栽培に成功した「奇跡のリン
ゴ」の木村秋則さんが土は何から作られているか？なぜ土の
温度を測るのか？など足元に広がる「宇宙」の秘密を語る一
冊。命が生まれ、育まれ、そして還っていく場所、土のすご
い力に気づき、農薬要らずの栽培を可能にした10年を語る
本です。

　戦争が終わったあと、中国の満州のある収容所にいたと
もちゃんという男の子は毎日夕方になると庭にあるお母さ
んのお墓まで出かけて「おへそ」をのぞきます。その「お
へそ」とは実は大好きなお母さんの顔だったのです！戦争
を知らない今の子どもたちに、この本を読んで欲しいと思
いました……。お父さん、お母さんと一緒にぜひ読んでみ
てください。

中
で
生
息
し
て
い
ま
す
が
産
卵
の

時
期
に
な
る
と
市
内
の
池
や
側
溝

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
竹
田
奇
聞
」
に
は
、
岡
城
下

の
七
不
思
議
の
ひ
と
つ
に
「
長
井

戸
八
尺
女
」の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
井
戸
に
は
、
昔
殿
様
の
勘
気

24

長
井
戸
の
秘
密

に
ふ
れ
て
城
か
ら
追
い
出
さ
れ
た

女
の
怨
霊
が
出
て
く
る
よ
う
で
、

そ
の
女
の
身
の
丈
は
、
八
尺
（
約

２
㍍
40
㌢
）
も
あ
る
よ
う
に
見
え

た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
女
の
霊

を
弔
う
た
め
に
井
戸
に
観
音
像
を

沈
め
た
そ
う
で
す
。（
佐
伯
　
治
）
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

今月の読み聞かせ

司書のおすすめ

竹田市民なら知っておきたい！

　
荻
地
域
に
あ
る
唯
一
の
保
育
所
で

す
。
広
々
と
し
た
園
庭
で
０
歳
児
〜

５
歳
児
ま
で
96
名
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。
年
長

組
に
な
る
と
小
さ
い
組
の
お
世
話
を

す
る
の
も
上
手
に
な
り
、
お
兄
ち
ゃ

ん
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
大
は
り
き
り

で
す
。

【
外
遊
び
】
写
真
①

　
子
ど
も
た
ち
は
、
遊
具
遊
び
や
虫

と
り
、
砂
遊
び
、
サ
ッ
カ
ー
、
木
登

り
な
ど
友
だ
ち
と
一
緒
に
好
き
な
遊

び
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
に
と
っ
て
遊
び
は
と
て

も
重
要
で
、
遊
び
の
中
か
ら
色
々
な

経
験
を
し
て
、
時
に
は
ケ
ン
カ
す
る

事
も
あ
る
け
ど
喜
怒
哀
楽
を
表
現
し

な
が
ら
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
り
方
を
学
習
し
、
心
豊
か
に

育
っ
て
い
ま
す
。

【
プ
ー
ル
遊
び
】
写
真
②

　
当
園
に
は
、
ろ
過
機
の
つ
い
た
立

派
な
広
い
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
今

年
も
７
月
10
日
に
プ
ー
ル
開
き
を
し

て
、
今
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
上
手
に
泳
げ
る
友
だ
ち

に
刺
激
さ
れ
、
最
初
は
顔
に
水
が
か

か
る
と
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も
も
、
み

ん
な
と
一
緒
に
手
を
つ
な
い
で
肩
ま

で
入
り
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
顔
つ
け
て
み

て
」
と
い
う
声
で
少
し
ず
つ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
特
に
お
気
に
入
り

は
、
み
ん
な
で
歩
い
て
作
る〝
流
れ
る

プ
ー
ル
〞で
す
。

【
誕
生
会
】

　
毎
月
末
に
ホ
ー
ル
で
誕
生
会
。
胸

を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
な
が
ら
み
ん
な
の

前
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
ま
す
。
当

番
の
先
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
楽
し

み
で
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
楽
器
演
奏
、

手
品
な
ど
瞳
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
見

て
い
ま
す
。

【
丈
夫
な
足
腰
　ぞ
う
き
ん
が
け
】

　
年
長
児
は
広
い
ホ
ー
ル
の
ぞ
う
き

ん
が
け
を
し
ま
す
。
春
の
頃
は
フ
ラ

フ
ラ
し
て
い
た
足
腰
も
、
今
で
は
と

て
も
丈
夫
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
床

も
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
一
石
二
鳥
で
す
。

【
地
域
の
方
と
の
交
流
】

　
地
区
の
体
育
祭
や
防
火
パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
し
ら
ゆ
り
」
や
「
荻
の
苑
」
へ
慰
問

し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

交
流
し
優
し
い
心
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

【
食
育
活
動
】

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
サ
ツ
マ

イ
モ
を
育
て
て
い
ま
す
。
夏
野
菜
の

カ
レ
ー
作
り
や
、
秋
に
は
落
葉
を
集

め
て
作
る
焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
季
節
を
感

じ
収
穫
の
喜
び
や
食
べ
る
事
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　「
よ
く
遊
び
　
よ
く
食
べ
　
よ
く

眠
る
」

　
生
き
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
欲
し
い

と
願
い
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

（
赤
木
真
由
美
）

↑外遊び（写真①）

↑プール遊び（写真②）

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
市
立
荻
保
育
所

8

新刊のご案内

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

1
8
15
22
29

7
14
21
28

3
10
17
24
31

5
12
19
26

6
13
20
27

【一般の本】
・巨鯨の海（光文社） 伊東　　潤
・ホテルローヤル（集英社） 桜木　紫乃
・夜の底は柔らかな幻　上、下巻（文芸春秋） 恩田　　陸
・ヨハネスブルグの天使たち（早川書房） 宮内　悠介
・風が草木にささやいた（幻戯書房） 池部　　良
・川端康成伝－双面の人－　（中央公論新社） 小谷野　敦
・失われた近代を求めて２（朝日新聞出版） 橋本　　治
・森の動物図鑑（東京書籍） 本山　賢司
・パンケーキ－34style（アップルミンツ） 高橋　教子
・３歳までの子育てに大切なたった５つのこと（講談社） 佐々木正美

【子どもの本】
・農家になろう　全５巻（農村漁村文化協会） 農文協
・くじゃくの花火（ひくまの出版） かるべめぐみ
・はるかなるアフガニスタン（講談社） アンドリュー・クレメンツ
・トリックアートおばけやしき（あかね書房） 北岡　明佳
・ともちゃんのおへそ（夢工房） みねだとしゆき

他 50 冊ほど入りました。

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

○ブックスタート ８月７日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
８月のおはなしルームは夏休みなのでお休みとなります。

夏休みは涼しい図書館で過ごしてみませんか！ 本だけでなく、新聞や
雑誌、コミックなどもたくさんありますよー。楽しい図書館へぜひお出
かけください。お待ちしています!!

８　月

2
9
16
23
30

4
11
18
25

↑岡城跡にある「長井戸」

　
近
戸
門
か
ら
七
曲
り
を
下
り
て

総
役
所
跡
（
駐
車
場
）
に
向
か
う

と
、
通
路
に
沿
っ
て
長
さ
約
４
㍍

の
細
長
い
水
溜
ま
り
が
あ
り
ま

す
。「
長
井
戸
」
と
呼
ば
れ
、
阿

蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
粘
土
質
の
堆
積

層
の
上
部
か
ら
染
み
出
た
水
が
一

年
中
涸
れ
る
こ
と
な
く
満
ち
て
い

ま
す
。
こ
の
水
は
、
由
学
館
（
旧

竹
田
小
学
校
）
の
途
中
に
あ
っ
た

田
近
屋
敷
へ
と
側
溝
で
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
窪
ん
だ
崖
面
に
は
、
タ
バ
コ
に

似
た
葉
を
も
つ
の
で
「
岩
煙
草
」

と
名
付
け
ら
れ
た
緑
色
の
葉
が
垂

れ
下
が
っ
て
生
え
て
い
ま
す
。
本

州
、
四
国
、
九
州
、
南
西
諸
島
に

分
布
し
、
台
湾
に
も
見
ら
れ
る
多

年
草
で
す
。
葉
身
は
長
さ
６
〜

15
㌢
で
、
８
月
頃
に
高
さ
10
〜

20
㌢
の
花
茎
を
出
し
て
薄
紫
の
可

憐
な
花
を
つ
け
ま
す
。
タ
バ
コ
に

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
若
葉
は
山
菜

と
し
て
食
べ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
３
〜
４
月
頃
に
長
井
戸
の
水
の

中
を
覗
き
込
む
と
巨
大
な
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
の
卵
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
卵
が
孵
化
す
る
と

オ
オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼

生
と
な
り
ま
す
。
大
分
・
宮
崎
・

熊
本
・
高
知
県
の
一
部
地
域
に
の

み
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
環
境

省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
分
県
で
は

「
佐
伯
城
山
の
オ
オ
イ
タ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
」、大
分
市
で
は
「
オ

オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
及
び
生

息
地
」
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
成
体
の
体
長
は
、
10

〜
17
㌢
、
体
側
面
に
皺
が
あ
り
、

背
面
の
色
彩
は
黄
褐
色
で
、
黒
い

斑
点
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は
、
山

大人の本

子どもの本

「土の学校」

「ともちゃんのおへそ」

（木村　秋則／幻冬舎）

（増田　昭一・原作　杉山　春・文／夢工房）

　農薬も肥料も使わないリンゴ栽培に成功した「奇跡のリン
ゴ」の木村秋則さんが土は何から作られているか？なぜ土の
温度を測るのか？など足元に広がる「宇宙」の秘密を語る一
冊。命が生まれ、育まれ、そして還っていく場所、土のすご
い力に気づき、農薬要らずの栽培を可能にした10年を語る
本です。

　戦争が終わったあと、中国の満州のある収容所にいたと
もちゃんという男の子は毎日夕方になると庭にあるお母さ
んのお墓まで出かけて「おへそ」をのぞきます。その「お
へそ」とは実は大好きなお母さんの顔だったのです！戦争
を知らない今の子どもたちに、この本を読んで欲しいと思
いました……。お父さん、お母さんと一緒にぜひ読んでみ
てください。

中
で
生
息
し
て
い
ま
す
が
産
卵
の

時
期
に
な
る
と
市
内
の
池
や
側
溝

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
竹
田
奇
聞
」
に
は
、
岡
城
下

の
七
不
思
議
の
ひ
と
つ
に
「
長
井

戸
八
尺
女
」の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
井
戸
に
は
、
昔
殿
様
の
勘
気

24

長
井
戸
の
秘
密

に
ふ
れ
て
城
か
ら
追
い
出
さ
れ
た

女
の
怨
霊
が
出
て
く
る
よ
う
で
、

そ
の
女
の
身
の
丈
は
、
八
尺
（
約

２
㍍
40
㌢
）
も
あ
る
よ
う
に
見
え

た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
女
の
霊

を
弔
う
た
め
に
井
戸
に
観
音
像
を

沈
め
た
そ
う
で
す
。（
佐
伯
　
治
）
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竹田市安心住まい改修支援事業

■

高
齢
者
安
心
住
ま
い
改
修

■

支
援
事
業（

簡
易
耐
震
改
修
型
）

世
帯
要
件
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
い
る
世
帯

住
宅
要
件
　
高
齢
者
世
帯
が
居
住

す
る
住
宅
で
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
戸

建
て
住
宅

対
象
工
事
　
高
齢
者
用
の
寝
室
及

び
居
間
の
耐
震
補
強
工
事
（
20

万
円
未
満
の
工
事
は
補
助
対
象

外
）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費
の

50
％
（
限
度
額
は
、
寝
室
及
び
居

間
の
補
強
30
万
円
、
寝
室
の
み
の

補
強
15
万
円
）

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
建
設
課
　
建
築
係

　
☎
６
３-

４
８
０
８

■

高
齢
者
安
心
住
ま
い
改
修

■

支
援
事
業

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
型
）

世
帯
要
件
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
い
る
世
帯
で
世
帯
員
全
員
の

前
年
の
収
入
総
額
が
５
０
０
万

円
未
満
（
高
齢
者
と
高
齢
者
以

外
か
ら
な
る
世
帯
の
収
入
に
は
、

公
的
年
金
等
を
除
く
）

住
宅
要
件
　
高
齢
者
世
帯
が
居
住

す
る
住
宅

対
象
工
事
　
高
齢
者
用
の
寝
室
の

増
築
及
び
内
装
改
修
工
事
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
等
（
30
万
円

未
満
の
工
事
は
補
助
対
象
外
）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費
の

15
％
（
限
度
額
30
万
円
）

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
福
祉
事
務
所
　
福
祉
係

　
☎
６
３-

４
８
１
１

■

子
育
て
安
心
住
ま
い
改
修

■

支
援
事
業

世
帯
要
件
　
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
で
世
帯
員
全
員
の

前
年
の
収
入
総
額
が
６
５
０
万

円
未
満

住
宅
要
件
　
子
育
て
世
帯
が
居
住

す
る
住
宅

対
象
工
事
　
子
ど
も
部
屋
の
増
築
、

間
取
り
の
変
更
、
内
装
改
修
工

事
等
（
30
万
円
未
満
の
工
事
は

補
助
対
象
外
）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費
の

15
％
（
限
度
額
30
万
円
）

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
福
祉
事
務
所
　
子
育
て

支
援
係
　
☎
６
３-

４
８
１
１

竹
田
市
安
心
住
ま
い
改
修
支
援
事
業

竹田温泉「花水月」２年連続10万人達成！  感謝イベント第２弾!!

建築防災セミナー講習会
期　日　９月８日（日）　14:00～16:30
会　場　竹田商工会議所２階ホール
内　容　①講演会　大分県防災活動支援セミナー
　　　　　　　　　事務局長　清松幸生氏
　　　　②救急救命講習（竹田市消防署）　先着50名
申込み　８月20日（火）締切
●お問い合せ　公社）大分県建築士会竹田支部
　　　　　　　☎62-3711（午前中のみ）

  竹田市観光キャンペーンレディ（竹田）

首藤麻美香 
Mamika Shuto
①直入町　②1987（S62. 11. 23生　25
歳）　③会社員・ライフセーバー　④
ボディボード、水泳、ドライブ　⑤竹
田市出身ということもあり、地元の魅
力をたくさんの人に知ってもらいたい
と思ったからです。   ⑥岡城跡、長湯ダ
ム湖、久住高原　⑦エノハの唐揚げ、
かもみそ、パイナップルとチョコレー
ト　⑧むげねぇ　⑨今回は、竹田市の
キャンペーンレディに任命していただ
き、ありがとうございます。この１年
間、竹田市に貢献できるよう努力し、
精一杯頑張ります。   ⑩竹田市のキャン
ペーンレディとして恥じないよう行動
し、竹田市の魅力を発信していきたい
です！　⑪次の世代に残せるような、
また歴史をつなげられるような仕事を
していきたいです。

  竹田市観光キャンペーンレディ（福岡）

松下奈々美 
Nanami Matsushita
①福岡県春日市　②1993（H５. １. ７
生　20歳）　③ネイリスト　④釣り　
⑤このチャンスをきっかけに色々な方
と交流し、福岡と竹田を結ぶ架け橋に
なっていきたいと思ったからです。　
⑥ガニ湯、白水ダム　⑦ソフトクリー
ム、寿司、米　⑨竹田市の素晴らしい
所をPRし、たくさんの方に知っていた
だけるよう、務めさせていただきたい
です。   ⑩私自身、福岡出身ということ
もあり、竹田市の素晴らしいところを
知っていただき、福岡からもたくさん
の方に遊びに来てもらえるようPRして
いきたいです。   ⑪キャンペーンレディ
の経験を活かし、自分自身を高めてい
きたいと思います。大分県内と福岡市とその近郊に在住する方を対象に募集した３代目「竹田市観光キャン

ペーンレディ」に大分市の首藤麻美香さんと福岡県春日市の松下奈々美さんが決定し、
７月５日任命式が行われました。任期は１年間。
２人には竹田市主催の行事などで、観光や特産品、イベントなどの情報発信をしていた
だきます。『大好きな竹田をPRしたい』と、張り切っています。よろしくお願いします！

Questions
①出身地　②生年月日　③職業　④趣味　⑤応募した動機　⑥好きな竹田の観光地　⑦好きな食べ物　
⑧好きな竹田の方言　⑨自己PRをどうぞ　⑩観光キャンペーンレディの抱負　⑪将来の目標・夢は？

日　時　８月10日（土）　15：00開演
会　場　竹田温泉「花水月」１Ｆフロア
出演者　桂悠紀（マリンバ）  挾間真由実（ピアノ）
内　容　◇竹田の名曲シリーズ　｢荒城の月｣、｢犬のおまわりさん｣ほか
　　　　◇マリンバで奏でる名曲シリーズ　◇マリンバにふれる交流会
チケット　全席自由  小学生 300円、中学生以上 500円

応
援
し
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す

　
　「安
心
な
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ま
い
」

　
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
安
全
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保
や
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育
て
世
帯
の
住
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
、
竹
田
市
内
の
高
齢
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
が
行
う
住
宅
の

改
修
工
事
な
ど
に
補
助
す
る
３
つ
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

SUMMER CONCERT in ｢花水月｣

　マリンバの調べ　～マリンバ＆ピアノデュオ～

マリンバ奏者・桂悠紀さん

  ★スペシャルプレゼント!!　花水月無料入浴券（入浴券有効期限はチケット購入日～8/31㈯） 

●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807／竹田温泉「花水月」☎64-1126

マリンバ奏者、桂悠紀さん（26歳）は大分市出身。
大分県立芸術文化短期大学音楽科卒業。平成音楽大
学MPC科修了。その後、数多くのコンサートに出演
し、現在県内を中心に活躍しています。
「マリンバ」の起源は、アフリカにあると言われる
打楽器。５オクターブある音域の魅力と、優しくま
るみのある音は、聴衆の心を癒してくれるのです。

↑母・由美さん（旧姓岩村・62歳）
の故郷・竹田で初めての演奏を
楽しみにしているそうです！

ロケ地・八幡川横丁

笑
顔
で
「
竹
田
の
魅
力
」
を
届
け
ま
す
！

さ　い　き　ょ　う

「最強観光キャンペー
ンレディが

 揃いました ！ 」  （商工観光課長・談
）

全国レベルの
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竹田市安心住まい改修支援事業

■

高
齢
者
安
心
住
ま
い
改
修

■

支
援
事
業（

簡
易
耐
震
改
修
型
）

世
帯
要
件
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
い
る
世
帯

住
宅
要
件
　
高
齢
者
世
帯
が
居
住

す
る
住
宅
で
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
戸

建
て
住
宅

対
象
工
事
　
高
齢
者
用
の
寝
室
及

び
居
間
の
耐
震
補
強
工
事
（
20

万
円
未
満
の
工
事
は
補
助
対
象

外
）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費
の

50
％
（
限
度
額
は
、
寝
室
及
び
居

間
の
補
強
30
万
円
、
寝
室
の
み
の

補
強
15
万
円
）

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
建
設
課
　
建
築
係

　
☎
６
３-

４
８
０
８

■

高
齢
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安
心
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い
改
修

■

支
援
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業

（
バ
リ
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リ
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型
）

世
帯
要
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高
齢
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が
い
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世
帯
で
世
帯
員
全
員
の

前
年
の
収
入
総
額
が
５
０
０
万

円
未
満
（
高
齢
者
と
高
齢
者
以

外
か
ら
な
る
世
帯
の
収
入
に
は
、

公
的
年
金
等
を
除
く
）

住
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件
　
高
齢
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世
帯
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住
宅
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事
　
高
齢
者
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の
寝
室
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増
築
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び
内
装
改
修
工
事
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
等
（
30
万
円

未
満
の
工
事
は
補
助
対
象
外
）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費
の

15
％
（
限
度
額
30
万
円
）

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
福
祉
事
務
所
　
福
祉
係

　
☎
６
３-

４
８
１
１

■

子
育
て
安
心
住
ま
い
改
修

■

支
援
事
業

世
帯
要
件
　
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
で
世
帯
員
全
員
の

前
年
の
収
入
総
額
が
６
５
０
万

円
未
満

住
宅
要
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子
育
て
世
帯
が
居
住

す
る
住
宅

対
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工
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子
ど
も
部
屋
の
増
築
、

間
取
り
の
変
更
、
内
装
改
修
工

事
等
（
30
万
円
未
満
の
工
事
は

補
助
対
象
外
）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
工
事
費
の

15
％
（
限
度
額
30
万
円
）

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
福
祉
事
務
所
　
子
育
て

支
援
係
　
☎
６
３-

４
８
１
１

竹
田
市
安
心
住
ま
い
改
修
支
援
事
業

竹田温泉「花水月」２年連続10万人達成！  感謝イベント第２弾!!

建築防災セミナー講習会
期　日　９月８日（日）　14:00～16:30
会　場　竹田商工会議所２階ホール
内　容　①講演会　大分県防災活動支援セミナー
　　　　　　　　　事務局長　清松幸生氏
　　　　②救急救命講習（竹田市消防署）　先着50名
申込み　８月20日（火）締切
●お問い合せ　公社）大分県建築士会竹田支部
　　　　　　　☎62-3711（午前中のみ）

  竹田市観光キャンペーンレディ（竹田）

首藤麻美香 
Mamika Shuto
①直入町　②1987（S62. 11. 23生　25
歳）　③会社員・ライフセーバー　④
ボディボード、水泳、ドライブ　⑤竹
田市出身ということもあり、地元の魅
力をたくさんの人に知ってもらいたい
と思ったからです。   ⑥岡城跡、長湯ダ
ム湖、久住高原　⑦エノハの唐揚げ、
かもみそ、パイナップルとチョコレー
ト　⑧むげねぇ　⑨今回は、竹田市の
キャンペーンレディに任命していただ
き、ありがとうございます。この１年
間、竹田市に貢献できるよう努力し、
精一杯頑張ります。   ⑩竹田市のキャン
ペーンレディとして恥じないよう行動
し、竹田市の魅力を発信していきたい
です！　⑪次の世代に残せるような、
また歴史をつなげられるような仕事を
していきたいです。

  竹田市観光キャンペーンレディ（福岡）

松下奈々美 
Nanami Matsushita
①福岡県春日市　②1993（H５. １. ７
生　20歳）　③ネイリスト　④釣り　
⑤このチャンスをきっかけに色々な方
と交流し、福岡と竹田を結ぶ架け橋に
なっていきたいと思ったからです。　
⑥ガニ湯、白水ダム　⑦ソフトクリー
ム、寿司、米　⑨竹田市の素晴らしい
所をPRし、たくさんの方に知っていた
だけるよう、務めさせていただきたい
です。   ⑩私自身、福岡出身ということ
もあり、竹田市の素晴らしいところを
知っていただき、福岡からもたくさん
の方に遊びに来てもらえるようPRして
いきたいです。   ⑪キャンペーンレディ
の経験を活かし、自分自身を高めてい
きたいと思います。大分県内と福岡市とその近郊に在住する方を対象に募集した３代目「竹田市観光キャン

ペーンレディ」に大分市の首藤麻美香さんと福岡県春日市の松下奈々美さんが決定し、
７月５日任命式が行われました。任期は１年間。
２人には竹田市主催の行事などで、観光や特産品、イベントなどの情報発信をしていた
だきます。『大好きな竹田をPRしたい』と、張り切っています。よろしくお願いします！

Questions
①出身地　②生年月日　③職業　④趣味　⑤応募した動機　⑥好きな竹田の観光地　⑦好きな食べ物　
⑧好きな竹田の方言　⑨自己PRをどうぞ　⑩観光キャンペーンレディの抱負　⑪将来の目標・夢は？

日　時　８月10日（土）　15：00開演
会　場　竹田温泉「花水月」１Ｆフロア
出演者　桂悠紀（マリンバ）  挾間真由実（ピアノ）
内　容　◇竹田の名曲シリーズ　｢荒城の月｣、｢犬のおまわりさん｣ほか
　　　　◇マリンバで奏でる名曲シリーズ　◇マリンバにふれる交流会
チケット　全席自由  小学生 300円、中学生以上 500円
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SUMMER CONCERT in ｢花水月｣

　マリンバの調べ　～マリンバ＆ピアノデュオ～

マリンバ奏者・桂悠紀さん

  ★スペシャルプレゼント!!　花水月無料入浴券（入浴券有効期限はチケット購入日～8/31㈯） 

●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807／竹田温泉「花水月」☎64-1126

マリンバ奏者、桂悠紀さん（26歳）は大分市出身。
大分県立芸術文化短期大学音楽科卒業。平成音楽大
学MPC科修了。その後、数多くのコンサートに出演
し、現在県内を中心に活躍しています。
「マリンバ」の起源は、アフリカにあると言われる
打楽器。５オクターブある音域の魅力と、優しくま
るみのある音は、聴衆の心を癒してくれるのです。

↑母・由美さん（旧姓岩村・62歳）
の故郷・竹田で初めての演奏を
楽しみにしているそうです！

ロケ地・八幡川横丁
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で
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力
」
を
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！
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ンレディが

 揃いました ！ 」  （商工観光課長・談
）
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アッパレ！ 100歳いつまでもお元気で

！

秘書広報係 ☎63-1043
すくすく1歳 平成25年9月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
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郷土の植物 （293）

第101回
阿孫  久見

ツクシコウモリソウ（キク科）

文化会館に舞う『希望のホタル』
竹田商工会議所青年部が復興に向けてイルミネーションを設置

↑阿蔵自治会の子どもたちが竹灯籠に点灯

↑猛暑のなかで設置した商工会議所青年部会員のみなさん

「昨年、市内外から支援をいただいた多くのボランティア
の方々に感謝を込めて、復興のシンボル的な存在となった
文化会館から発信したかった」という

竹田市集中豪雨災害から１年を迎えた７月12日、竹田商工会議所青年部（得丸高志青年部長・
25名）は竹田市文化会館の玄関ロビー及び建物周辺に「竹ホタル」や「竹灯籠」等を設置しました。
水害の犠牲になり亡くなった方々への追悼の意を表すとともに、１日も早い災害復興への祈り
を捧げました。（イルミネーションは７月15日に終了しました）

　
山
地
の
半
陰
地
に
な
っ
た
林
縁

や
林
内
に
生
育
す
る
高
さ
40
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
茎
は
節
々
で

屈
曲
し
て
い
ま
す
。
生
育
条
件
が

良
い
と
小
群
落
を
つ
く
り
ま
す
。

　
互
生
の
葉
は
腎
形
で
浅
く
５
裂

し
ま
す
。
葉
の
大
き
い
も
の
で
は

長
さ
７
㌢
、
幅
が
10
㌢
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
ま
た
小
さ
い
も
の
で
は
長

さ
４
㌢
、
幅
が
６
㌢
ほ
ど
で
大
小

の
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
夏
か
ら
初
秋
の
頃
、
茎
の
先
端

部
に
数
個
、
白
い
径
１
・
５
㌢
ほ

ど
の
漏
斗
状
（
ラ
ッ
パ
形
）
の
形

を
し
た
長
い
柄
の
あ
る
頭
花
（
複

数
の
花
が
集
ま
っ
て
、
ま
る
で
一

つ
の
花
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
）

を
咲
か
せ
ま
す
。

　
九
州
特
産
種
で
葉
の
様
子
が
幅

広
い
三
角
状
で
コ
ウ
モ
リ
に
似
て

い
る
の
で
筑
紫
蝙
蝠
草
（
ツ
ク
シ

コ
ウ
モ
リ
ソ
ウ
）
の
名
が
あ
り
ま

す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
・
祖

母
山
系
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
個
体
は
少
な
く
、
そ
っ
と
見
守

り
た
い
植
物
で
す
。
花
期
は
８
月

か
ら
９
月
で
す
。

誕生おめでとう❻月生まれ
（親・自治会）

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年８月生まれ

り
ん
え
ん

く
っ
き
ょ
く

し
ょ
う
ぐ
ん
ら
く

ご
せ
い

じ
ん
け
い

れ
つ

ろ
う
と
じ
ょ
う

く
き

え

と
う
か
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　８月は現況届並びに所得状況届出の月です。この届を出
さないと、８月分以降の手当が受けられません。福祉事務
所から通知が届きましたら、必ず期間内に届出をしてくだ
さい。

児童扶養手当とは
１．受給資格者
　手当を受けることができる人は、次の条件に当てはまる
「児童」を監護している父・母、または父母に代って「児童」
を養育している人です。
　なお、「児童」とは、18歳到達後最初の３月31日までの
者、または20歳未満で政令に定める程度の障がいの状態に
ある者をいいます。いずれも国籍は問いません。
　①�父母が離婚した後、父・母と生計を同じくしていない

児童
　②父または母が死亡した児童
　③�父または母が政令で定める程度の障がいの状態にある

児童
　④父または母の生死が明らかでない児童
　⑤父または母から１年以上遺棄されている児童
　⑥父又は母が裁判所からDV保護命令を受けた児童
　⑦�父または母が法令により１年以上拘禁されている児童
　⑧母が婚姻しないで生まれた児童

２．手当の額
　手当の額は下記のとおりですが、父・母に対する手当
は、支給開始月から５年または支給要件に該当した月から
７年を経過した時は、手当額の１／２が減額になります。
　ただし、就業している場合、求職活動をしている場合、
負傷または疾病等により就業することが困難な場合、また
は障がいがある場合などは減額になりません。（届出が必要
です）

【重要：平成25年10月から（12月支給）支給額が変わります】
　現在の児童扶養手当額は、毎年の消費者物価指数の変動
に応じて手当額を改定する物価スライド措置がとられていま
す。今回、平成25年10月からの児童扶養手当が下記のとお
り変更されることになります。
特例水準の解消時期 平成24年４月～ 平成25年10月～

全額支給の場合 41,430 41,140

一部支給の場合 41,420 ～ 9,780 41,130 ～ 9,710

※所得に応じて10円刻みで変更します
※�児童２人目は5,000円加算、３人目から児童１人増すごとに
3,000円加算

３．支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が、扶養親族
等の数による所得限度額以上ある場合は、その年度（８月
分から翌年の７月分まで）は、手当の全部または一部が支
給停止されます。

４．手当を受けている方の届出の義務
　手当を受けている方は次のような届出の義務がありま
す。忘れずに必ず福祉事務所に届け出てください。
①�現況届……毎年８月１日から８月31日までの間に届け出
て、引続き支給要件に該当するかどうかの審査を受けます。
②�資格喪失届……次のような場合には、早急に資格喪失届
を提出してください。

（注意事項：資格喪失届を提出せずに手当の支払いを受
けた場合には、資格がなくなった月の翌月分以降の手当
をすべて返還していただくことになります）
○婚姻の届出をしたとき。
○�婚姻の届出はなくても事実上の婚姻関係（同居あるい
は同居がなくても頻繁に定期的な訪問・生活費の援助
があるなどの状況）となったとき。
○�公的年金（国民年金、厚生年金、共済年金等）を受け
るようになったとき。
○�児童が公的年金を受給し、または公的年金の加算対象
になったとき。
○�児童の死亡や、転出などにより監護（養育）しなくなっ
たとき。
○児童が施設入所したり、里親に委託されたとき。
○刑務所等に監禁中の父親・母親が出所したとき。
○�遺棄している児童の父・母から連絡、訪問、送金が
あったとき。

※上記以外にも、各種の届出があります。

特別児童扶養手当とは
１．受給資格者
　日本国内に住所を有する20歳未満の精神または身体に中
程度以上の障害を有する児童を監護する父・母、または父
母に代ってその児童を養育している人に支給されます。
　ただし、児童が障がいを支給事由とする公的年金を受け
ることができる時、または児童福祉施設等へ入所している
時は、手当は支給されません。

２．手当の額
重度障がい児（１級）の場合 児童１人につき…月額50,400円
中度障がい児（２級）の場合 児童１人につき…月額33,570円
※�特別児童扶養手当についても、平成25年10月分から変更
になる予定です。

３．支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が、限度額以
上ある場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）の手
当の支給は停止されます。詳しくは、竹田市福祉事務所ま
でお問い合わせください。

  ひとり親家庭医療費助成について
　ひとり親家庭医療費は、ひとり親家庭の親とその児童を
対象に、医療費の自己負担分を全額助成するものです。
１．受給資格者
　離婚、死別等で配偶者のいない人で、現に18歳に達する
日以後の最初の３月31日までの間にある児童を監護してい
る人です。

２．支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が限度額以上
ある場合は、その年度（12月から翌年の１月まで）は助成
を受けることが出来ません。所得限度額は児童扶養手当の
限度額と同じです。
※�なお、平成24年12月から医療費の助成が窓口での直接助
成となりました。（従来の償還払いでのサービスも継続し
ています）
●お問い合せ　竹田市福祉事務所子育て支援係
　　　　　　　☎63-1111（内線154･155）

児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者のみなさんへ
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information
第10回久住文化協会発表会
日　時　平成25年９月１日㈰
　　　　作品展示等 9:00 ～　舞台発表等 13:00 ～
場　所　�久住公民館くじゅうサンホール、機能回復訓練室ほか
入場料　無　料
　展示部門では、「久墨会」や「久住能面会」による作
品の展示のほか、囲碁クラブによる対局が行われ、サン
ホールでは「久謡会」や「コールリリア」をはじめとす
る６団体が歌や演奏を披露します。
●お問い合せ　久住公民館　☎76-0717

2013人権啓発フェスティバルたけた
「第９回人権を守る市民の集い」
　大分県では８月を「差別をなくす運動月間」と定めて
おり、竹田市においても同和問題をはじめとする差別解
消に関する啓発事業を実施しています。
　本年度の人権を守る市民の集いは、良質の笑いや文化
を通して、明るい人間関係を築くことにより、全ての人た
ちが生きやすい社会となるとの思いで計画しております。
　是非、良質の笑いの「講演」を楽しみにお越しください。
日　時　８月９日㈮ 13:30 ～ 15:30
場　所　荻福祉健康エリア　多機能室
演　題　「まずは気づくことが…笑いがつなぐ人権の輪」
講　師　桂　蝶六（落語家／大阪青山大学客員教授）
●お問い合せ　竹田市人権・同和対策課　☎63-4820

里山保全親子森林教室
　里山の自然と触れ合い、様々な体験を通して、木に親
しみを持つとともに、森林について関心を深めて頂くイ
ベントです。ご家族での参加大歓迎。お待ちしております。
日　時　８月17日㈯ 10:00 ～ 15:00
場　所　竹田市九重野緩木神社横 「こしきの杜」
内　容　竹箸作り、竹を使った工作、そうめん流しなど
参加料　１人500円（定員30名）
締切り　８月14日㈬まで
●お問い合せ・お申込み
　NPO法人里山保全竹活用百人会　☎63-2638

五感で巡る旅（久住エリア）参加者募集 
期　日　８月23日㈮
場　所　久住支所発着（バス＆ウォーキング）
参加費　1,500円（弁当・保険）
行　程　�開会式9:30→南登山口→猪鹿狼寺本堂跡→ミ

ズナラ原生林〔昼食〕→沢水→ぶどう畑とワイ
ナリー→久住支所14:30着

　　　　※�送迎バス有…荻８:00（16:00）・花水月８:30
　　　　　（15:30）・長湯９:00（15:00）
申込締切　８月16日㈮
●お申込み・お問い合せ
　竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585 

市民公開講座　地域包括ケア広報キャラバン隊
「ご存知ですか？“あなたの街の地域包括ケア”」
　大分県や竹田市が取り組んでいる地域包括ケアについ
て説明します。介護予防体操の実演指導や健康チェック
コーナーもあります。
講　師　�大分県高齢者福祉課・竹田市長・竹田地域リハ

ビリテーション広域支援センター
日　時　８月31日㈯ 13:30 ～ 15:30
場　所　竹田市総合社会福祉センター

参加費　無　料
対　象　一般・医療、保健、福祉関係者
主　催　�豊肥圏域竹田地域リハビリテーション広域支援

センター（大久保病院）、大分県リハビリテー
ション支援センター（湯布院厚生年金病院）

●お問い合せ　大久保病院リハビリ室　☎64-7777

歴史資料館	 ☎63-1923
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）

○特別企画展　２階展示室Ｂ
平成25年度全国高等学校総合体育大会　～ 2013未来をつなぐ
北部九州総体 第57回全国高等学校登山大会」開催記念

『くじゅう連山と登山家殿さま 中川久清展』
７月２日㈫～８月25日㈰

　北部九州総体登山大会が竹田市で開催されることを記
念して、くじゅう連山登山家・愛好家の元祖的存在であ
る第三代岡藩主中川久清を切り口に、くじゅうの豊かな
自然、歴史、文化について紹介します。
※�８月25日㈰ 15:00 ～９月１日㈰まで、収蔵庫燻蒸のため
臨時休館とさせていただきます。ご迷惑をおかけします
が、よろしくお願いします。

市民ギャラリー 水琴館	 ☎63-2200
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）

『井田孝子近作展』
７月30日㈫ 午後～８月18日㈰

　井田孝子（二紀会準会員）氏の二紀展出品作をふくむ
油彩画を展示（井田孝子 ☎62-4860）

『第21回押し花会・いちりん草展示会』
８月20日㈫ 午後～８月25日㈰

　身近にある草花を押し花にし、自然の姿を、額装・生
活用品などに作り上げた作品を展示。

（押し花会いちりん草　☎62-2572）
※�８月27日㈫から９月１日㈰までは収蔵庫燻蒸、展示替え
のため臨時休館とさせていただきます。ご迷惑をおかけ
しますが、よろしくお願いします。
※�なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お
電話ください。

福　祉
平成25年度　「ときめき作品展」の作品募集
　県内在住の障がい者・児の芸術・文化活動発表の場、
「ときめき作品展」に出品する作品を募集します。
出 展 料　無　料
募集作品　絵画・工芸・写真・書・陶芸・合作
募集期間　８月１日㈭～ 30日㈮まで　
申込方法　�竹田市福祉事務所または各支所いきいき市民

課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、
作品の写真（カラー・サービス版、作品の全
容が判るもの）を添えて提出してください。

展示期間　11月14日㈭～ 18日㈪
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たけたん情報
展示場所　大分市「アートプラザ」アートホール
●お問い合せ　竹田市福祉事務所 福祉係　☎63-4811

「赤十字事業説明バス」を実施します
　地域における赤十字活動資金の募集等に携わっていた
だく自治会役員等の方を対象に、赤十字事業の説明や施
設見学、救急法等を体験し、事業へのご理解とご協力を
お願いします。
参加対象　各自治会・各種団体等
　　　　　※１グループ１回あたり30人以上40人以下
実施日時　月曜～金曜（祝祭日・年末年始を除く）
　　　　　10:00 ～ 15:00
会　　場　�日本赤十字社大分県本部
　　　　　（大分市千代町２丁目３番31号）
内　　容　�災害時の非常食体験／救護資器材等説明／ビ

デオ観賞「赤十字この一年」（活動紹介）／
赤十字事業説明／赤十字講習会体験

経　　費　�無料（日赤大分県支部にて大型貸切バスを用意）
※概ね、実施希望日の２か月前までにお問い合わせください）
※�１つの地域において30人に満たない場合は他の地域とご
相談の上合同でお申し込みください。
●お申込み・お問い合せ
　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811

交　流
がん患者交流会「ぴぉ～ね」の開催について
　「ぴぉ～ね」では、がん患者さんやご家族、サポーター
の方々が集い、がんの体験を分かちあったり、励まし
合ったりするなど交流を図る場です。お気軽にご参加く
ださい。
日　時　９月１日㈰ 10:00 ～ 12:00
場　所　豊肥保健所１階会議室　※８/28㈬申込締切
●お問い合せ　豊肥保健所地域保健課　
　　　　　　　☎0974-22-0162

月間・週間
９月１日㈰から10日㈫までは「屋外広告物適正化旬間」です
　県では、広告物設置に対する意識啓発を図るため、期
間中、違反広告物の是正指導や簡易除却を行います。良
好な景観の形成と広告物による事故防止のため、広告物
の適正な表示にご協力願います。
　なお、屋外広告物に関する苦情、相談は窓口までお願
いします。
●お問い合せ　大分県竹田土木事務所　☎63-2108

年　金
受け取る年金額を増やしたい方へ
　第１号被保険者（農業・漁業・自営業、学生、無職な
どで20才以上60歳未満の方）は、毎月の定額保険料の
ほかに付加保険料（月額400円）を上乗せして納めると、
老齢基礎年金の受給権を得たときに付加年金が加算され
て支給されます。
◎付加年金の計算式：200円×付加保険料納付月数
　ただし、国民年金基金に加入されている方や保険料を
免除されている方は納めることはできません。
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　（国民年金課）☎097-552-1211

消費生活相談
消費生活相談窓口からの注意喚起 
－偽装質屋にご注意を！－
　「偽装質屋」とは、担保価値のない物品を質草に取り、
実際には年金などを担保として違法な高金利で貸付をす
る業者のことです。一見質屋を装っていますが「質草は
何でもいい」「年金口座から引き落とし」などと言う文
句が特徴です。この偽装質屋は貸金業での上限をはるか
に超える高金利で貸し付けているため、一度借りてしま
うと債務の返済のために借入を繰り返さざるを得なくな
る可能性があるので絶対に利用しないようにしましょう。
●�お問い合せ　竹田市市民課 窓口（竹田市消費生活セン
ター）8:30～17:00（月～金／平日のみ）☎63-4834／
大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）☎
097-534-0999

都市計画
都市計画道路変更に関する案を縦覧します
　現在、大分県及び竹田市では、長期にわたり未着手路
線となっている都市計画道路「竹田玉来線（本町工区）」
及び「本町屏風ヶ渕線」について、都市計画変更手続き
を進めており、このたび、市民の皆様を対象に下記期間
において都市計画道路変更に関する案を縦覧いたします。
　なお、この案に対する意見書の提出は、縦覧期間満了
の日が期限となりますので念のため申し添えます。
◇案縦覧
　縦覧期間　８月７日㈬～21日㈬ ８:30～17:00（平日のみ）
　縦覧場所　大分県都市計画課、竹田市建設課
●お問い合せ　�大分県土木建築部都市計画課 都市計画班
　　　　　　　☎097-506-4659
　　　　　　　竹田市建設課 都市計画係　☎63-4808
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日

 
 
・
３
・
６
・
12
か
月
児
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
〔
３
か
月
・
６
か
月
〕
13
:0
0-
13
:2
0受
付
　
〔
12
か
月
〕
13
:2
0-
13
:4
0受
付

 
 
　
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
※
15
:0
0終
了
予
定

 ７
日
㈯
～
９
日
㈪
 

 
 
・
第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

８
月
21
日
㈬

８
月
22
日
㈭

８
月
21
日
㈬

８
月
21
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田

荻
 

久
　
住

直
　
入

　
ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
演
劇
・
う
た
・
バ
レ
エ
が
混
ざ
り
あ
う
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
舞
台
で
、
今
年
で
５
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
全
６
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
市
内
の
小
・
中
学
生
お

よ
び
竹
田
高
校
合
唱
部
が
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
発
表
を
行
い
ま
す
。

　
出
演
者
で
あ
り
指
導
を
行
う
講
師
は
、
瀧
廉
太
郎
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
身
者
を
中
心
と
し
た
、
国
内
外
で
活
躍

す
る
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
み
な
さ
ん
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
信
頼
を
育
て
た
児
童
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
織
り
成
す
こ
こ

だ
け
の
ス
テ
ー
ジ
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
８
月
25
日
㈰
　
18
：
00
～
 

と
こ
ろ
　
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

〔
出
演
者
〕
吉
田
由
季
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
田
北
り
え
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
河
野
彩
子
（
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、
フ
ァ
ビ
オ
・
ブ
オ
ノ
コ
ー
レ
（
テ
ノ
ー
ル
）、
渡
邊
弘

樹
（
バ
リ
ト
ン
）、
朝
来
泰
生
（
バ
リ
ト
ン
）、
池
上
靖
麻
（
バ
ス
バ
リ

ト
ン
）、
菊
池
沙
織
（
ピ
ア
ノ
）、
塩
地
亜
希
子
（
ピ
ア
ノ
）

※
演
劇
は
椎
原
克
知
（
文
学
座
俳
優
）
が
、
バ
レ
エ
に
つ
い
て
は

　
新
村
香
織
（
バ
レ
リ
ー
ナ
）
が
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
久
住
公
民
館
　
☎
09
74
-7
6-
07
17

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
8

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・
歩
こ
う
会「
早
朝
散
策
魚
住
」（
本
町
丸

食
前
５
:5
0集
合
）※
１

・
美
味
し
い
は
幸
せ「
国
際
料
理
教
室
」

〔
ア
ラ
ブ
料
理「
イ
マ
ム
 バ
ユ
ル
ド
ゥ
」な

す
料
理
※
ト
ル
コ
語
で
お
坊
さ
ん
が
気
絶

し
た
〕1
0:
00
-1
5:
00
 
※
材
料
費
約

1,
0
0
0円
・
先
着
10
名
・
要
予
約
８
／

１
㈭
迄（
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・
第
2
1
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上【
2
0
1
3ド

リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
ｉｎ
お
ぎ
】1
5:
30
受

付
／
16
:0
0開
会
式（
荻
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
）問
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
実
行
委

員
会
　
☎
68
-2
02
5 

・
た
け
た
夏
物
語「
七
夕
こ
ど
も
夜
市
」

18
:0
0～
（
JR
豊
後
竹
田
駅
周
辺
）

・童
謡
と
絵
本
の
会
10
:0
0-
11
:3
0

（
佐
藤
義
美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お

う
ち
〕）

・
竹
田
温
泉「
花
水
月
」２
年
連
続

10
万
人
達
成
感
謝
イ
ベ
ン
ト
第
２

弾「
桂
悠
紀
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
in

「
花
水
月
」1
5:
00
～（
花
水
月
１

階
フ
ロ
ア
）問
竹
田
市
商
工
観
光

課
　
☎
09
74
-6
3-
48
07

・平
成
25
年
度
狩
猟
免
許
試

験【
網
猟・
わ
な
猟
】

9:
00
-1
7:
00
（
豊
肥
振
興

局
）

※
8／
20
㈫
～
30
㈮
ま
で

申
込
受
付
、試
験
日
8／
17

㈯
、9
／
14
㈯

問
大
分
県
豊
肥
振
興
局
 農

山
村
振
興
部
森
林
管
理
班
 

☎
63
-1
17
4

・西
ノ
宮
社
八
朔
祭

10
:0
0～
（
市
営
ふ
れ
あ
い

駐
車
場
）

※
御
下
り
神
事
、神
輿
町
ま

わ
り
、着
輿
祭
、神
楽
等
　

問
竹
田
市
商
工
観
光
課
　

☎
63
-4
80
7

・瀧
廉
太
郎
生
誕
13
4年
祭

14
:0
0～
（
瀧
廉
太
郎
記
念

館「
蔵
」）
※「
荒
城
の
月（
原

曲
）」
他
合
唱
 

・
全
国
高
校
総
体〔
登
山
大

会
〕
10
:0
0～
開
会
式（
～
６
日

ま
で
）

・ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
出
発

式 ９
:0
0～
（
荻
選
果
場
）

・豊
肥
子
牛
市
場

 （
９
:3
0セ
リ
開
始
）

・
第
９
回
合
同
企
業
面
接
相

談
会
13
:0
0～
15
:3
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・久
住
夏
越
祭
り〔
御
日
〕獅
子
８
:3
0～

16
:0
0、
御
神
幸
10
:0
0～
（
久
住
神

社
発
）、
御
帰
り
15
:0
0～
（
建
宮
神
社

発
）、
本
山
車
20
:1
0～
22
:0
0（
※
商

店
街
内
車
両
通
行
禁
止
）

・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
13
:0
0

～（
岡
城
跡
駐
車
場
）※
要
予
約
:文
化

財
課
☎
63
-4
81
8

・第
９
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集
い『
ま

ず
は
気
づ
く
こ
と
が
…
笑
い
が
つ
な
ぐ

人
権
の
輪
』

講
師
:桂
蝶
六（
落
語
家
／
大
阪
青
山

大
学
客
員
教
授
）1
3:
30
-1
5:
30
（
荻

福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
）

・竹
田
市
畜
産
共
進
会

８
:3
0～
開
会
式（
竹
田
市

畜
産
セ
ン
タ
ー
審
査
棟
）

・五
感
で
巡
る
旅（
久
住
エ
リ
ア
）

９
:3
0～
14
:3
0（
久
住
支
所
出
発

着
）

・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車
場
）※
要

予
約
:文
化
財
課
　
☎
63
-4
81
8

・宮
砥
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会

18
:3
0-
20
:3
0（
宮
砥
分
館
）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・〔
歴
史
資
料
館
〕特
別
企
画
展「
全

国
高
等
学
校
登
山
大
会
」開
催
記

念『
く
じ
ゅ
う
連
山
と
登
山
家
殿
さ

ま
中
川
久
清
展
』　

９
:0
0-
17
:0
0 
～
８
／
25
㈰
ま
で

・〔
水
琴
館
〕『
井
田
孝
子
近
作
展
』

９
:0
0-
17
:0
0 
～
８
／
18
㈰
ま
で

・精
霊
流
し

19
:0
0-
20
:0
0（
Ｊ
Ｒ
豊
後

竹
田
駅
前
竹
田
橋
下
流
）

※
会
場
に
て
流
し
灯
籠
を

販
売
し
ま
す
。 
問
竹
田
市
ま

ち
づ
くり
実
行
委
員
会（
竹
田

商
工
会
議
所
）☎
63
-3
16
1

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・第
30
回
子
ど
も
祭
り
in
な

お
い
り

９
:0
0～
（
直
入
公
民
館・
Ｂ＆
Ｇ

直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

・
久
住
夏
越
祭
り〔
前
夜
祭
〕

子
供
山
車

15
:0
0～
（
久
住
市
街
地
）、

世
渡
太
鼓
20
:0
0～
（
久
住

神
社
境
内
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・献
血

10
:0
0-
16
:0
0（
竹
田
市

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）:
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）:
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・
第
３
回
語
り
部
と
竹
田
の

歴
史
を
調
べ
る
会『
竹
田
の

石
橋
め
ぐ
り
』

参
加
費
50
0円
・８
／
18

申
込
み
締
切・
竹
田
市
文
化

会
館
前
８
:3
0集
合
 ※
２

・
宮
城
地
区「
第
10
回
小
松

明
祭
り
」一
斉
点
火

19
:0
0～
（
竹
田
市
宮
城
地

区
古
園
、上
坂
田
、刈
小
野
、

阿
鹿
野
大
橋
一
帯
）問
宮

城
地
区
観
光
振
興
計
画
推

進
委
員
会（
宮
城
分
館
）☎

66
-2
01
4

・３
・６
・
12
か
月
児
健
康
診
査〔
３
か

月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20
受
付
　

〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40
受
付（
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
13
:3
0-
15
:3
0

（
直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）:
要
予
約

（
☎
63
-3
34
6）

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
13
:3
0～
（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・R
ea
dy
２
ch
at
　
英
会
話
　（
英
語

中
・
上
級
）※
参
加
無
料
19
:0
0～

21
:0
0（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）問
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・
温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休

館
日

・年
金
相
談
10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
　

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談

会
13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政

書
士
会〔
大
分
市
〕）

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
09
7-
53
7-
70
89

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・
全
国
高
校
総
体〔
登
山
大

会
〕
10
:0
0～
閉
会
式（
竹
田
高

校
体
育
館
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・
姉
妹
都
市
中
野
市「
学
校

新
聞
特
派
員
」竹
田
市
訪
問

12
:0
0～

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）:

要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・〔
水
琴
館
〕『
第
21
回
押
し
花
会・
い

ち
り
ん
草
展
示
会
』～
８
／
25
㈰

ま
で

・豊
肥
成
牛
市
場（
９
:3
0セ
リ
開
始
）

・お
は
な
し
の
へ
や
10
:3
0-
11
:0
0

（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
古
町
会
場
）

（
☎
63
-3
34
6）

・南
山
荘
夏
祭
り
13
:2
0～
（
南
山
荘

集
会
室
）※
カ
ラ
オ
ケ
、ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン（
玉
来
分
館
踊
り
ク
ラ
ブ
、フ

ラ
ダ
ン
ス
）ほ
か

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・農
業
委
員
会
第
８
回
総
会

13
:3
0～
（
竹
田
市
本
庁
舎

３
階
委
員
会
室
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・
県
民
体
育
大
会
竹
田
市
選

手
団
結
団
式

18
:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
）

■
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
個
人
事
業
税
」

第
１
期
分
の
納
期
限
は

９
月
２
日
㈪
で
す
。

納
税
に
は
、便
利
な
口
座
振
替
の

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

☎
09
74
-2
2-
75
01

・〔
JR
豊
肥
線
〕全
線
復
旧
記
念
式

典
７
:0
0～
 
※
詳
細
は
本
号
２
頁

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

・第
９
回
市
民
球
技
大
会〔
８
種
目・

10
会
場
〕８
:3
0～
（
軟
式
野
球
の

み
８
:1
5～
）

・「
久
住
地
域
一
日
清
掃
デ
ー
」

８
:3
0～
 
問
久
住
支
所
い
き
い
き

市
民
課
　
☎
76
-1
11
1

・
中
九
州
横
断
道
路
大
野
竹

田
道
路
竹
田
工
区
着
工
式

９
:0
0～
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
コ
ン

サ
ー
ト「
G
IO
IA
」（
よ
ろ
こ

び
）in
竹
田
 

18
:0
0～
（
久
住
公
民
館
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・歩
こ
う
会「
中
島
公
園
」

（
本
町
丸
食
前
８
:0
0集
合
） 
※
１

・郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植
物
を
観

察
す
る
会

「
三
秀
台
の
ヒ
メ
ユ
リ
観
察
」文
化

会
館
前
８
:0
0集
合
　
※
２

・平
成
25
年
度
狩
猟
免
許
試
験【
第

１
種
銃
猟・
第
２
種
銃
猟
】

9:
00
-1
7:
00
（
豊
肥
振
興
局
）

※
8／
5㈪
ま
で
受
付

問
大
分
県
豊
肥
振
興
局
　
農
山
村

振
興
部
森
林
管
理
班
  ☎
63
-1
17
4

水
の
日

道
の
日

食
育
の
日

○
夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
６
／
１
～
９
／
30
）

○
農
薬
危
害
防
止
運
動
（
６
／
１
～
８
／
31
）

○
ソ
フ
ト
王
国
た
け
た
三
ツ
星
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
７
／
１
～
９
／
30
）

○
「
青
い
羽
根
募
金
」
強
調
運
動
期
間
（
７
／
１
～
８
／
31
）

○
水
の
週
間
（
８
／
１
～
７
）

○
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
（
８
／
１
～
８
／
31
）

○
自
然
に
親
し
む
運
動
（
７
／
21
～
８
／
20
）

○
道
路
防
災
週
間
（
８
／
25
～
８
／
31
）

○
建
築
物
防
災
週
間
（
８
／
30
～
９
／
５
）

月 間 ・ そ の 他
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30
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1

4
5

6
7

8

11
17 243 10

16 232 9

12
13

14
15

ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
コ
ン
サ
ー
ト「
GI
OI
A」
（
よ
ろ
こ
び
）in
竹
田

8月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-36
62
、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-24
80
、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-13
04
、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-24
26
）

◇
9月
上
旬
の
主
な
予
定

 
１
日
㈰
 
・
久
住
文
化
協
会
発
表
会
10
:0
0-
16
:0
0（
久
住
公
民
館
）

 
２
日
㈪
 
・
【
納
期
】
市
県
民
税
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
２
期
、
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
２
期

 
３
日
㈫
 
・
お
は
な
し
の
へ
や
10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

 
 
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
13
:30
-1
5:3
0（
直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約
（
☎
63
-3
34
6）
 

 
４
日
㈬
 
・
陽
目
の
里
「
名
水
茶
屋
」
休
業
日

 
 
・
３
・
６
・
12
か
月
児
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
〔
３
か
月
・
６
か
月
〕
13
:0
0-
13
:2
0受
付
　
〔
12
か
月
〕
13
:2
0-
13
:4
0受
付

 
 
　
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
※
15
:0
0終
了
予
定

 ７
日
㈯
～
９
日
㈪
 

 
 
・
第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

８
月
21
日
㈬

８
月
22
日
㈭

８
月
21
日
㈬

８
月
21
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田

荻
 

久
　
住

直
　
入

　
ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
演
劇
・
う
た
・
バ
レ
エ
が
混
ざ
り
あ
う
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
舞
台
で
、
今
年
で
５
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
全
６
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
市
内
の
小
・
中
学
生
お

よ
び
竹
田
高
校
合
唱
部
が
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
発
表
を
行
い
ま
す
。

　
出
演
者
で
あ
り
指
導
を
行
う
講
師
は
、
瀧
廉
太
郎
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
身
者
を
中
心
と
し
た
、
国
内
外
で
活
躍

す
る
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
み
な
さ
ん
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
信
頼
を
育
て
た
児
童
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
織
り
成
す
こ
こ

だ
け
の
ス
テ
ー
ジ
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
８
月
25
日
㈰
　
18
：
00
～
 

と
こ
ろ
　
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

〔
出
演
者
〕
吉
田
由
季
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
田
北
り
え
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
河
野
彩
子
（
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、
フ
ァ
ビ
オ
・
ブ
オ
ノ
コ
ー
レ
（
テ
ノ
ー
ル
）、
渡
邊
弘

樹
（
バ
リ
ト
ン
）、
朝
来
泰
生
（
バ
リ
ト
ン
）、
池
上
靖
麻
（
バ
ス
バ
リ

ト
ン
）、
菊
池
沙
織
（
ピ
ア
ノ
）、
塩
地
亜
希
子
（
ピ
ア
ノ
）

※
演
劇
は
椎
原
克
知
（
文
学
座
俳
優
）
が
、
バ
レ
エ
に
つ
い
て
は

　
新
村
香
織
（
バ
レ
リ
ー
ナ
）
が
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
久
住
公
民
館
　
☎
09
74
-7
6-
07
17

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
8

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・
歩
こ
う
会「
早
朝
散
策
魚
住
」（
本
町
丸

食
前
５
:5
0集
合
）※
１

・
美
味
し
い
は
幸
せ「
国
際
料
理
教
室
」

〔
ア
ラ
ブ
料
理「
イ
マ
ム
 バ
ユ
ル
ド
ゥ
」な

す
料
理
※
ト
ル
コ
語
で
お
坊
さ
ん
が
気
絶

し
た
〕1
0:
00
-1
5:
00
 
※
材
料
費
約

1,
0
0
0円
・
先
着
10
名
・
要
予
約
８
／

１
㈭
迄（
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・
第
2
1
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上【
2
0
1
3ド

リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
ｉｎ
お
ぎ
】1
5:
30
受

付
／
16
:0
0開
会
式（
荻
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
）問
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
実
行
委

員
会
　
☎
68
-2
02
5 

・
た
け
た
夏
物
語「
七
夕
こ
ど
も
夜
市
」

18
:0
0～
（
JR
豊
後
竹
田
駅
周
辺
）

・童
謡
と
絵
本
の
会
10
:0
0-
11
:3
0

（
佐
藤
義
美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お

う
ち
〕）

・
竹
田
温
泉「
花
水
月
」２
年
連
続

10
万
人
達
成
感
謝
イ
ベ
ン
ト
第
２

弾「
桂
悠
紀
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
in

「
花
水
月
」1
5:
00
～（
花
水
月
１

階
フ
ロ
ア
）問
竹
田
市
商
工
観
光

課
　
☎
09
74
-6
3-
48
07

・平
成
25
年
度
狩
猟
免
許
試

験【
網
猟・
わ
な
猟
】

9:
00
-1
7:
00
（
豊
肥
振
興

局
）

※
8／
20
㈫
～
30
㈮
ま
で

申
込
受
付
、試
験
日
8／
17

㈯
、9
／
14
㈯

問
大
分
県
豊
肥
振
興
局
 農

山
村
振
興
部
森
林
管
理
班
 

☎
63
-1
17
4

・西
ノ
宮
社
八
朔
祭

10
:0
0～
（
市
営
ふ
れ
あ
い

駐
車
場
）

※
御
下
り
神
事
、神
輿
町
ま

わ
り
、着
輿
祭
、神
楽
等
　

問
竹
田
市
商
工
観
光
課
　

☎
63
-4
80
7

・瀧
廉
太
郎
生
誕
13
4年
祭

14
:0
0～
（
瀧
廉
太
郎
記
念

館「
蔵
」）
※「
荒
城
の
月（
原

曲
）」
他
合
唱
 

・
全
国
高
校
総
体〔
登
山
大

会
〕
10
:0
0～
開
会
式（
～
６
日

ま
で
）

・ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
出
発

式 ９
:0
0～
（
荻
選
果
場
）

・豊
肥
子
牛
市
場

 （
９
:3
0セ
リ
開
始
）

・
第
９
回
合
同
企
業
面
接
相

談
会
13
:0
0～
15
:3
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・久
住
夏
越
祭
り〔
御
日
〕獅
子
８
:3
0～

16
:0
0、
御
神
幸
10
:0
0～
（
久
住
神

社
発
）、
御
帰
り
15
:0
0～
（
建
宮
神
社

発
）、
本
山
車
20
:1
0～
22
:0
0（
※
商

店
街
内
車
両
通
行
禁
止
）

・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
13
:0
0

～（
岡
城
跡
駐
車
場
）※
要
予
約
:文
化

財
課
☎
63
-4
81
8

・第
９
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集
い『
ま

ず
は
気
づ
く
こ
と
が
…
笑
い
が
つ
な
ぐ

人
権
の
輪
』

講
師
:桂
蝶
六（
落
語
家
／
大
阪
青
山

大
学
客
員
教
授
）1
3:
30
-1
5:
30
（
荻

福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
）

・竹
田
市
畜
産
共
進
会

８
:3
0～
開
会
式（
竹
田
市

畜
産
セ
ン
タ
ー
審
査
棟
）

・五
感
で
巡
る
旅（
久
住
エ
リ
ア
）

９
:3
0～
14
:3
0（
久
住
支
所
出
発

着
）

・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車
場
）※
要

予
約
:文
化
財
課
　
☎
63
-4
81
8

・宮
砥
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会

18
:3
0-
20
:3
0（
宮
砥
分
館
）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・〔
歴
史
資
料
館
〕特
別
企
画
展「
全

国
高
等
学
校
登
山
大
会
」開
催
記

念『
く
じ
ゅ
う
連
山
と
登
山
家
殿
さ

ま
中
川
久
清
展
』　

９
:0
0-
17
:0
0 
～
８
／
25
㈰
ま
で

・〔
水
琴
館
〕『
井
田
孝
子
近
作
展
』

９
:0
0-
17
:0
0 
～
８
／
18
㈰
ま
で

・精
霊
流
し

19
:0
0-
20
:0
0（
Ｊ
Ｒ
豊
後

竹
田
駅
前
竹
田
橋
下
流
）

※
会
場
に
て
流
し
灯
籠
を

販
売
し
ま
す
。 
問
竹
田
市
ま

ち
づ
くり
実
行
委
員
会（
竹
田

商
工
会
議
所
）☎
63
-3
16
1

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・第
30
回
子
ど
も
祭
り
in
な

お
い
り

９
:0
0～
（
直
入
公
民
館・
Ｂ＆
Ｇ

直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

・
久
住
夏
越
祭
り〔
前
夜
祭
〕

子
供
山
車

15
:0
0～
（
久
住
市
街
地
）、

世
渡
太
鼓
20
:0
0～
（
久
住

神
社
境
内
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・献
血

10
:0
0-
16
:0
0（
竹
田
市

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）:
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）:
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・
第
３
回
語
り
部
と
竹
田
の

歴
史
を
調
べ
る
会『
竹
田
の

石
橋
め
ぐ
り
』

参
加
費
50
0円
・８
／
18

申
込
み
締
切・
竹
田
市
文
化

会
館
前
８
:3
0集
合
 ※
２

・
宮
城
地
区「
第
10
回
小
松

明
祭
り
」一
斉
点
火

19
:0
0～
（
竹
田
市
宮
城
地

区
古
園
、上
坂
田
、刈
小
野
、

阿
鹿
野
大
橋
一
帯
）問
宮

城
地
区
観
光
振
興
計
画
推

進
委
員
会（
宮
城
分
館
）☎

66
-2
01
4

・３
・６
・
12
か
月
児
健
康
診
査〔
３
か

月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20
受
付
　

〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40
受
付（
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
13
:3
0-
15
:3
0

（
直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）:
要
予
約

（
☎
63
-3
34
6）

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
13
:3
0～
（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・R
ea
dy
２
ch
at
　
英
会
話
　（
英
語

中
・
上
級
）※
参
加
無
料
19
:0
0～

21
:0
0（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）問
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・
温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休

館
日

・年
金
相
談
10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
　

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談

会
13
:0
0-
16
:0
0（
大
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水
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日

道
の
日

食
育
の
日

○
夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
６
／
１
～
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／
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）

○
農
薬
危
害
防
止
運
動
（
６
／
１
～
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／
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）

○
ソ
フ
ト
王
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１
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青
い
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○
水
の
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（
８
／
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～
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／
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○
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然
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し
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７
／
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８
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）

○
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路
防
災
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間
（
８
／
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～
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）

○
建
築
物
防
災
週
間
（
８
／
30
～
９
／
５
）

月 間 ・ そ の 他
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information
生活排水

合併処理浄化槽を設置しませんか
　現在、川や海などの汚れの大きな原因は、家庭から出
る生活排水といわれています。炊事や洗濯、風呂などの
汚水や単独処理浄化槽を設置している家庭からはトイレ
の処理水も流されています。浄化槽には、し尿と炊事・
洗濯・風呂などの生活雑排水を同時に処理できる合併処
理浄化槽とし尿だけを処理する単独処理浄化槽（新規設
置はできません）がありますが、単独処理浄化槽の浄化
能力は合併処理浄化槽に比べて劣っています。
　竹田市では、公共水域の環境を守り水道水源となる下
流域の水質保全に向け、市町村整備型制度で合併処理浄
化槽設置を進めています。
　この事業は竹田市が合併処理浄化槽を設置し、維持管
理も行っていく仕組みになっています。合併処理浄化槽
の設置にあたっては受益者から分担金を納めて頂き、使
用にあたっては維持管理のため使用料を納めていただき
ます。
　快適な生活を送るためにも、合併処理浄化槽の設置や
単独処理浄化槽からの転換を是非ご検討ください。

分担金及び使用料（専用住宅）
人　槽 分担金（円） 人槽 使用料（月額：円）

５～７人槽 130,000 ５～７人槽 3,900
８～ 10人槽 140,000 ８人槽 4,100

９～ 10人槽 4,500
　農業集落排水処理施設（荻・久住地区）の処理区域に
お住まいの方についても、竹田のきれいな河川を守って
いくためにも是非、処理施設への接続をご検討ください。
　合併処理浄化槽の設置等の詳細は竹田市環境衛生課生
活排水係（☎63-4821）までお問い合わせください。

環境衛生
「ポリ塩化ビフェニル（PCB）」を含む電気機器

の早期処理をお願いします
　PCBはカネミ油症事件の原因となったきわめて毒性が
強い化学物質です。業務用蛍光器具（直管型40Ｗ２灯式）
の安定器等には高濃度PCBが含まれている場合がありま
す。商店や事務所など古い建物を所有している方は、大
分県ホームページ「PCB廃棄物早期処理について」によ
り対象となる電気機器を確認し、PCBが含まれている場
合は早期処理をお願いします。不明な点は大分県廃棄物
対策課（☎097-506-3128）までお問い合わせください。

試　験
平成25年度自衛官募集
　一般曹候補生、自衛官候補生、航空学生を募集します。
対 象 者　18歳以上27歳未満の男女
　　　　　※�航空学生については、高卒（見込み）18歳以

上21歳未満

受付期間　８月１日㈭～９月６日㈮
　　　　　※男性の自衛官候補生は随時
試験期日・場所〔一般曹候補生〕
　　　　　　　９/16㈪　竹田市総合社会福祉センター
　　　　　　　〔自衛官候補生（男性）〕　
　　　　　　　９/16㈪　竹田市総合社会福祉センター
　　　　　　　〔航空学生〕
　　　　　　　９/21㈯　大分商工会議所
　　　　　　　〔自衛官候補生（女性）〕
　　　　　　　９/22㈰～ 23日㈪　府内学園
●お問い合せ　自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務所
　　　　　　　☎63-3320

住　宅
公営住宅の入居者を募集します
◎一般住宅の募集
①竹田地域　県営豊岡住宅：２戸
②久住地域　さくら住宅（35歳以下の単身のみ）：１戸
　　　　　　桐迫住宅（単身可）：１戸
③荻 地 域　桜住宅（単身可）：１戸／県営桜１B-3：１戸
◎特定公共賃貸住宅の募集
竹田地域　七里団地（35歳以下の単身のみ）：１戸
◎随時募集中の住宅
竹田地域（特定公共賃貸住宅）
　　　　　七里第２団地（35歳以下の単身のみ）
※詳細についてはセンターへお問い合わせください。
募集期間　８月12日㈪から８月23日㈮まで
抽　　選　８月28日㈬ 午前10時　竹田市本庁舎
入居時期…９月中旬ごろ
●お問い合せ　竹田市営住宅管理センター　☎63-4400

市民課からのお知らせ
住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知
制度について
　竹田市では、住民票の写しや、戸籍謄抄本などの第三
者交付に係る「本人通知制度」を昨年11月から導入し
ています。
　この制度は、本籍が記載された住民票の写しや戸籍謄
抄本などが本人の代理人や第三者に交付されたときに、
その交付の事実を事前に登録した方（本人）に対して、
市役所から通知するものです。
　この通知により、住民票の写しなどの不正請求や不正
取得を早期に発見でき事実関係を究明するきっかけとす
ることができます。
　また、本制度が広く認知されることで、委任状偽造や
不必要な身元調査などを抑止する効果も期待されます。
　○登録申請受付窓口　�竹田市市民課、各支所いきいき市民課
　○申請に必要なもの　�本人確認書類（運転免許証など）

及び印鑑
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たけたん情報
※�詳しい内容については、竹田市市民課（☎63-1111）ま
たは各支所いきいき市民課までお問い合わせいただくか
竹田市ホームページをご参照ください。

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎64-7777
〔受付時間〕�平日夜間18:00 ～ 21:00、土曜日13:00 ～

21:00、休日8:30 ～ 21:00
竹田医師会病院　☎63-3241
〔受付時間〕�平日（月・水・金曜日）の夜間18:00～21:00
　　　　　　※但し、休日及びお盆は除く
　�上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能と判断
すれば可能な限り対応します。
注意事項　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・�事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当 番 日 医　療　機　関 電話番号

８月 3 日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333

８月 3 日㈯ 竹田市立こども診療所 0974-63-3838
８月 4 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
８月10日㈯ 竹田市立こども診療所 0974-63-3838
８月11日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

８月17日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

８月18日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

８月24日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

８月25日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

８月31日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９月 1 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121 

９月 7 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９月 8 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～11:30（こども診療所は9:00 ～11:30）
診療時間　9:00 ～12:00（三重東クリニックは8:30 ～12:00）
※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ
ろがあります。

○豊後大野市民病院
　（☎0974-42-3121）http://ogatahp.ddo.jp/
　〔夏季休暇〕８月13日㈫～ 15日㈭　診療時間17時まで
○みやわき小児科
　（☎0974-24-0230）http://www.miyawaki-kodomo.com/
　〔夏季休暇〕８月７日㈬～ 15日㈭　休診します
○三重東クリニック
　（☎0974-22-6333）http://www.sekiaikai.jp/index.html
　〔夏季休暇〕�８月10日㈯～ 12日㈪、8月19日㈪　休診

します
○竹田市立こども診療所
　（☎0974-63-3838）http://www.city.taketa.oita.jp/
　〔夏季休暇〕８月13日㈫～ 15日㈭　休診します
○大分県豊肥保健所（☎0974-22-0162）
　�受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎63-
0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、
院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて約束処
方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当 番 日 医　療　機　関 電話番号
８月４日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
８月11日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
８月18日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
８月25日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
９月 1 日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
※診療時間9:00 ～ 12:00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http://www.oita-dental-a.or.jp/

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
還付金詐欺にご注意！
－不審な電話・訪問にご注意ください－
・�全国各地で、還付金詐欺が発生しております。厚生労
働省・社会保険庁・市町村・広域連合の職員を装い、
「年金の払い戻しがある」「医療費の戻りがある」と
キャッシュカード等をだまし取られたり、ATMに誘
導されたりして口座から現金を引き出されるなどの被
害が発生しております。

・�不審に思われた時にはすぐに、竹田市保険課または後
期高齢者医療広域連合までご連絡をお願いします。

●お問い合せ
　大分県後期高齢者医療広域連合 ☎097-534-1771（代表）
　竹田市保険課 国保・高齢者医療係 ☎63-1111（内線135）
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事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃　金 備考（資格等）
旭食品工業株式会社 大分工場 漬物製造 野菜つけ物工 3 12.6 万

医療法人 健伸会 ケアホーム
「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活
介護の施設）

介護職 2 12.1 ～ 17.7 万 介護福祉士またはヘルパー 2 級
介護職 2 12.1 ～ 17.7 万 ヘルパー 2 級以上
正・准看護師 2 13.9 ～ 20.3 万 看護師（正・准）

社会医療法人社団 大久保病院
医療・介護老人保健施設
グループホーム他介護保険
サービス関連事業

准看護師 2 17.3 ～ 23 万 准看護師
正看護師 2 24.1 ～ 33.7 万 正看護師
介護福祉士 2 14.8 ～ 23.1 万 介護福祉士

荻町まちおこし有限会社 「荻の里温泉」 温泉・旅館・レストラン・みやげ品販売 接客係 3 12.6 ～ 15.2 万

社会福祉法人 偕倖社（悠々居） 特別養護老人ホーム・ディサービス事業
ショートスティ事業・グループホーム

正・准看護師 1 16.3 ～ 18.1 万 正・准看護師
介護職 2 14.4 ～ 15.4 万

株式会社 キューメイ研究所 
竹田工場

体外診断用医薬品の製造・研究開発業務
販売業務

医薬品品質管理及び製造開発員 2 15 ～ 25 万 化学的知識を有する方
体外診断用医薬品の営業 1 20 ～ 30 万 医薬品の販売管理経験者

株式会社 くじゅう高原ガン
ジー牧場

土産品販売・レストラン経営・
宿泊施設

フロント・予約ホールスタッフ 3 18 ～ 25 万 ホテル・旅館勤務の経験
料理人（和食） 3 18 ～ 25 万 調理師・経験者
料理人（洋食） 3 18 ～ 25 万 調理師・経験者

有限会社 工藤商店 新建材等の販売及び飲食業
配管技士 1 15 ～ 25 万 管工事施工管理技士・浄化槽設備士
大工 1 19.2 ～ 36 万 建築大工技能士 2 級
配管工見習 1 12.5 ～ 20 万

社会福祉法人 孝寿福祉会 ( 美
晴が丘・荻の苑）

特別養護老人ホーム・短期入所生活介護
老人通所介護・訪問介護・居宅介護支援
配食サービス

看護員（正・准看護師） 1 15.5 ～ 30 万 正・准看護師
ケアワーカー（介護員） 2 14.3 ～ 22 万 介護福祉士資格所持者優遇 ( 荻の苑）
ケアワーカー（介護員） 2 14.3 ～ 22 万 介護福祉士資格所持者優遇 ( 美晴が丘）

株式会社 高山組 土木・舗装・建築・管工事等の総合建設業 土木施工管理者 3 23 ～ 40 万 土木施工管理技士資格所持者優遇

一般社団法人 竹田市医師会
（竹田医師会病院） 病院

正看護師 5 21 ～ 25.3 万 正看護師
薬剤師 1 29 ～ 34 万 薬剤師
理学療法士 2 22.3 ～ 26.3 万 理学療法士

株式会社 友岡建設 総合建設業・コンクリート製
品製造販売

土木技術士 2 20 ～ 33 万 1 級または 2 級土木施工管理技士
土木作業員 2 15 ～ 25 万

株式会社 友繁建設 土木建築業
土木施工管理技術者 1 20 ～ 33 万 1 級又は 2 級土木施工管理技士
重機オペレーター 1 14.4 ～ 24 万 車両系建設機械
土木作業員 1 14.4 ～ 24 万

株式会社 藤信 総合建設業
事務員 1 12 ～ 15 万
土木技術者 1 15 ～ 30 万 土木施工管理技士 2 級以上
水道配管士 1 17.5 ～ 30 万 経験者

株式会社 長湯歴史温泉伝承館 入浴施設・バイキングレストラン・
イベントの企画運営・簡易宿泊施設

レストランホールスタッフ 2 11 ～ 15 万
調理スタッフ 1 11 ～ 15 万

株式会社 松井組 綜合建設業
事務・営業員 1 20 ～ 33 万 積算業務経験者
土木施工管理技士 1 20 ～ 33 万 2 級土木施工管理技士
建築技術者 1 20 ～ 33 万 2 級建築施工管理技士

医療法人 健伸会 みはら整形
外科クリニック

整形外科・内科・麻酔科・リ
ハビリテーション科 介護職 3 13.5 ～ 17.5 万 介護福祉士

株式会社 レゾネイト ホテル業 レストランサービス担当 2 15 ～ 20 万
和食調理人 1 15 ～ 20 万 経験者優遇

○�一覧表は、ハローワーク豊後大野に申し込まれている７月 10日現在の有効求人です。一覧表以外の企業についても多種の求人がありますので
窓口にお申し出ください。上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　竹田市ふるさとハローワーク　☎ 0974-63-1101

求　人	 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

①農園スタッフ１人19～ 23万　②職業指導員１人15.5
万　③フロント職員１人13.4 ～ 14.9万　④ルート営業
１人15 ～ 22万円　⑤農作業員１人15.6 ～ 17.6万円　
⑥販売員１人16～ 20万　⑦調理員２人13～ 18万　
⑧支援員１人13.2万　⑨測量員　１人15～ 30万　⑩配
達員１人14～ 20万　⑪ホール・厨房係１人14万　⑫営
業員１人16～ 20万
〔パート求人（時給）〕
⑬精肉担当者１人692円　⑭保育スタッフ３人770円   
⑮洗い場係１人800円　⑯作業員２人700円　⑰店内販
売員１人680 ～ 750円　⑱調理員１人700円　⑲ホール
スタッフ１人850 ～ 900円　⑳土木草刈作業員　１人
920円　㉑窓口業務１人900 ～ 1,000円　㉒レジ・接客
係１人700円　㉓清掃作業員１人700 ～ 800円　㉔菓子
製造及び販売１人750円

竹田警察署からのお知らせ
平成25年度大分県警察官採用試験
１．警察官A（大卒・第２回）試験
　�昭和55年４月２日以降に生まれた方で、大学卒業ま
たは卒業見込みの方
２．警察官B（高校卒業程度）試験

　�昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生ま
れた方で、大学卒業または卒業見込みの方を除く

３．大分県職員初級（警察事務）試験
　平成４年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方
４．申込受付期間（受付期間全試験種類とも同じ）
　平成25年８月12日㈪から８月30日㈮まで
●お問い合せ　大分県警察本部警務課人事係
　フリーダイヤル　0120-204-110

平成25年８月 岡の里ふるさとＵターン情報

◎�大分地方法務局中津支局における国籍事務の
取扱いの変更について

　平成25年８月１日から大分地方法務局中津支局におけ
る国籍事務の取り扱いが変更となり、国籍事務は、大分地
方法務局戸籍課のみにおいて取り扱うこととなります。

・�帰化許可申請…�外国人の方が日本国籍取得のため法務
大臣に申請するものです。

・�届出による国籍取得…�国籍法に定められた外国籍の方が届出
をすることで日本国籍を取得するもの
です。

・�国 籍 離 脱…�日本国籍とそれ以外の国籍を持つ重国
籍の方が届出をすることで日本国籍を
離脱するものです。

詳しくは、大分地方法務局戸籍課（☎097-532-3347）
へお尋ねください。


